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第一章












　鋭い視線を感じた。

　指先がこわばり、ほんのわずか伴奏のリズムに乗り遅れてしまう。

　くっと唇を引き結び、ラキスは舞に集中しようと努めた。

　ドクドクとこめかみで血流が脈打ち、かすかな頭痛に口がゆがんだが、鼻から下はヴェールで覆われているから観客に気取られるおそれはない。

　ラキスが舞い踊るリズムに合わせて手首と足首でシャンシャンと鈴が鳴る。

　旋回、旋回、旋回、そして跳躍────着地。

　どっと観客が沸いた。

　やんやの歓声と拍手が楼閣の中庭に設置された舞台に響きわたる。

　絶妙なバランスで深々と身をかがめ、優美なお辞儀をしながらラキスはふたたび厳しい視線を感じてひやりとした。

　顔を上げ、さっと視線を走らせる。しかし視線の主はわからなかった。もう一度お辞儀をし、くるくると旋回しながら舞台袖に引っ込む。ふたたび高まった歓声と拍手が後を追ってきた。

　息を切らせるラキスを、妓楼の女将が愛想笑いで迎える。

「──お疲れさん。あんたの舞は大好評だよ。座長が夜逃げしてくれて、うちとしちゃあかえって助かったってもんさ」

「……どうも」

　ラキスは小声で呟き、孔雀石マラカイトのアイラインを引いた目をそっと伏せた。

「さぁ、早く汗を拭いて着替えな。お客があんたのお酌をご所望だ」

「女将さん。わたし、そういうことは……」

「ああ、あたしもそう言ったんだよ。あの子は舞をお見せするだけでして、ってね。でも、どうしてもって。金子きんすもたっぷりはずんでくれたしねぇ」

「そんなっ……」

「こちとら商売なんだ。そういつもわがままを聞いてやれるかい。今までだってあんたの兄さんに頼み込まれて特別に見逃してやってたんだ。いやだってんなら座長に支払った金、今すぐ返してもらおうか」

　顎を反らして女将が鼻で嗤う。無理とわかっているから、海千山千の女将は容赦ない。

「……せめて兄に話してから」

「夜鳴鶯ブルブルは別の宴席で美声を披露してるとこさ。ほらほら、さっさと着替えるんだ、お客さんをお待たせするもんじゃないよ！」

　追い立てられたラキスはしおしおと楽屋へ入った。

　ふだんなら、こんなことにならないよう兄のレイヤが側についていてくれるのに……。

　夜鳴鶯と称されるほど美しい歌声を持つ兄は、ラキスが年頃になってからというものずっと庇ってくれた。他の舞姫にお金を渡して頼んだり、自ら身代わりになったことも一度や二度ではない。

　歌声が美しいだけでなく、レイヤは中性的な美貌の持ち主だ。化粧を施せばラキスよりもずっと美しくあでやかで、妬ましいくらい。もう少し兄に似ていればよかったのに。

（仕方ないわ。実の兄妹じゃないんだもの）

　溜め息をついてラキスは着替えを始めた。

　固く絞った布で汗ばんだ肌を拭き、臍上丈の胴着を金糸の刺繍のついた赤から、迷った末にお気に入りの翡翠色のものに替えた。

　ぴったりしてはいるが、ハイネックで胸部が露出しないから安心感がある。

　下肢を覆うシャルワールは胴着とは逆にゆったりしたもの。胴着に合わせて深緑にする。少しでも肌を隠したくて、飾り帯はなるべく幅のあるものにした。

　鏡を覗くと、頼りなげな表情の若い女がこちらを見返していた。

　月光を思わせる、波打つ銀の髪。ターコイズグリーンの瞳。顔立ち自体は人形のように整っているけれど、どぎついほどの舞台化粧にはそぐわない不安げに揺れる瞳は、気弱く内気な性質を正直に表している。

　堂々としていられるのは踊っているときだけ。それも、踊りに自信があるのならまだしも、ただ集中していて周囲が見えていないだけなのだから情けない。

（……どうしてあの視線には気付いたのかしら）

　ふとラキスは思い出した。まるで突き刺すような剣呑けんのんな視線。舞っているときにあんな目で見られたのは初めてだ。

　たぶん、あの視線が鋭すぎたせいで気付いたのだろう。

　また溜め息をつき、ラキスは狭い楽屋を見回した。楽屋といっても布で仕切られただけの簡素なものだ。

　耳を澄ませてみたが、多数の宴席で賑わう妓楼ぎろうには様々な音が渦巻いていて、兄の歌声を聞き分けるのは難しい。

（せめて、サクルがいてくれたら……）

　ラキスは妓楼で唯一親しくなった下働きの少年を思い浮かべた。闊達かったつではしこい、まだ十三歳のサクル──本人はもうすぐ十四だと言い張っていたが──は、兄のレイヤを除けばラキスにとって唯一気楽なお喋りができる相手だった。

　サクルがいれば兄への伝言を頼めただろうに、どういうわけかこの数日まったく姿を見かけない。女将に尋ねてみたが、『知らないね』とつっけんどんに返されて、気弱なラキスはすっかり萎縮してしまってそれ以上訊けなかった。

　こっそり抜け出して兄を捜しにいこうか……とかなり本気で考えたラキスは、ふと我に返って強くかぶりを振った。

（ダメ！　ダメよ、いつまでも兄さんに頼ってばかりじゃ）

　もう十八なんだから、独り立ちしなければ。

　いざとなれば、万一の場合にと兄から渡された薬がある。酒に混ぜて飲ませれば客はすぐに眠ってしまう。兄もこの薬でしつこい客を躱かわすのだと言っていた。

　ラキスは左手の中指に嵌めた指輪を確かめた。

　大丈夫、薬はちゃんと入ってる。

　それでもまだ期待を捨てきれずにぐずぐずしていると、楽屋の外から女将が邪険に怒鳴った。

「まだかい？　いいかげん覚悟を決めな。あんたら兄妹をここに置いてやってるのは誰だと思ってるんだい。言うこと聞かないなら盗人として役所に突き出すよ！　腕を切り落とされてもいいのかえ!?」

「い、いま行きます！」

　慌てて間仕切りの布をはね上げて出て行くと、腰に手を当てて女将が睨んだ。

「色気のない衣装だねぇ……。まぁいいわ。ほら、こっちだよ」

　フン、と鼻息をついた女将が顎で示す。しょんぼりとラキスは後に従った。

　兄とともにラキスが世話になっている〈柘榴館ざくろかん〉は帝都でも一、二を争う格式高い妓楼だ。富裕層のみならず、王侯貴族も集い、宴を開く。

　ラキスは妓女ではなく、もとは旅の一座の踊り子だった。広大な帝国に点在する城市まちを移動しながら、歌や踊りを披露して生きてきた。

　ずっと地方を回っていて、ソユトにやってきたのは三月ほど前。ラキスにとって初めて目にする帝都だった。他の城市とは比べ物にならない壮麗な建造物の数々には目を瞠みはるばかり……。

　座長は旅の途中で得た伝つてをたどって歓楽街の中心にある〈柘榴館〉に売り込みを図った。女将は当初、ドサ回りの芸人なんかと高をくくっていたが、ラキスの舞とレイヤの歌声をたいそう気に入り、しばらく滞在することを許した。

　ところが座長は契約金を受け取るや否や、愛人にしていた花形の踊り子とともに姿を消してしまった。現金や宝飾品など、一座にあった目ぼしいものをすべて持ち逃げして。

　そこで初めてわかったのだが、座長は一座をまるごと売り渡したのだった。女将はレイヤとラキスの兄妹以外の座員はたいした値打ちがないと、さらにどこかへ売り飛ばしてしまった。

「さぁ、ここだよ」

　顎で示されたのは一階の奥にある離れの部屋だった。青ざめるラキスに豪華な酒器を載せた盆を押しつけると、女将は部屋の入り口の薄布をめくって裏返ったおもねり声を上げた。

「お待たせして申し訳ございませぇん。当館自慢の舞姫をお連れいたしましたぁ」

　さっと後ろに回った女将に背中を押された勢いで酒器が倒れそうになる。反射的にバランスをとろうとしたラキスは気がつけば部屋に入ってしまっていた。

「どうぞごゆっくり～」

　ホホホ、と愛想笑いをしながら女将はぎろりとラキスを睨んだ。粗相を働けばただではおかないと、目付きが雄弁に語っている。

　閉じた仕切り布を途方に暮れて眺めていると、部屋の奥からぶっきらぼうな声がした。

「いつまでそこに突っ立っているつもりだ？」

　びくっと肩をすくめ、おそるおそるラキスは振り向いた。

　絨毯の上で胡座をかいた男が不機嫌そうなまなざしを向けている。派手ではないが、身にまとう上着カフタンも下衣シャルワールも上等そうだ。サンダルの黒い鼻緒には銀の鋲打ちが施されている。

　しかし、その目付きにラキスはギクリとなった。

（この人……！）

　間違いない、この人だ。舞を披露するラキスを刺すように睨んでいた人物は。

　あの舞は特定の客に見せるのではなく、謂わば客寄せ。妓楼の外からでもかいま見ることができる。

　妓楼は中庭を囲んだ三階建てで、ラキスが舞っていたのはその中庭に設置された舞台の上だった。妓楼の客は一階から三階の回廊に陣取り、妓女たちと戯れながら演し物を見物するのだ。

　視線は二階辺りから注がれていたような気がするが、この部屋は一階の奥まった場所。一階の部屋は手頃な価格帯が中心だが、ここは離れのようになっているせいか他の部屋の喧騒は届かず、内装にも高級感がある。

　男に手招かれ、ラキスはぎくしゃくと歩み寄った。男性に酌をしたことなどほとんどない。旅芸人の踊り子が宴席で酌をするのはあたりまえのことと思われているが、兄のレイヤが今までそれを決して許さなかった。

　それはもうきっぱりとした態度で、たとえ座長に怒鳴られても絶対に譲らなかった。

　兄が庇ってくれたおかげで、ラキスは純粋に舞い踊るだけで済んでいたのだ。実の兄妹ではないのに、ずっと守ってくれた兄には感謝している。だが、十六になったあたりからだんだんと申し訳なさを感じるようになってきた。

　いつまでも甘えてはいられない、と。

（いい機会……なのかもしれないわ。お酌くらいできるようにならなきゃ）

　覚悟を決めかけたところで、唐突に男が言った。

「舞は見事だった」

「あ、ありがとうございます」

「楽器はどうだ。何か弾けるか」

　男は部屋の一隅を視線で示した。そこにはウードや笛といった楽器が置かれている。とまどいながらラキスは頷いた。

「ひととおりは……」

「ならウードでも弾いてもらおうか。酒はそこに置け。勝手に飲やる」

　言われるままに低いテーブルに盆を置き、弦楽器の一種であるウードを手に取ると、ラキスは男から少し離れて絨毯に座った。男は手酌で飲み始めた。

　静かな部屋にウードの音だけが響く。なんだか居心地悪くて、呟くように歌い始めた。男は黙ってじろじろとラキスを眺めている。ますます居心地が悪くなった。

　好意的とは言えない視線だった。酌をするために呼ばれたのだから、好色な目付きで見られるならまだ理解できる。

　彼の視線にも表情にもそんな気配は微塵もない。むしろひどく殺伐とした、冷たい目付きだ。まるで親の敵でも見るかのようではないか？

　恐ろしさがつのり、ラキスの背に冷や汗が浮かんだ。

　人の恨みを買った覚えはない。どうして彼はこんな目でわたしを見るのだろう？

　青ざめながら、伏目がちに男の様子を窺う。

　会ったことはない……はずだ。どこかでラキスの舞を見て酌を所望し、断られた……とか？　その程度のことでこんなに刺々しく睨まれるとも思えないけど……。

「もういい。ここへ来て酌をしろ」

　唐突に命じられ、ラキスは楽器を置いておずおずと男に歩み寄った。

　美しい玻璃はりの酒器から葡萄酒を注ごうとすると、緊張のあまり優美な曲線を描く酒器の首が杯の縁に当たってしまった。カチリと澄んだ音が響く。

「も、申し訳ございません。ご無礼を……」

「ふん。無駄だぞ」

　男が嘲るようにうそぶき、ラキスは面食らって目を瞬いた。

「……何がですか？」

「しおらしい振りなどしたところで、おまえの本性はお見通しだ」

　わけのわからない返答に、おとなしいラキスもさすがに少しムッとしてしまう。男がしたり顔に目を細め、ますます腹立たしくなった。

（なんなの、この人）

　初対面の人に本性うんぬんをあげつらわれる覚えはない。

　怒りを抑え、ラキスは酒を注いだ。

　なんて厭な人だろう。いくら美男子だろうとこんな人にお酌なんてしたくない。さっさと眠らせて逃げよう。

　無意識に眠り薬の粉が入った指輪をいじっていると、目の前に酒杯が突き出された。

「飲め。舞と演奏の褒美だ」

「……ありがとうございます。お気持ちだけいただきます。お酒は飲めませんので」

「俺の酒が飲めぬと申すか」

「本当にお酒はだめなのでございます。ひらにご容赦を」

　後ずさりして平伏したが、強引に腕を掴んで引き寄せられてしまう。男は激憤げきふんを無理やり抑え込んだような凶猛な目付きで再び命じた。

「四の五の言わずに飲め。毒など入っていないと証明してみせろ」

「毒……!?」

　ぽかんとしたラキスは、男が実際にはまだ一滴も飲んでいなかったのだとようやく気付いた。飲む振りをして床に捨てていたのだ。

「さあ、飲むんだ。潔白なら飲めるはず」

「毒など入っていません！　わたし、本当にお酒が飲めないんです」

　嘘ではない。ラキスは酒が全然だめで、一舐めしただけでも顔が赤くなって眩暈がする。

　懸命に訴えたが、男は冷たい目で小馬鹿にしたように眺めるばかり。振り払って逃げようにも手首をがっちりと掴まれている。

　間近で見れば男はよく鍛えられた頑健な体つきで、少し力を込めればかぼそいラキスの手首を折ることなど造作もないだろう。

　進退窮きわまったラキスは蒼白になって酒杯を見つめた。

　どうしよう。飲まなければ許してもらえそうにない。たとえ振り切って逃げたところで女将に知られれば即座に連れ戻されるに決まっている。あるいはひどく折檻されるかも。

　一口でも飲めばたちどころに酔ってしまうのは確実だ。見知らぬ男とふたりきりという状況で酔うのは怖い。だが、酒に毒を仕込んだと疑われたままなのも厭だった。

　仕方がない。本当に酒がダメだとわかれば解放してくれるかもしれないし……。

　意を決し、ラキスは杯を唇に当てた。顎を反らし、ぐっと飲み干そうとした瞬間。

　舌打ちの音と同時に酒杯を払われた。宙を飛んだ杯が壁に当たってカシャンと割れる。呆然とそれを眺めていると、冷たい怒気をはらんだ男の声がした。

「大した度胸だな。それともあらかじめ毒消しを含んでいたか」

　まったく身に覚えのない難癖を続け様に浴びせられ、ついにラキスは眉を吊り上げた。

「なんのことよ!?　どうかしてるわ、そんなに毒殺を恐れているなら家に閉じこもっていればいい──……ッ」

　握りつぶされそうに手首を掴まれ、ラキスは苦悶に顔をゆがめた。逃れようと必死に暴れていると、男は歯ぎしりするような声音で囁いた。

「サクルは死んだぞ」

「えっ……？」

　思ってもみなかった名前が男の口から飛び出し、一瞬ラキスは痛みも忘れて呆然とした。人懐っこい少年の笑顔が脳裏をかすめる。

「芝居はやめろ。おまえが殺したくせに」

「!?　何を言うの、わたしは──」

　力任せに引っ張られ、つんのめりそうになってたたらを踏む。そのまま引きずるように奥の間へ連れて行かれ、寝台に突き飛ばされた。

「幾ら貰った？」

　冷たい目で見下ろしながら、男が詰問する。わけがわからず、唇を震わせてかぶりを振ると、男はますます苛立ちを深めてラキスを睨んだ。

「いいかげん観念しろ。おまえがサクル殺しの下手人であることはわかってるんだ」

「違うわ！　わたしは旅の一座の踊り子よ！」

「旅芸人に暗殺者が潜んでいることは以前から問題になっていた」

「わたしじゃないわ！　どうしてわたしがサクルを……あんないい子を……殺すなんて……っ」

「そうだ！　何故殺した!?」

「殺してない！　そんなことしてないわ！　するわけないっ……」

　目に涙を溜めて訴えても、男は憤怒をつのらせるばかり。理由は不明だが、男はラキスがサクルを殺したのだと信じ込んでいる。

　殺人犯と疑われるだけでもショックなのに、明るく快活で弟のようにも思っていたサクルを殺したと決めつけられるなんて、あまりに酷い。

「まだ自分は潔白だと言い張るか」

「サクルを殺してなどいません！　……本当にサクルは死んだの？　ねぇ、嘘でしょ。嘘よね……!?」

「白々しい」

　冷笑した男は、懐から美しい細工物の小箱を取り出した。中から黒い丸薬のようなものが出てくる。

「これを飲んでもまだ無実を主張できたら、信じてやろう」

「なんですか、それ」

「嘘がつけなくなる薬──自白剤だ」

「嘘なんてついてないって言ってるでしょ!?」

「なら飲めるな」

　つかのま睨み合い、ラキスはやむなく頷いた。

「……いいわ。それで信じてくれるなら」

　そんな怪しげな薬など飲みたくなかったが、身に覚えのないことでここまで疑われてはどうしようもない。

「ふつうは一粒ずつ増やしていくものだが、おまえは強情だから三粒だ」

　強情も何も、本当にわたしじゃないのに！

　そう言い張ったところでまた水掛け論になるだけなのは目に見えている。ラキスは黙って丸薬を受け取った。

「このまま飲めと？」

「酒で流し込むか？」

　男はまだあれを毒酒だと思っているらしい。呆れるほどの疑り深さだ。

　四苦八苦して苦い丸薬をどうにか三粒呑み込み、後味の悪さに胸をさすっていると、いきなり腕を取られて後ろ手に縛られてしまった。

「何するの!?」

「隙をついて逃げられては困るからな」

　嘲笑う男を、精一杯の気力をかき集めて睨みつける。男は壁にもたれ、険しい顔でじっとラキスを見つめた。男が非常に端正な面持ちであることに、改めてラキスは気付いた。

（もったいないわ、初対面の女にとんでもない言いがかりをつけるようなおかしな人には）

　嘘じゃないと納得したらこの無体の詫びとして金子きんすをはずんでもらうんだから……と心の中で宣言する。

　さっきは頭に血が上っていたからやり合えたものの、少し落ち着くと生来の内気さが頭をもたげ、心細くなってきた。

（兄さん、わたしがいないことにそろそろ気付いたかしら？）

　女将に詰め寄って事情を聞き出せば、きっと助けに来てくれるはず。それまでなんとか時間稼ぎをするのだ。

（本当に身に覚えがないんだもの、自白剤なんて怖くないわ）

　怪しいものを飲んでしまった不安を打ち消すように自分に言い聞かせていると、なんだか妙に身体が火照りだした。

　まるでうっかりお酒を飲んでしまったときみたいに皮膚の下がカーッと熱くなり、逆上のぼせたように頭がくらくらする。

（ま、まさかあの丸薬……お酒が入ってたの!?）

　気がつけばぼうっとクッションに寄り掛かり、ぎこちなく膝をすり合わせていた。どういうわけか脚の付け根が不穏に疼いて、じっとしていられない。

（やだ……。どうしたっていうの）

　ちくちくと刺すような疼痛とともに下腹部に不穏な熱がわだかまる。

　いつしかラキスは顔を赤らめながら、もじもじと腿をすり合わせていた。

　その様子に、男がニヤリとする。

「効いてきたようだな」

　どうやらこれは『自白剤』の効果らしい。

　男はラキスに歩み寄り、目許から頬にかけてゆっくりと指先を滑らせた。

「……ッ！」

　下腹部から突き上げるような衝撃が背筋を駆け抜け、ラキスはびくりと身をこわばらせた。

　触れられているのは顔なのに、どういうわけか身体の奥処にどろりとした熱が生まれる。

　男は身をかがめ、混乱でこめかみに冷や汗を浮かべるラキスの顔を覗き込んだ。

「どうだ？　身体が疼いてたまらないだろう。そのうちに、この熱を鎮めてほしいと身も世もなく懇願し始める。どれほどしたたかな妖婦だろうとな」

「わ、わたしはただの踊り子です……っ」

「いつまでしおらしい振りをしていられるかな」

　くくっと男は残酷に嗤い、耳元で囁いた。

「おまえに飲ませたのは、どんな貞潔な女でも淫婦に変えるという……後宮の秘薬だ」

「!?」

　吐息が耳朶をかすめただけで痛いほどに内奥が疼いてラキスは喘いだ。

「じ……自白剤、だって……っ」

「自白するさ。強情を張ったところでいずれは屈伏する。快楽を切望して、な」

　男の指が首筋から鎖骨をたどり、大きく上下している胸の頂で止まる。と、男は寝台の端に腰を下ろし、やわらかなふくらみを両手で包んでやわやわと揉み始めた。

　ラキスはうろたえ、逃れようと必死に身じろいだ。

「や……っ、離して！」

　後ろ手に縛られ、背後から抱え込まれた不自由な体勢では身動きもままならない。屈強な体格をした男にとってラキスの抵抗など蚊に刺されたほどにも感じないだろう。

　混乱しきって必死に暴れていると、男は舌打ちをして舞装束の短い上衣の中に、いきなり手を入れてきた。

　直接乳房を掴まれ、驚きよりも痛みで悲鳴を上げる。すぐに力はゆるんだものの、男は手を離すことなく強引に揉み始めた。

　さらに首筋をねっとりと舌で舐め上げられてぞわりと鳥肌が立つ。同時に恐怖や嫌悪とは違う何かよくわからない感覚が身体の奥から噴き上がるのを感じ、ラキスはますます混乱した。

「白状しろ。おまえがサクルに毒を盛って殺したのだ」

「違います！　わたしはサクルと仲よくしてたのよ!?　殺すわけないっ……」

「誰かに頼まれたのだろう？　金をもらって。言え、誰に頼まれた」

「頼まれてなんかいないわ、わたし本当に何も知らない──」

「嘘をつけ」

　響きの良い低声に激しい怒気が混ざる。力任せに乳房を掴まれ、やわらかな胸乳むなぢに爪が食い込む。

「いっ……！」

　顔をゆがめ、歯を食いしばって痛みに耐えた。

（どうしてこんな目に……）

　身に覚えのないことで責めたてられるなんて、理不尽すぎる。

　男は激しい怒りに目が眩んでいるらしく、ラキスの悲憤になど気付きもしない。刺激で凝った乳首を摘み、情け容赦なく引っ張った。それは愛撫などではなくただの折檻だ。

「そいつの名を言え！　素直に吐けば倍の金をやろう。本来なら絞首刑に処すところだが、特別に無罪放免にしてやってもいい……」

「知りません！　本当にわたし、やってない……っ」

「金はまた稼げるが、命は二度と取り戻せないのだぞ？　もちろん、おまえにならわかるはずだ」

　ぶるぶると激しくかぶりを振る。締めつけられた乳房の痛みとは裏腹に、秘処の疼きは高まる一方だ。ラキスは完全に恐慌状態パニックに陥っていた。

「────そうか」

　ふいに男は呟いて、ラキスを突き放すように寝台を離れた。信じてもらえたのかとホッとしたのもつかのま、男の残忍な笑みにぎくんと身体がこわばる。

「そうまで強情を張られては致し方ない。せめておまえの命でサクルの命を償ってもらおうか」

「……!?」

　男はふたたび壁にもたれ、腕を組んで冷笑を浮かべた。

「おまえに飲ませた媚薬は少しばかり厄介な代物でな……。達イかないと狂い死にする」

　冷酷ににんまりする男を、呆然とラキスは眺めた。

「いく……？　どこへですか？」

「……なんだと？」

「どこへ行けばいいんですか!?　どこへ行けば死なずにすむんですか!?」

　男は虚を衝かれた面持ちでまじまじとラキスを見つめた。

「何を言っている？　おぼこぶるのもいいかげんにしろ」

「あなたの言っていることこそ全然わからないわ！　わたしはサクルを殺してないし、お酒に毒も入れてない！　人違いか、でなければ完全にあなたの勘違いよ！」

　怒りで濡れた眦まなじりを吊り上げて怒鳴ると、男は目を丸くした。

「人違いだと？　そんなはずはない。この〈柘榴館〉にいる『旅の踊り子』はおまえだけのはずだ」

「そ……だけど……っ」

「サクルは『〈柘榴館〉の旅の踊り子』と言い残して死んだのだ。他に旅の踊り子がいるのか？」

「い、いたけど……どこかへ売られていったわ」

「その者たちはサクルと関係があるのか？」

「……ない、と思う」

　ラキスがサクルと話すようになったのは一座がバラバラになって兄とふたりだけになってしまってからだ。それまでは見かけた覚えもほとんどない。

「ここに残っているのはおまえだけなのだな？」

　しぶしぶ頷くと、男は嘲笑した。

「ならば、やはりおまえで間違いない。余所へ移った踊り子を指すならわざわざ『〈柘榴館〉の』とは言わないだろう」

「何かの間違いよ！　わたしはサクルと仲良くしてたもの！　本当よ」

「どうだかな」

　フンと鼻を鳴らし、男は尊大に顎を反らした。

「いつまでその強情がもつか、試してみるがいい。これまで数多あまたの男を手玉にとってきたのだろうが、後宮の秘薬を侮らぬほうがよいぞ」

　手玉にとるどころか、兄以外の男性とふたりきりで話したことさえろくにないというのに。

　兄を呼んでほしいと懇願しようとしたとき、ずくりと今までとは段違いの刺激が身体の奥底から迸った。脳天を貫かれるような衝撃に瞳を見開き、声もなく背をしならせる。

　秘処が弾けそうに疼いていた。茂みの奥の秘めやかな花芽が、痛いほどに張りつめている。

「ぁ……う……ぅ……」

　虫に刺されたときの痛痒さに似て非なる感覚で、秘裂がびりびりと焼けつくよう。あられもなく陰部を掻きむしりたくなる。しかし腕は後ろ手に縛られ自由にならない。

　いっそどこかにこすりつけたくなったが、男の冷酷な視線にさらされながらそんな痴態を晒すことなどできようか。

　冷たい侮蔑の視線から少しでも逃れたくて目を閉じると、睫毛が濡れた。息を詰め、このわけのわからない衝動をやり過ごそうと堪えるも、腰がくなくなと揺れてしまうのは止められない。羞恥と情けなさとでますます熱い涙がこぼれた。

　心臓が早鐘を打ち、頭がぼんやりしてくる。

（このまま死んでしまうのかしら……）

　ぼんやり思った、そのとき。

　ふいに荒々しく顎を掴まれ、ラキスは反射的に目を開けた。

　男が眉を吊り上げて睨んでいる。怒っていることは変わらないが、さっきとは違ってなんだか焦りの色が見えた。

「まさかおまえ……生娘なのか？」

　まさかなんて心外だったが、抗議する気力はすでになく、頷くことすらままならない。朦朧としたラキスの目を、男は真剣に凝視した。

　男は舌打ちをすると部屋から飛び出していき、やがて水差しとカップを持って駆け戻ってきた。

「飲め。そこの井戸から汲んだ水だ」

　銀細工のカップを唇に当てられ、必死に身を起こしてごくごくとむさぼり飲む。そのときになって、喉がひどく渇いていたことにようやく気付いた。

　水を飲んでも身体の疼きは一向に収まらない。いくらか意識がはっきりしたラキスは、ますますいたたまれなくなった。

「……わたし、本当に……何も知らないんです」

　弱々しく呟くと、男は困惑と猜疑さいぎの入り交じる面持ちで顎を撫でた。

「しかし……生娘だからといって暗殺者でないとも言い切れん」

　まだ疑うのかとラキスは泣きそうになった。

「どうしたら信じてくれるの？　わたしはサクルが死んだことも知らなかった。姿が見えなくて、心配してたのに……っ」

　息苦しさに喘ぎながら必死に訴える。男は険しい顔でラキスを凝視した。怯まず見返していると、男はゆっくりと頷いた。

「わかった。とりあえずはおまえの言葉を信じよう。……しかし困ったな。まさか生娘とは思わず、服のませすぎた。媚薬として用いるなら一粒、淫欲を掻き立て口を割らせるにしても二粒で事足りるというが……」

　ラキスは青ざめた。自分が飲み下した丸薬は三粒だ。

「ど、どうすれば……？　わたし本当に、し、死んじゃう……の……!?」

　ひどい。こんなことで死ぬなんて──。

　朦朧とする意識のなか、あまりに理不尽だと涙がこぼれる。男は顔をしかめ、そわそわと頭を掻いた。

「すまん。本当におまえが無実なら、申し訳ないことをした」

　男はまだ完全に疑念を解いたわけではないらしい。なんて疑り深い人だろう。整った顔を力一杯ひっぱたいてやりたい。

「せめて……これ解いて……」

「すまん」

　弱々しく呟くと、男は今気付いた風情で急いで手首を縛る紐を解き始めた。腕に触れられただけでむず痒い感覚が全身に走り、ぎゅっと目をつぶる。

　尖りきった乳首がツキツキと不穏に疼いてたまらない。

（さっきみたいに指で摘まんで引っ張ってほしい……）

　そう考えて、ラキスは真っ赤になった。

（な、何を馬鹿なことを！）

　誤解だと認めようとせず、こんな無体を強いるわからずやにこれ以上触れられたくなどない。

　だが、媚薬で強制的に高められた性感は、戒めを解こうと屈み込んでいる男の吐息さえ、さざなみのような快楽として受け止めてしまう。

　経験のないラキスはそれが肉体的な昂揚だということになかなか気付かなかったが、こうなっては認めざるを得なかった。薬のせいで、自分が発情期の獣のようになっていることを。

　羞恥にかられ、必死に顔をそむけると、胸の中心に刺激が沸き起こった。上気した乳房を男がそっと掴んだのだ。

「や……っ」

　慌てて振り払おうとすれば、ずくりと花蕾から脳天まで矢のように快感が突き上げた。背をしならせ、目を見開いてラキスは呆然とした。

　男はラキスの上衣を押し上げて胸を露出させ、やわやわと両手で揉み始めた。先ほどのような拷問めいたものではなく、愛撫と言っていい優しさだ。

　混乱して男を見ると、彼は眉宇を寄せて微かに口端を上げた。

「すまない」

　驚くほど真摯な囁き声に、ますますうろたえる。そっと頬を撫でるしぐさに性感を煽る意図はなかったのだろうが、異様に敏感になったラキスの身体は過剰反応でびくりと跳ねてしまう。

　惑乱と羞恥でどうしようもなく目をつぶると、涙で濡れた睫毛にあたたかな唇が触れた。その感触はとまどうほどに優しく、いたわりに満ちていた。

「すまない」

　彼は繰り返し、ラキスの瞳をじっと覗き込んだ。

　たじろぐほどに黒い瞳だった。黒曜石のごとき硬質の輝きを放っている。それまでは抜き身の刃みたいな冷酷極まりなかった視線が、今は夕凪のように穏やかだ。

「責任は、取る」

　そう言って彼はラキスにのしかかった。下衣シャルワールを下ろされ、剥き出しの脚をがっしりとした掌がゆっくりと滑る。

「ひっ……」

　思わず喉を絞られたような悲鳴を上げると、彼はなだめるように喉元に唇を落とした。

「怖がるな……と言っても無理だろうが。優しくする。……そうだな、これは治療なのだと思え」

「治療……？」

「そうだ。おまえに服のませた薬を解毒するには、恍惚へ導き、精を注ぎ込むしかない」

「……連れていってくれるの……？」

　たどたどしい口調で尋ねる。さっき彼はどこかへ行けと言っていた。そこへ行けば死なずに済む、と……。

　男は困ったように微笑み、ラキスの額に優しくキスした。
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「ああ、連れていく。俺が一緒に行ってやろう」

　真摯なその口調に、驚くほどの安堵が湧く。そっと唇が重なると、さらに安堵が増した。

（どうして……？）

　ラキスは当惑した。だってこんなの奇怪おかしい。身に覚えのない罪でラキスを冷酷無比に糾弾するような男なのに。

　どんなに訴えても信じてくれなかった。今だって、ラキスが無実だと本当に信じてくれたのかどうかわからない。

　だが、なだめるように愛撫する手つきは、先刻の荒々しさとは打って変わってどこまでも優しい。まるで泣いている幼子の頭を撫でるみたいに。

「んッ……」

　ずくりと刺すような刺激が生じ、戦慄とともにラキスは喘いだ。男がやわらかな茂みをかいくぐり、張りつめた花蕾に触れたのだ。

　くちゅ……と濡れた音がした。いつのまにかしとどに濡れていた淫芽を、根元からそっと撫で上げられ、びくびくと身体が跳ねる。

　男は指先で摘まんで花芯を扱き始めた。やがてつるりと鞘が剥け、脳天を突き刺されるような快感にラキスは身体をしならせた。

「ひぅッ」

　握りしめた拳を口許に押しつけ、あられもない声を必死に封じる。

「ふ……ッ、ん……ん……」

　顔を左右に振って刺激を逃そうとしたが、快楽は強まる一方だった。執拗に花芽を弄ばれるうちに、目の前でチカチカと白い光が点滅しはじめる。

　突っ張るように脚を伸ばし、身体を反らしてラキスは初めての絶頂に達した。

　ひくひくと戦慄く蜜口をまさぐりながら男が濡れた目許に接吻した。

「達イったな」

「……？」

　潤んだ瞳を瞬き、茫洋と男を見上げる。

　彼は優しく微笑んで唇を重ねた。食むように唇をねぶられ、ゆるんだ歯列のあいだから肉厚の舌がぬるりと滑り込む。

　たちまち舌を絡め取られ、ラキスは反射的に男を押し戻そうとした。厚い胸板の感触に、どうしたことかひどくうろたえてしまう。

　と、顎を掬われ、じっと瞳を覗き込まれた。黒曜石の瞳はまるで心臓まで突き刺すかのように鋭利で、思わず息が止まる。

「ターコイズグリーンの瞳とは珍しい。旅芸人とは思えぬな」

　彼は男らしい眉をふとひそめ、独りごちるように呟いた。

「どこかで見たことがあるような……？　──おまえ」

　彼は唐突に言葉を切り、顔をしかめた。

「そう言えば名を聞いていなかった。名はなんと言う？」

「……ラキス……です……」

「ラキスか。──ラキス、おまえはこれまでにもソユトに来たことがあるのか？」

「は、初めてです」

　男はふたたび鋭い黒瞳でラキスを見据えた。視線の厳しさに怯みながらも、やましいことはないのだからと精一杯気を張って見返す。

　ふっと男は視線をゆるめた。

「美しい目だ。……どうやら俺は誤解していたらしい。おまえにはすまないことをしてしまった。さっきも言ったが、責任はきちんと取る。一生面倒を見るから心配するな」

　唖然と見返すと、男はふたたび唇を重ねてきた。先ほどよりもずっと激しく濃密なくちづけに、ラキスは翻弄された。

　繰り返し唇を吸われながら乳房を捏ね回されると、腰骨が痛いほどに疼いた。いつしかラキスは自らくちづけに応え始めていた。

　ちゅぷちゅぷと音をたてて口腔をくまなく舐めしゃぶられ、愉悦で瞳が潤む。男の手が媚肉をまさぐり、熱い蜜溜まりを掻き回されると快楽の強さに涙がこぼれた。

　指先がとろけた蜜口を探り当て、くちゅりと沈む。初めて異物を迎え入れ、背中に冷や汗が浮いた。男はなだめるようにこわばるラキスの頬を撫でた。

「すまない。本当に生娘だったのだな」

　恨めしさと恥ずかしさが入り交じった瞳を向けると、男は詫びるように唇を合わせた。思わぬ心地よさは薬で高められた性感のせいばかりではない気がして、ますますとまどいが増す。

　彼は付け根まで指を花筒に埋め、ゆっくりと抜き差しを始めた。恐怖と違和感で冷や汗が噴き出す。しかし男の動きには性急さは一切なく、ラキスの反応を窺いつつ慎重に指を前後させている。

「……狭いな。生娘なら当然か」

　どこか悔いの覗く呟きを洩らし、男は抽挿しながら花芽を親指で刺激した。きゅっと締めつけられるように下腹部が疼き、反射的に唇を押さえる。

「我慢せずに声を出せ」

　言い聞かせるような声音に、ラキスは唇を押さえたまま涙目でふるふるとかぶりを振った。男は苦笑し、眉間のしわをほぐすように優しくくちづけた。

「我慢してもよけいに苦しくなるだけだぞ」

「で、も……っ」

「大丈夫、恥ずかしくない」

　真摯な囁きに、ラキスはおずおずと頷いた。

　それでもやはり恥ずかしくて唇を押さえる手は離せず、指の隙間から洩れる淫らな喘ぎ声に赤面してぎゅっと目を閉じてしまう。

　濡れた目許に繰り返しキスされるうち、だんだんとラキスの気持ちもほぐれ始めた。彼が本当にいたわってくれていることが、くちづけや愛撫から伝わってくる。

　どうしてこんなことになってしまったのか、納得なんかできるはずもなかったけれど……。男が心底詫びていることは確かだと思えた。

　ラキスはおずおずと男の背に腕を回した。上等な上衣カフタンの手触りを通して、その下で躍動する筋肉のしなやかな動きを感じる。

（……兄さんと全然違う）

　すらりと細身の兄とは骨格からしてまったく違っている。しっかりした弾力のある手触り。肩幅もずっと広い。厚い胸板はラキスをすっぽりと包み込んでしまう。

　熱く乾いた陽射しの匂いがした。同時にそれは木陰をわたる涼風を思わせた。誰かわからない人の姿が唐突に脳裏に浮かんだ。

　その人はラキスに向かって手を差し出している。顔はわからない。ただ、優しく微笑んでいる口許は少年のようであった。

　唯一思い出せる、幼い頃の記憶。

　ラキスはその人を兄のレイヤだとずっと思っていた。そんなふうに優しくラキスに微笑みかけてくれるのはレイヤだけだったから……。

　でも。

（────違う）

　天啓のように確信が芽生えた。

　あれは兄レイヤではない。

　今夜初めて出会ったこの男が『あの人』であるはずもないのに、何故だか込み上げるものがあった。衝動のままにしがみつくと、と胸を突かれたように男は一瞬動きを止め、なだめるように囁いた。

「怖がるな」

　抱きついたままふるふるとかぶりを振る。

　怖いのではなかった。言葉にできない、わからない……けれど何かとても重要なこと──。媚薬で朦朧とする頭の片隅で、何かが目覚めようとしていた。

　そんなことを知る由もない男は、経験のないラキスが不安がっているのだと思ったらしく、優しく抱きしめてくれた。

「こんな形で処女を散らすのはさぞかし不本意だろう。……だが、毒消しにはおまえの胎はらに精を注がなければならぬのだ。許せ」

　真率な口調だった。逞しい肩にしがみついたままラキスは何度も頷いた。その背を撫でると彼は少し身体を離し、ラキスの腿を押し上げた。

　膝の後ろを掴んで大きく脚を広げられる。くぱりと花唇が開き、溜まっていた蜜がとろとろとあふれ出した。会陰を蜜が伝う感触だけで極めてしまいそうになり、声もなく震える。

　ぷっくりと膨らんだ媚蕾の付け根に、指とは異なるものが押しつけられた。固く締まって弾力のある雄芯が、蜜をまとわせながらゆっくりと秘裂を前後する。

　その刺激だけでも下腹部が不穏に蠢動し、花弁が戦慄いてしまう。半端に達した状態でラキスは喘いだ。

　早く……と、男を急かしそうになる。指を挿入されてまさぐられた花筒が、さらなる刺激を求めてひくついていた。

　実際、口に出してせがんでいたかもしれない。張りつめた先端が蜜口に当てがわれ、ぬくりと沈み込んだ。

　媚薬の作用か、破瓜の痛みはほとんど感じなかったが、痺れるような重い衝撃と、みっちりと隘路を塞がれる充溢感に息が止まりそうになる。

　はち切れんばかりの屹立が初襞うぶひだを割り広げ、猛る先端で突き上げられる。その衝撃で、ふたたび白い光が眼前で踊った。

　隙間なく下腹部を密着させ、男は抉るように腰を押し回した。すごく深いところまで剛直が届いているのをぼんやり感じた。

　腹を突き破られそうで怖くなったが、深く繋がったまま腰を揺らされるとたまらない心地よさで陶然となってしまう。

「あ……あ……ぁん……」

　いつしかラキスは甘ったるく喘ぎながらくなくなと腰を振っていた。食い入るような視線を感じた。最初の冷たく刺すようなものではなく、猛々しい情欲に荒ぶる視線──。

　それに嫌悪や恐怖は感じない。男の動きはどこか抑制が効いていて、ラキスを気遣っていることが自然と伝わってきた。

　猛る欲望で貫きながら、彼は己ではなくラキスに快楽を与え、悦ばせようとしている。そう感じた瞬間、突如として快感が跳ね上がり、ラキスは悲鳴のような嬌声を上げて絶頂していた。

　柔襞が痙攣し、銜え込んだ雄茎をきゅうきゅう締めつける。男が動きを止め、低く呻いた。

「ふ……。食いちぎられるかと思ったぞ」

　彼は吐息を洩らし、ゆっくりと腰を引いた。さらに太くなった剛直がずるずると抜け出ていく。だが、鈴口を残したまま一旦動きを止め、ふたたびずぷぷっと押し入ってくる。

「んんッ……！」

　快感に顎を反らすと、喉元に噛みつくようにくちづけられた。

　男はラキスの腰を抱え、膝立ちになってずくずくと抽挿を始めた。

　突き刺すように鋭角で前後する肉槍に、眩暈を覚える。腰を持ち上げられているので濡れた媚肉を穿つ怒張がはっきりと見えてしまう。

　混乱しながらも目を逸らすことができず、蜜まみれの肉棒に呆然と目を瞠っていると、下腹部をまたもやねじれるような感覚が襲った。

「あ……ぅ……んぅッ……！」

　びくびくと濡れ襞が恍惚に震える。締めつけられた男が唇を舐め、獣じみたしぐさに蜜壺がますます疼いた。

　男はさらに何度かラキスを絶頂させると、くたりと脱力した身体を引き起し、膝に乗せた。挿入されたままの雄芯をより深く銜え込まされ、反射的にしがみついてしまう。

　男はラキスの背を優しく撫でながら、貪るように唇を吸いねぶった。無我夢中でラキスはそれに応えた。ちゅぷちゅぷと舌を鳴らしながら絡めあい、互いの口腔を舐め尽くす。

　すぐ間近から黒曜石の瞳が見つめていた。あんなに怖かった冷たい瞳が情欲に燃え、同時にいたわりを未だ湛えている様に、胸が震えるような感動を覚えてしまう。

　厚い胸板に上気した乳房を押しつけ、自ら腰を前後させる。鎮まるどころかますます高まる性感に、処女おとめの羞恥はすでに蒸発しきっていた。

　男もまた、『治療』であることなどすっかり頭から飛んでしまった様子で行為に没頭している。彼は呻くように囁いた。

「……ラキス。おまえは……」

　語尾はかすれてよく聞こえなかった。かまわず唇を押しつけると、彼は一瞬怯んだように身体をこわばらせた。だが次の瞬間ラキスの頬を両手で挟んで噛みつくようにくちづけながら猛然と腰を打ちつけ始めた。

　男が呻き、ぎゅっとラキスを抱きしめた。同時に熱い迸りが戦慄く蜜襞に叩きつけられた。二度、三度、解き放たれた欲望がびゅくびゅくと噴出する。

　ラキスは恍惚にびくびくと身体を震わせ、いっとき放心した。吐精したにもかかわらず、剛直はまだ芯を残している。

「……こちらもただではすまんな」

　呟いた男はラキスをそっと横たえ、未だ痙攣の収まらない花襞のあわいをふたたび前後しはじめた。ぐいぐい腰を入れながら乳房を掴み、大胆に揉みしだく。

　恍惚に茫洋となったラキスは、もう何も考えることができず、ただ甘い嬌声を上げて悶え、絶頂を極め続けたのだった。

















第二章












　誰かの話し声で目覚めた。

　横たわったままぼんやりと視線を巡らせ、ふと兆きざした違和感に眉宇をひそめる。

（どこ……？　ここは……）

　ラキスは半身を起こし、改めて周囲を見回して驚いた。見たこともないほど豪華な部屋だったのだ。

　今自分がいる低い寝台は周囲に薄紗はくさの帳が巡らされている。使われている夜具はすべて高価なシルクでできており、細緻さいちな刺繍を施したクッションも置かれていた。

　窓からはやわらかな日の光が射している。

　ハッと自分の身体を見下ろすと、見覚えのないゆったりとした夜着をまとっていた。これまた美しい染めのシルクだ。

　目もあやなモザイクタイルの床。雪花石膏アラバスターを張った壁には凝った彫刻を施した銀のランプがかかっている。

　ふと、また誰かの声が聞こえてきた。

　ラキスはそろそろと寝台から降りた。足元には刺繍やビーズで装飾された室内履きが置かれていたが、なんだか足を入れるのがためらわれる。

　裸足で床に立ったラキスは、ひんやりとした感覚にぶるっと震えた。

　おそるおそる話し声のするほうへ近づいていく。それは次の間から聞こえてきていた。白い装飾柱に挟まれた出入り口には扉がなく、薄布が一枚垂らされているだけだ。

　布の隙間からそっと次の間を窺うと、ふたりの人物が低声で何か言い合っている姿が見えた。どちらも背の高い男性だ。裾の長い上等な上着カフタンと下衣シャルワール、革のサンダル。こちらに背を向けたほうは長剣を吊るし、向かい合った人物は帯に豪華な短剣を挟んでいる。

（……あの人……！）

　こちらを向いている短剣をおびた人物の顔を見定め、ラキスは青くなった。

　身に覚えのないことでラキスを断罪し、自白剤と偽って妙な薬を服ませた挙げ句……『解毒のため』と称して処女を奪った男。

　怒り、恐怖、混乱──。様々な感情が一気に噴出して眩暈がした。

　思わず壁にもたれかかると、気配に気付いた男が顔を上げ、急いで次の間からやってきた。

「無理に起きるな、休んでいろ」

　肩を抱かれ、狼狽して突き除けようとしたが、男は気にも留めずにひょいとラキスを抱き上げた。そのまま寝室へ戻り、寝台へそっと下ろされる。

「喉が渇いているのではないか？　何か冷たいものでも持ってこようか」

　ラキスをクッションにもたれさせ、その膝を上掛けでまめまめしく覆いながら男は尋ねた。どう反応していいのかわからず、気後れを感じながらラキスは頷いた。

「お水を……」

「わかった。ちょっと待ってろ」

　男は先ほどとは違う戸口へ向かい、手を叩いた。ラキスからは見えないが、すぐに誰か現われたらしい。男は小声で何か言いつけて戻ってきた。

「……ここ、どこですか」

　懸命に唾を呑んでひりつく喉を湿しても、まだ声がかすれてしまう。

　男は寝台の端に腰を下ろし、かすかに頭を傾けてじっとラキスを見つめた。黒曜石の瞳は、昼の光の下で、静かで澄明な輝きを放っていたが、まだどこか謎めいている。

「俺の屋敷だ。おまえを身請けして連れてきた」

「み、身請け……!?」

「ああ。今日からここで暮らすといい。不自由のない生活を約束する」

　鷹揚な言葉も混乱に拍車をかけるだけ。ラキスは焦って身を起こした。

「ちょ、ちょっと待ってください！　身請けなんて、いきなりそんな……大体わたしは妓女ではありません！」

「妓女ではなくとも〈柘榴館〉に買われた身だ。そうだろう？　旅芸人の座長から座員を買い取ったのだと女将は言っていたぞ」

「そ……そうです……けど。で、でも、それだって座長が勝手に話をつけたんです！　わたしたちは何も知らずに……置き去りにされ、て……っ」

　悲鳴のように叫んだせいで噎むせて咳き込んでしまった。

　男が慌ててラキスの背をさすっていると、長い面紗ヴェールで鼻から下を覆い、頭からすっぽりと被りものをした女性が銀の盆に水差しや杯を載せて運んできた。

「そこへ置け。呼ぶまで下がっていてよい」

　召使の女性は言われたとおりにすると一礼して引き下がった。

　銀のカップに注いで差し出された水をごくごく飲み干し、ラキスは吐息を洩らした。水には柑橘とミントで香り付けがしてあった。

　男はカップをテーブルに戻し、座り直した。

「ラキス……と言ったな？」

「はい……」

「どうやら本当に俺の勘違いだったようだ。おまえには本当にすまないことをした。取り返しのつくことではないが、昨夜の約束どおり、これからは俺が面倒を見るから心配するな」

「そ、そんなこと言われても！」

「好いた男でもいるのか？」

「い、いませんけど」

「なら、ここにいろ。引け目があるから多少の贅沢も許してやる」

　鷹揚なのか横柄なのかわからない口ぶりだ。ラキスは呆気にとられて男を眺めた。

　最初から裕福そうな男だとは思っていたが、身分も相当高そうだ。

「……女将さんはともかく……兄も承知したのですか？」

「俺が交渉したのは女将とだ。兄のことはわからん」

　女将が兄の意向を確かめたとは思えない。兄の存在を思い出しもしなかっただろう。

「兄に会わせて。せめて……相談させてください」

「何を相談すると言うのだ？　俺はおまえを返すつもりはない。詫びの気持ちももちろんあるが、それ以上におまえが気に入ったのだ」

「き、気に入った……？」

「ああ、とても気に入った。近くに置いておきたくなったから身請けした」

　衒てらいもなくきっぱりと言い切られ、ラキスはぽかんとした。

　咳払いの音に顔を上げると、次の間との出入り口に長剣を佩はいた男性が憮然とした面持ちで立っていた。

　先ほど彼と言い争いをしていた人物だ。ずっとそこで様子を窺っていたらしい。

　彼と同じ黒髪に黒い瞳だが、髪は長く、後頭部でひとつに結わえている。

「陛下。散々申し上げましたが、酔狂にもほどがありますぞ。そのような身元も定かでない踊り子ふぜいを妾妃しょうひになさるなど」

　苦言を呈する口調にラキスはぎょっとした。『陛下』というのが、このアルタイラ帝国の最高権力者にのみ用いられる敬称であることくらい、旅暮らしの踊り子であるラキスでも知っている。

（それじゃ……この人は……!?）

「ダシール。散々言ったが、俺はこの娘が気に入ったのだ」

　しかつめらしい口調で言い、男はラキスの肩に腕を回した。とんでもない男の正体に頭がカーッとなったラキスは抗うのも忘れて抱き寄せられてしまう。

（──あ。この、匂い……）

　男のまとう、あたたかく乾いた陽射しと緑風の香り。香の類ではなく、生まれつきのものらしい。どうしたわけか、ラキスはこの匂いに言いようのない懐かしさと安堵を覚えた。

　帯剣の男は眉間を摘まみ、嘆かわしげな溜め息をついた。

「その娘が暗殺者に違いないと仰せになったのは陛下ご自身ではありませんか」

「間違いだった」

　またもやきっぱりと男は──『陛下』は返し、ラキスの肩を抱く手に力を込めた。ようやく我に返ったラキスは無我夢中で後退り、寝台の上で平伏した。

「ご、ご無礼いたしました！　どうぞ、ひらに、ご、ご容赦を……！」

「よせ。無礼を働いたのは俺のほうだ」

　皇帝は苦笑して、ふたたびラキスを抱き寄せた。

「陛下っ……」

「よせと言ってるだろう。俺はシャディードだ。そう呼べ」

「陛下！」

　憤然とダシールが怒鳴る。皇帝は煩そうに肩をすくめた。

「俺は皇帝としてラキスに会ったのではない。皇帝として審問したわけでもない。最初から決めつけて、無垢な乙女を強引に散らしてしまったのだ。責任を取るのは当然ではないか」

「……ほだされて、騙されているのでなければいいのですが」

「俺がそんなに純情な男だと思うか？」

　シャディードはニヤリとし、長髪の騎士は仏頂面になった。

「それほどお気に召したのなら、どうぞご自由に。ただし、監視はつけさせていただきます」

「わかったよ。ともかく下がれ。じっくりと訊きたいことがあるのだ。邪魔をするな」

　そっけなく命じられ、ダシールは憤然と鼻息をつくと大股で出ていった。

　シャディードはラキスに向き直り、表情を改めた。

「しつこいと思われるだろうが、もう一度だけ訊く。本当におまえはサクルを殺してはいないのだな？」

「何度問われても同じ答えを返すしかありません。わたしはサクルを殺してなどいません」

　ラキスは黒曜石の瞳を決然と見返した。

（どうか信じて。わたしは本当にやってないの……！）

　シャディードは黙ってしばしラキスを凝視していたが、やがてゆっくりと頷いた。

「……わかった。おまえを信じる」

　重々しい口調に、安堵以上に緊張してしまう。彼が皇帝であるならば、『信じる』などと迂闊に口にできないことは想像がつく。

　顎を撫で、何事か考え込む男に、ラキスはおずおずと尋ねた。

「あの……。サクルは本当に……亡くなったのですか？」

「ああ。埋葬も済んでいる」

　感情を抑えるためか、ぶっきらぼうな口調だ。

「そうですか……」

　何かの間違いであってほしいと願っていたが、埋葬まで済ませたとなれば望みはない。

　うなだれるラキスの肩を、シャディードがそっとさすった。

「サクルと仲よくしていたそうだな」

「はい……。何かとよく気のつく子で。一座がバラバラになってしまって、兄と離れずにすんだとはいえ、やはり心細くて。わたし、人見知りなものですから……ずいぶんとあの子には助けてもらいました」

「珍しいな。旅芸人はみな如才ないものだと思っていたぞ」

　軽口を叩きながらもシャディードの微笑みはあたたかく、いたわりがこもっている。

　ラキスは頬を染めてうつむいた。

「大体は、そうです……。わたしは不器用で……」

「舞は見事だったぞ」

「踊るのは好きだし、自信も、ちょっとは……あるし……」

　なんだか照れくさくなって目を泳がせる。シャディードは、そっとラキスの頭を撫でた。

「うんと自信を持っていい。疑いの目で眺めていたのに、いつのまにか惹き込まれそうになってな。妙にむかついて睨みつけてしまった」

　それであんな剣呑な視線を感じたのか。

「あの。どうしてお酒に毒が入っていると思われたのですか？」

「サクルが毒を盛られて死んだのでな……。腹立ちのあまり、つい邪推した。おまえが下手人だと思い込んでいたから、俺がサクルの仇討ちに来たと気付いて俺も殺すつもりだと。どうも頭に来すぎて冷静さを欠いていたらしい」

　シャディードは苦笑いをして頭を掻いた。

「いや、笑って済まされることではないな。悪かった」

　生真面目に頭を下げられ、ラキスはうろたえた。彼はこの国の皇帝なのだ。旅芸人のラキスなど、思うままにするどころか、殺したところで咎める者はいない。

　それにしても……妓楼で働く市井の少年が皇帝とどういうかかわりを持っていたのだろう。

　だが今はあまり立ち入ったことを尋ねるのは気が引ける。

「もう……いいです。頭を上げてください」

「さっきも言ったが、面倒は見るから心配いらない。この小宮殿はおまえの専用だ。使用人も必要なだけつける。さっきの召使もそのひとりだ」

　すっかり手筈が整えられていることに、ラキスは驚き呆れるばかりだ。礼を述べるのもなんだか引っ掛かりを覚えて口ごもっていると、また頭を撫でられた。

「とにかく、今は身体を休めるといい。初めてなのにだいぶ無理をさせたからな」

　真っ赤になってうつむくと、包み込むように抱き寄せられた。反射的に身をこわばらせるラキスの背を、シャディードがなだめるように撫でる。

　ラキスはきゅっと唇を噛んだ。

（どうして……？　あんなことされたのに）

　嫌悪を感じない。感じられない。

　きっとこの香りのせいだ。シャディードのまとう陽射しと緑風の香りをかぐと、何故だか妙に安堵してしまう。大丈夫だと、直感的に納得してしまうのだ。

　そんなのおかしい、と理性で抗議しても感情は知らん顔。自分の感情を扱いあぐねて途方に暮れるラキスの頬を撫で、そのターコイズグリーンの瞳をじっとシャディードは見つめた。

「本当にソユトに来たのは初めてなのか？」

「えっ……」

「会ったことがあるような気がしてならない。いつかどこかで……ずっと昔に……」

　記憶をたどるようにシャディードは眉間にしわを寄せた。

「初めて……のはずです。たぶん……」

「曖昧だな」

「……わたし、実は……幼い頃の記憶が、ないんです」

　思い切って口にすると、シャディードは目を瞠った。

「記憶がないだと？　なら何歳くらいからなら思い出せる？」

「六つ……くらいでしょうか。それも確かなわけではなく、拾われたときが五歳くらいで、それから一年ほどあやふやなんです」

「座長に拾われたのか」

「いえ、兄が見つけてくれました。流木に掴まって川を流れてきたのだとか……。たまたま一座が川辺で野宿していて」

「では兄と言っても実の兄妹ではないのだな。両親のことは？　何か覚えていることはあるか」

　ラキスはふるりとかぶりを振った。

「何も……。はっきり思い出せる記憶は、一座で踊りを教わっているところからです」

「拾われたのはどこだ？」

　地名を告げるとシャディードは頷いた。

「ソユトの近くだな。もしかしたら、おまえはソユトの生まれなのかもしれない」

「そうでしょうか……」

　ラキスを拾ったとき、ちょうど一座は帝都を離れ、地方巡業に出るところだった。それから十年以上、一座はずっと地方の城市まちを巡業していた。なぜかというとどうやら座長がソユトで何かのトラブルに巻き込まれたらしく、敬遠していたのだ。

　座長が突然帝都へ行くと言い出したとき、座員たちは無邪気に喜んだ。帝都には誰だって憧れがある。

　しかし座長は最初から一座を売り払うつもりだった。別の一座から移ってきた婀娜あだっぽい踊り子といい仲になり、一座を売った金を懐に愛人と行方をくらましてしまった。

「……兄に訊けば何かわかるかもしれません。血はつながっていなくても、実の妹のようにわたしを可愛がってくれたんです。お願いです、兄に会わせてください。きっと心配してます……！」

「わかった。ちゃんと手配するから落ち着け」

「すみません……」

　必死に訴えていたラキスは我に返って顔を赤らめた。

「とにかく、今日一日はゆっくり休むんだ。いいな？」

「……はい」

　こくんと頷くと、シャディードはラキスを寝台に寝かせ、額にそっとくちづけて部屋を出ていった。










　うたた寝から目覚めると、黒いヴェールと被りものをした女性が数人控えていて、浴室へと誘われた。

　なみなみと湯を湛えた巨大な浴槽には、ただただ唖然とするばかり。

　旅暮らしでは川で水浴びするのが当然で、立ち寄った城市まちで公衆浴場の蒸し風呂に入るのがわずかな楽しみだった。こんな大量の湯を使う贅沢など経験したことがない。

　女性たちはラキスを丁重に扱ったが、一言も話さなかった。指示は目線や手真似で行なわれる。

　気になって、『あの方は本当に皇帝陛下なの？』と尋ねてみると、問いかけられた女性は目を丸くして小さく噴き出し、こくこくと何度も頷いた。

　結局、喋れないのか、意図的に喋らないのかはわからなかった。

　湯浴みが済むと、髪と肌に薔薇の香油を塗られ、ていねいに爪を磨かれた。着せられた上着カフタンは長袖で、引きずるほど裾が長い。袖口は広くなっていて、手の甲を覆うようにレースが重ねられている。

　髪はふんわりと結われ、後ろに長く白いヴェールを垂らし、真珠と宝石をちりばめた天鵞絨の環をかぶせて留める。

　薄化粧を施され、召使が捧げ持つ鏡を覗き込んでラキスは驚いた。とても自分とは思えなかった。気弱な素顔の自分でもなく、派手な舞台化粧をした踊り子の自分でもない。

「よくお似合いです」

　当惑のあまり絶句していると、鏡を持つ女性が目を伏せたまま小声で囁いた。やはり、口がきけないわけではないらしい。宮殿では召使は喋ってはならないという決まりでもあるのだろうか。

　召使に手をとられ、中庭に面する長椅子で食事をした。

　ラキスに与えられた小宮殿には美しい中庭があった。さほど広くはないが、様々な花が絶妙な配置で咲き誇っている。

「夢のなかに、いるみたい……」

　ぼんやりと庭を眺め、独りごちた。とても現実とは思えない。ただの踊り子にすぎない自分が皇帝に囲われ、まるごとひとつ小宮殿を与えられるなんて。

　それも、誤解から始まった奇妙な関係で……。

　これが『詫び』なのだとしたら、ずいぶん豪勢な詫びだ。

（皇帝……なんだものね）

　黒曜石の瞳を思い浮かべると、落ち着かない気分になった。

　彼が皇帝であることは間違いない……らしい。だが、皇帝がたったひとりで妓楼にいたことが、やはり信じられなかった。お忍びにしたって、護衛くらい連れているのでは？

　食事を終えて部屋に戻ると、先ほどシャディードと言い合っていた目付き鋭い長髪の騎士を思い出した。

　確か、名前はダシール。もしかしたら彼は、そのことで皇帝をたしなめていたのかも……？

「……兄さん、どうしているかしら」

　心細さがつのり、幼子のように膝を抱えてラキスは呟いた。

　きっとすごく心配してるはず。もしかしたら町中探し回っているかも。

　兄のレイヤはラキスに関してはひどい心配性で過保護だ。甘やかしていると言ってもいい。

　拾った責任感というのもあるかもしれないが、ずっとラキスは兄の『秘蔵っ子』だった。レイヤは座長の不興をかってもラキスを庇い、守ってくれた。そうでなければ舞だけでは済まされず、客の相手をさせられていたに違いない。

　実際、ラキスを寝所に呼びたがる客は少なくなかった。一座の花形だったレイヤは座長に対して我を張ることを多少は許されていた。うっとりするような澄んだ高音で歌うレイヤは中性的な美貌もあいまって、男女問わずとても人気がある。

（会いたい……）

　瞳に涙が溜まり、ぎゅっと膝を抱え込むと、誰かの手が肩に触れた。

　びくっと振り向いた拍子に、溜まっていた涙がぽろりと頬を伝う。シャディードが、肩を掴んだ格好のまま絶句していた。

「……泣いていたのか」

「あ」

　急いで涙をぬぐう。彼は神妙な顔で隣に座った。

「すまん。本当に悪かったと反省している」

「え？　……あ、ち、違うんです。兄に会いたいと思ったら、急に寂しくなって」

　シャディードは目を逸らし気味に咳払いをした。

「あー、そのことなんだが……」

「兄に会わせてくれるんですか!?」

　思わず身を乗り出すと、シャディードは非常に気まずそうな顔になった。

「それが、な。消えてしまったのだ」

　ラキスはぽかんとした。

「消えたって……兄が……？」

「〈柘榴館〉に人を遣って、事情を説明しようとしたのだが、いなかった」

　シャディードは顔をしかめ、困ったように顎を撫でた。青ざめるラキスを見つめ、彼は溜め息をついた。

「実は……女将が死んで〈柘榴館〉は大騒動になっていた」

「女将さんが、死んだ……!?」

　唖然と見返すと、頷いた彼はさらに衝撃の事実を告げた。

「殺されたんだ」

　ラキスはしばし声も出なかった。

　青ざめたラキスの顔を、シャディードが気づかわしげに覗き込む。手をさすられ、反射的に彼の手を握りしめてしまった。

「だ、誰にですか……!?」

「わからん。いま調査しているところだ。女将のバシュウは情け容赦のない、あこぎなやり口で、恨みも相当買っていたらしい。客を含め、当時妓楼に居た者を取り調べているところだが、唯一行方がわからないのが──」

　こくりとラキスは喉を鳴らした。

「……兄、なんですね……？」

　難しい顔でシャディードは頷いた。

「血相を変えて女将を問い詰めていたという目撃証言もある」

「わ、わたしのことだわ、きっと……。兄さん、普段は物静かで落ち着いているのに、わたしのこととなるとひどく気色ばんで、むきになるんです」

「レイヤが犯人だという証拠はない。女将が殺されるところを見た者はいないんだ」

　シャディードの説明によると、〈柘榴館〉の女将バシュウは、自室の寝台で心臓を刺されて死んでいたらしい。夜具がかけられていたため、用事で呼びに来た使用人は女将が眠っていると思って一旦引き下がり、死んでいることがわかったのは夜中過ぎだったという。

「発見が遅れたので、犯人には逃げる余裕が充分あった。妓楼の人間で行方がわからないのはレイヤだけだが、騒ぎの前に引き上げた客も何人かいる。レイヤが犯人とは限らない。女将の勝手なふるまいに激怒して、妓楼を飛び出したのかもしれない。おまえを捜すために」

　シャディードは焦り気味にしきりと慰めた。

「そう……でしょうか……」

「こうなったのも俺の短慮が原因だ。必ずレイヤを見つけ出して会わせるから心配するな」

「……本当に？」

「ああ、約束する。だから、おまえもひとつ約束してくれ。ここを勝手に出て行かない、と」

　こっそり抜け出して兄を捜そうかと考えていたラキスはぎくりとした。顔色を読んでシャディードが苦笑する。

「自分で捜したい気持ちはわかるが、行き違いになってはまずい。全力で捜すから、どうかしばらく辛抱してほしい」

　真摯な黒瞳で見つめられ、鼓動が跳ねる。ラキスは動揺を押し隠すようにうつむいた。

「……わかりました」

　微笑んだシャディードが、手の甲をそっと撫でて立ち上がる。彼は部屋を出て行きかけて、ふと思い出したように立ち止まり、大股に引き返してきた。

「何か……？」

　とまどって見上げた顎を掬われ、有無を言わさずくちづけられる。不意打ちに目を瞠ると、耳元で囁かれた。

「ここにいるんだ。いいな？」

　命令口調にもかかわらず甘さを含んだ囁きに、思わずこくこく頷いてしまう。

　シャディードはニヤッとして、今度こそ悠々と部屋を出ていった。

　ラキスは四肢から力が抜けたように背もたれに寄り掛かり、指先で唇を押さえた。

（……変、だわ。わたし……）

　ほんの一瞬押しつけられただけなのに。その優しい圧と熱はいつまでも去らなかった。

















第三章












　それから数日。焦燥と安閑あんかんとが奇妙に入り交じった静かな暮らしが続いた。

　兄のことを考えると、今すぐ捜しに行きたい衝動に駆られ、居ても立ってもいられなくなる。

　一方でシャディードの広い胸板に抱き寄せられ、優しく真摯になだめられれば、焦る気持ちがすっと引いてしまうのだ。

　それは今まで唯一の味方であったレイヤに寄せてきた信頼と非常に近しいものがあり、ラキスはひどくとまどった。

　この国の皇帝陛下が仰るのだから……というのとも違う気がする。理屈ではなく、何かもっと根源的な信頼を、どういうわけか会って間もないシャディードに感じてしまうのだ。

　どこかで会った気がする、と彼は言っていたが、もしかしたら本当に会ったことがあるのかもしれない。ずっと昔……ラキスが失った記憶の、いつかどこかで。

　彼はラキスに与えた小宮殿で夜を過ごし、昼に顔を出すこともある。女将殺しの犯人捜しと兄の捜索について、進展があれば逐一教えてくれる。どちらも難航しているようだ。

　はっきりとは言わないものの、レイヤへの嫌疑が深まっていることを感じ取り、ラキスの気持ちは沈んだ。

（本当に兄さんが女将さんを……？）

　わからない。レイヤはラキスのこととなると一切妥協せず、強硬な態度を取ることが今までにも何度かあった。

（だからって、人殺しなんて）

　果たしてそこまで極端なことをするだろうか。

　考えれば考えるほど、いやな予感に絡め取られていく。憂悶ゆうもんを忘れていられるのは、シャディードの腕に抱かれているときだけだ。

　ここへ来てからすでに二度、ラキスは彼を受け入れている。

　妓楼で奪われたときは薬の作用か破瓜の痛みをほとんど感じなかった。その分、二回目に彼を受け入れたときは痛みを伴ったけれど、シャディードはラキスに優しく感じさせ、苦痛をやわらげてくれた。

　三回目に感じたのは怖いくらいの快楽だけだった。うぶな媚肉は雄のかたちを素直に覚え、際限なく与えられる愉悦に悦び震えた。

　恍惚にとろけ、くたりと放心するラキスを抱きしめて、大丈夫だと彼は囁く。

　その声は甘いだけでなく、朴訥ぼくとつだが実直な響きがあり、あたたかな気持ちでラキスを満たしてくれた。

　わだかまりはすでに消え、ラキスはシャディードを慕い始めていた。

　恐ろしく冷たい憤怒の視線で射すくめられなければ、最初から彼に思慕を抱いたのではないか……。どうしても、そんな気がしてならなかった。










　ラキスが宮殿で暮らし始めて五日が経った。相変わらず兄の行方は知れない。

　側近のダシールに指揮をとらせ、近衛兵の精鋭が昼夜問わず帝都中を捜し回っているからすぐに見つかると思ったのだが……とシャディードは腑に落ちない顔だ。

　次第に焦慮がつのり、じっとしていると兄を捜しに行きたくてたまらなくなってしまう。だが、勝手に抜け出したりしないという約束を反故にはできない。

　最悪の出逢いではあっても、シャディードが誠実な人だということを今やラキスは疑っていなかった。何をしても許される身であるにもかかわらず、一方的に決めつけて悪いことをしたと詫び、宮殿に住まわせたくさんの召使までつけてくれた。

　過分な扱いだと思う。穿った見方をすれば、本人の了解もなく物みたいに勝手に遣り取りされたとも言えるが、拗ねた気持ちは湧かなかった。

　むしろ、安全な巣に戻ってきたような安堵すら覚えている。

（シャディード様だから……？）

　怜悧れいりな黒曜石の瞳を思い浮かべ、ラキスはほんのりと頬を染めた。

　大勢の観客の前で堂々と踊っていても、素顔のラキスは内気でおとなしく、我の強さとは無縁の性格だ。

　舞うのは大好きだし、稽古も苦にはならなかったが、それ以外では人前に出ることは好まなかった。むしろこまごまと家事などしているほうが気楽でいられる。要するに地味な性格なのだ。

　シャディードがいないとき、ラキスは習慣になっている舞の稽古をしたり、楽器を奏でたりして過ごした。寡黙な召使ともたまに話をするようになった。

　黒い面紗ヴェールと長衣をまとった召使たちは、踊り子あがりのラキスを非常に丁重に扱っていた。

　おそらくシャディードから念入りに言い含められているのだろう。嘲るような言動は一度も取ったことがない。こちらが恐縮してしまうほど、うやうやしい接し方だ。

　ぼんやりしているとどうしても兄のことを考えて不安になってしまう。気を紛らわそうとウードを爪弾いていると、何やら穏やかならぬ物音が聞こえてきた。

「──困ります！　陛下のご同席なしには誰にも会わせるなと……」

　いつもひそひそとしか話さない召使が、悲鳴じみた声を上げている。何事かとウードを床に置くと同時に、真っ赤な面紗ヴェールと長衣をまとった数人の女性が室内にずかずか踏み込んできた。

　衣装だけでなく、露出している目の部分を彩るアイラインも毒々しいほどの赤だ。

　ひとりだけ衣服に金の刺繍の入った女性が顎をしゃくると、ばらばらと他の女性たちがラキスに駆け寄り、強引に腕を掴んで引き立たせた。

「何するんですかっ!?」

　いくらおとなしい性格でもさすがに腹が立ち、ラキスは憤然と身を捩った。

「黙ってついて来なさい」

　リーダー格の女性は高飛車に命じ、さっと踵を返した。ついて行くというより引きずられるように、ラキスは居室から連れ出された。

　ラキス付きの召使たちはおろおろと手をつかねている。この赤い衣の女性たちは、彼女たちよりも格上であるらしい。

　観念して暴れるのをやめたが、がっちりと腕を掴む手は離れない。ラキスは与えられた小宮殿の外に初めて出た。

　美しい装飾列柱の並ぶ回廊が、迷路のように入り組んでいる。ラキスのいた小宮殿はかなり端のほうにあったようだ。

　中央の壮麗な宮殿に入ると、ふんだんに使われた黄金と宝石のきらめきに眩暈がした。極めつけに豪華絢爛な宮殿だ。

（もしやここが皇帝の住まい……？）

　シャディードの端正なたたずまいとは、なんだかそぐわない。

　違和感を覚えつつさらに奥へ連れて行かれ、とある部屋に入ると、いきなり背中をどんと押された。

「平伏せよ。皇太后様の御前であるぞ」

　居丈高にリーダー格の女性が吼える。押された勢いで床に這いつくばったラキスは、慌てて身を低くしてかしこまった。

（皇太后……って、言った……？）

　確か、先の皇帝の皇后を皇太后と呼ぶのだ。

　ということは──。

（シャディード様のお母様……!?）

　思わず顔を上げそうになると、後頭部をぐいと押された。手ではなく、足で踏みつけられたのだ。

　屈辱に唇を震わせていると、前方からこの女官を遥かに凌駕する横柄な女性の声がした。

「よい。顔を上げよ」

　やっと頭から足が外される。すぐには腹立ちが収まらず、ほんの少しだけ頭を上げると、苛立たしげな声が命じた。

「さっさと顔を見せよ」

　傍らに立つ女官に髪を掴まれそうになり、慌ててラキスは顔を上げた。

　美しい釉薬ゆうやくタイル張りの階きざはしの上に豪華な長椅子があり、着飾った女性が憮然ともたれていた。面紗ヴェールは着けず、凝ったかたちに編んだ髪に宝石を散りばめた櫛を幾つも挿している。

　ラキスは意外の感に打たれた。皇太后の面差しが予想より遥かに若かったのだ。

　シャディードは二十五歳だと聞いたから、彼の母親ならいくら若くても三十代の後半か四十前後だろう。

　だが、高座の女性はシャディードとそう変わらない年頃としか思えない。

　皇太后はじろじろとラキスを睨め回し、フンと鼻息をついた。

「なんだ、この程度か。あの堅物めに取り入ったからにはどんな美女かと思えば……。所詮は卑しい踊り子、いずれいかがわしい手練手管で籠絡したのであろ」

　赤い衣の女官たちが、迎合して嘲笑を響かせる。唇を震わせて睨みつけると皇太后は金粉まじりの赤いアイラインを引いた眦をキッと吊り上げた。

「無礼者！　わらわを誰だと思うておる!?　誰か、その者を打て」

　一礼した女官がいきなりラキスの頬を張り飛ばす。

　目を瞠って呆然とするラキスを小気味よさそうに眺め、皇太后はおもむろに立ち上がった。悠然と階を下り、ラキスの側までやってくると顎を反らし、侮蔑の目で睥睨へいげいする。

「礼儀がなっておらぬのう……。わらわは先の皇后であるだけでなく、皇帝も無下にはできぬ大宰相の息女なのだぞ？　たかが踊り子上がりの側女ごときをわざわざ引見してやったのだ、身に余る光栄であろうが」

　黙っているラキスに、女官が怒鳴った。

「さっさとお礼を申し上げぬか！」

「……ありがとう……ございます……」

　頭を垂れて漸ようよう呟くと皇太后は尊大に鼻を鳴らした。

「まぁ、よい。その辺で拾ってきた野良犬に、躾けが行き届いているわけがない」

　皇太后は、にぃっと朱唇しゅしんを吊り上げた。

「だが、芸はできるようだな？　あの朴念仁をたらし込んだ芸がどれほどのものか、是非見てみたい。──おまえ、今宵の宴で舞を見せよ」

「えっ……」

「我が父なる大宰相を招いての宴ぞ？　ちょうどよい余興だわ」

　ホホホ、と顎を反らして哄笑こうしょうする皇太后に、並び控える赤衣の女官たちが迎合して甲高い笑い声を上げる。

「ま、待ってください！　そんな、いきなり」

「何を申す。おまえは踊り子なのであろ？　武骨者の皇帝を虜にした踊り子の舞を、是非とも見てみたいのじゃ。父上もさぞかし興がって、たんと御祝儀をくださるであろうぞ」

「皇太后様、その女は皇帝に囲われる身、御祝儀をいただいては皇帝の面子に関わるのでは？」

　抜け目なく追従する女官に、皇后はわざとらしく目を瞠ってみせた。

「おお、そうであった！　つい失念したわ」

　ホホ、ホホホと残酷な笑い声が響く。

「見よ、あの口惜しそうな顔」

「なんとさもしい。御祝儀がもらえなくてがっかりしているのですわ」

　寄ってたかって嘲笑され、ラキスは眩暈がしてきた。美しい釉薬タイルの床についた手がわなわなと震える。

　と、背後から荒々しい足音が響き、力強い腕にいきなり抱き起こされた。

「シャ、ディード様っ……!?」

　ラキスが喘ぎ声を洩らすと、皇帝に気付いた女官たちは慌てて一斉に平伏した。いかに皇太后の威光をかさに着た女官でも、皇帝の面前でまで不遜な態度は取れないらしい。

　黒曜石の瞳を冷たい怒りに燃え立たせ、皇帝は顔色を変えてたじろぐ皇太后を睨みつけた。

「皇太后。俺の思い者に勝手なまねは慎んでもらおうか」

　皇帝とほぼ同年代の皇太后は、負けん気の強い性格らしい。すぐに態勢を立て直して高慢に顎を反らした。

「異なことを仰せになられる。わらわは陛下が後宮に女を入れたと聞き、検分したまでのこと。後宮の責任者たるものの務めですわ」

　ぬけぬけと広言し、皇太后は挑むように朱唇を吊り上げる。

　ふたりのあいだに親愛の情はかけらもない。やはり本当の親子ではないのだ。

　皇太后は見た目が異様に若いわけではない。やはり実際に若く、血気盛んで野望に燃える女性なのだろう。

　突如皇帝が現われた瞬間こそたじろいだものの、すぐに気を取り直したあたり、向こう気の強さが如実に現われている。

　シャディードはラキスの肩を抱き、不快そうに唇をゆがめた。

「這いつくばらせ、嘲笑を浴びせるのが検分か」

「礼儀を教えてやったのですよ。作法も何もあったものじゃない。どこの馬の骨とも知れぬ卑しい踊り子を拾ってきて後宮に入れるなど、陛下も酔狂が過ぎまする。このようなことでは後宮の秩序を保つことができませぬぞ」

　さらにぬけぬけと皇太后は言い放った。シャディードはぎらりと黒瞳を光らせて義母を睨みつけた。

「俺はこの国の皇帝だ。誰を寵愛しようが指図を受ける謂われなどない」

　眼光の鋭さに、勝気な皇太后の顔色も青ざめる。だが、それで恐れ入るほどやわにはできていない。皇太后は己を鼓舞するように胸を張って言い返した。

「そのようなわがままは正式な皇后を迎えてから仰っていただきたいものですわ。陛下が未だ独り身でいらっしゃるから、父もわたくしも心配しているということがおわかりにならないとは……。返す返すも情けないこと。亡き父上も冥府でどれだけお嘆きになっているやら」

　わざとらしく皇太后は大きな溜め息をついた。ラキスの肩を抱くシャディードの手に不穏な力がこもる。

「……何度言われようが、あなたの縁者を妃に迎えるつもりはない」

　抑えた声音で吐き捨て、シャディードは踵を返した。

　促されて歩きだしたラキスは、視界の隅に思わぬ人物を捉えて立ちすくんだ。壁面を覆う垂れ布の陰からちらと覗いた端麗な横顔。それは──。

（兄さん……!?）

「どうした？」

　不審そうにシャディードが問う。ハッと我に返ると、すでにその顔は消えていた。

（錯覚……？　いいえ、確かに兄さんだった）

「顔色が悪い。部屋へ戻って休もう」

　優しく促される。迷っている暇はなかった。ラキスはとっさにシャディードの上着カフタンに手をかけた。

「──あ、あの！　わたし、舞います、宴で……」

　舞を披露しつつ観客の中に兄の姿を探せるかもしれない。

「何を言う！　そのようなことはせずともよい！」

　シャディードは気色ばみ、眉を吊り上げた。

「でもわたし、舞うのは好きで……得意なのです」

「それはわかってる」

「ただ舞が好きなだけでなく、大勢の人の前で舞うことが好きなのです。……いけませんか？」

「別にいけなくはないが……」

　困り果てた風情の男に、さらにたたみかける。

「それとも、わたしが人前で踊るとシャディード様のご迷惑になるのでしょうか」

「そのような心配はいらぬ」

　横から皇太后が口を挟んだ。

「何も敵前で裸踊りをさせようというのではないのだぞ？　我が父をもてなす宴にそなたの芸で花を添えてもらいたいのじゃ。芸達者な側妃がいることも、陛下の人となりの奥行きを示す一助になるのではないかえ？」

　賢さかしらな言葉を連ねる皇太后を、シャディードは鬱陶しそうに横目で睨んだ。

「……本当に舞いたいのか？」

　怜悧な黒瞳で凝視され、怯みそうになるのを全力でラキスは踏ん張った。

「本当です。わたしの舞が宮廷の方々に認められるのは、シャディード様にとっても悪いことではないのですよね？　でしたら是非、お願いします」

　その気持ちに嘘はない。ただ、比重としてはどうしてもレイヤのことを確かめたいという気持ちが強かった。それがラキスに後ろめたさを感じさせ、かえって瞳に絶望的なきらめきが生まれる。

　シャディードはかすかに眉根を寄せると降参したと言わんばかりの溜め息をついた。

「わかった。好きにするがよい」

「ありがとうございます！」

　ホッとしてラキスは身をかがめた。

「ただし、宴には俺も同席するぞ」

　釘を刺すように睨まれた皇太后は、何食わぬ顔で婉然えんぜんと微笑んだ。

「光栄ですわ。父もさぞかし喜ぶことでしょう。なにせ陛下は剛毅な御方で宴を好まれぬのが寂しいとつねづね嘆いておりましたゆえ」

　皮肉な口調から、遠回しに無粋な男よと当て擦っていることはラキスにもわかった。

　当然シャディードも気付いたはずだが、彼はますます冷淡な顔で馬鹿にするように皇太后を眺めただけだった。

　その冷ややかな目付きに、皇太后のほうが色をなす。権高に振る舞っていようと、人格の深みから生じる迫力の差は明らかだ。

　皇太后の権勢は父である大宰相の後ろ楯があってこそのもの。一方シャディードは後ろ楯があろうがなかろうが、健全な自負心に裏打ちされて威風堂々としていられる。

　つかのま憂慮も忘れ、ラキスは彼に見とれてしまったのだった。










　練習を欠かさずにいてよかった……と、しみじみラキスは思った。

　気を紛らわせるためではあったが、鬱屈してふさぎ込んでばかりいたら、思うように踊れなかったに違いない。

　今回の宴はもともと皇太后が父の大宰相のために折々開いている、ごく内輪のものだった。急遽皇帝の来臨を賜ることになったため、次席以下の宰相や、その他の高官も招かれた。

　皇太后も口にしていたとおり、シャディードは自ら宴を催すことはほとんどない。皇太子だった頃は父帝の宴には列席したものの、宰相など大貴族主催の宴席には滅多に顔を出さなかった。

　どうしてかとラキスが尋ねると、『腹の探り合いなどしていては酒がまずくなる』とシャディードは笑った。『鷹狩りでもしていたほうがよほどいい』とも。

　大宰相率いる政庁の高官たちとの関係がいまひとつである一方、シャディードは皇太子時代に軍政官として活躍した経験があり、今も軍部からの支持は厚い。

　一番の側近であるダシールは当時の副官で、身辺警護担当の部隊長を務める。皇帝以外の男性で後宮への出入りが公認されているのは彼だけだ。

　それだけに、シャディードが警護を出し抜いてひとりで〈柘榴館〉へ乗り込んだことでダシールはひどく怒っていた。

　その上こともあろうに素性も知れぬ踊り子などを身請けしてきたものだから、彼はますます憤然とし、ラキスのことをあまりよく思っていない。まったくとんだとばっちりである。

　宴に出るにあたっても非難がましく睨みつけられ、身の縮む思いだった。

（わたしのこと、まだ疑っているのね……）

　腹が立つより悄然としてしまう。おとなしい性格ゆえか、ラキスはもともと何かに腹を立てるということが滅多になく、最初からどこか諦めているようなところがあった。

　宴は皇太后の宮殿の庭で行なわれた。回廊から庭へ下りる階の上に玉座がしつらえられ、左右にラキスと皇太后の席が作られた。本来主賓として皇太后と並ぶはずだった大宰相は、皇太后に近い臣下席の上座にいる。

　ラキスはきらびやかな舞装束に身を包み、緊張しきって座っていた。シャディードが用意してくれた衣装は、これまで身につけたものとは比較にならない豪華なものだ。

　衣装は動きやすいように上下で分かれているものの、露出は少ない。青緑の上衣の袖は二の腕まであり、デコルテも詰まっていて胸の谷間が見えないようになっている。むろん、シャディードの言いつけでそのような衣装が用意されたのだ。

　露出の少なさとは真逆に、装飾は絢爛たるものだった。これまでの衣装のような屑石ではなく、大粒の宝石が惜しげもなくあしらわれ、金糸銀糸で花や蔓草の刺繍が施されている。

　下衣シャルワールは濃紫のシルクで、やはり金糸の刺繍入りだ。手首と足首には鈴のついた真鍮の環を三重に嵌めている。

　舞台用の化粧をほどこし、鼻から下を覆う薄布を垂らす。孔雀石マラカイトのアイラインをくっきりと引いた顔を鏡の中に見出すと、緊張と同時に妙な感慨をも覚えた。

　シャディードに身請けされてまだ一週間も経っていないのに、こうして舞台化粧をするのがひどく久しぶりに感じてとまどってしまう。

　ふいに、不安が胸に兆した。

（ちゃんと舞えるかしら……）

　兄を捜すのが目的とはいえ、しくじればシャディードに恥を掻かせてしまう。

　それとなく兄の姿を捜しているのだが、動き回っている召使たちのなかにレイヤの姿はない。たとえ変装して顔を半分隠した女官たちの中に交じっていたとしても、ラキスには兄を見分ける自信があった。

（目を見れば絶対わかる）

　兄は金髪に紫紺の瞳をしている。アルタイラ帝国は様々な民族が入り交じり、髪の色も瞳の色も多種多様だ。それでも、金髪はともかく紫紺の瞳は珍しかった。

　色が珍しいだけでなく、兄の瞳は独特の光を放っている。それはシャディードの黒曜石の瞳同様、強い印象を与えるものだ。

（遠くたって絶対わかるわ）

　何度も自分に言い聞かせていると、ふいに銅鑼が鳴ってラキスはビクッとした。それまで歓談していた人々も居住まいを正して上座を見る。

　皇帝シャディードは肘掛けに悠然ともたれたままだ。そっと窺ったラキスは、彼が口の端に皮肉っぽい笑みを浮かべたことに気付いた。

　皇太后の父である大宰相が、酒杯を手におもむろに立ち上がった。頭にフェルトの小さな帽子を載せ、豪華な上着カフタンを重ね着している。

　押し出しのよい体格と、手入れの行き届いた口髭もあいまって、いかにも帝国の重鎮らしい雰囲気が漂う。

　大宰相は手にした酒杯を掲げ、うやうやしく会釈した。

「陛下。皇太后様」

　皇太后が嫣然にっこりと会釈を返し、シャディードは軽く頷いてみせる。頭を垂れていたラキスは、大宰相が視線を当てるのを感じ、背中が冷たく汗ばむのを感じた。

　蛇に睨まれたような、なんとも不気味な感覚だった。シャディードの鋭利な視線にも恐れを感じたが、それとはまったく異なって、肌がぞわりとするような生理的な嫌悪を覚える視線だ。

　皇太后に侮蔑の視線で真正面から見られたときでさえ、こんな感覚は生じなかった。

　視線がラキスに止まったのはほんの一瞬だったが、毒蛇と対峙したかのようなひどい気疲れを感じた。どっと冷や汗が噴き出し、こめかみで血流がドクドクと鳴っている。

　大宰相が何か挨拶をしていたが、しばらく耳に入らなかった。

「……ようやく陛下が後宮に女性にょしょうを迎えたことはまことに喜ばしく……」

　自分が話題になっていることに気付き、反射的に視線を上げたとたん、大宰相と目が合う。にぃ、と男は嗤った。それは朱唇を吊り上げる皇太后と驚くほど似た表情だった。

　侮蔑しきった目つきは殊勝げな口調とまったく合致しない。その不気味な乖離かいりにラキスは慄然とした。

　大宰相がラキスを下女同然、いや、それ以下と見做しているのは明白だ。それでいて口調だけはあくまで慇懃いんぎんなのだからぞっとする。

　かすかに鼻を鳴らす音が聞こえ、気を取り直してシャディードを窺った。悠然と微笑しながら、黒曜石の瞳は辛辣な輝きをたたえている。なんとはなしに安堵して、ラキスは落ち着きを取り戻した。

　大宰相はどこまでも鷹揚そうに、にこやかに話し続けている。

「……今宵は格別なるご厚情により、陛下の卑しき下僕しもべたる我等にも新寵姫様の舞を拝見させていただけるとのこと。まことにもって恐悦至極──」

「大宰相」

　シャディードがよく通る張りのある声で遮った。

「そちの長広舌ちょうこうぜつは聞き飽いた。まだ続けるつもりなら俺はラキスを連れて引き上げるぞ」

「これはとんだご無礼を」

　大宰相は大仰な身振りで一礼した。シャディードの声音にはからかうような響きがあり、居並ぶ臣下たちから笑い声が上がる。冗談めかしてたしなめたと思ったのだろう。

　だが、間近で見ていたラキスには、彼の辛辣なまなざしがはっきりとわかった。皇帝らしく鷹揚な表情を装ってはいても、けっして愉快な気分でいるわけではない。

　それも当然。宴での舞を許可したのは懇願されてやむなくのこと。実際にはラキスを人目に晒したくない……というのが彼の本心だ。

（シャディード様は、わたしを心配してくださってる……）

　悪意や好奇の視線で見られてラキスが傷つくのではないか、と。ほんの数日を共にしただけでも、彼が情の深い、思いやりのある人だということは実感している。それだけに、敵と見做みなせば抜き身の刃のごとく苛烈にもなるのだ。

　彼に嘘をついたことがますます申し訳なくなった。皇太后の側で兄を見かけたと、打ち明けるべきだっただろうか。

　だが、もし間違いだったら……？　ただでさえ皇太后とシャディードは不仲なのだ。あやふやなことで溝を深めたくない。

（本当に兄さんがここにいるのなら、わたしが舞えば絶対に現われるわ）

　今までも兄が見ていればラキスに必ずわかった。物陰にいようと、人込みにまぎれていようと、はっきりと知覚できる。人前で舞い始めたばかりの頃は、それで自信を持つことができたのだ。

（確かめなくては──）

　ラキスの決意を感じたかのようにシャディードが振り向いた。黒曜石の瞳が、覚悟を問うようにじっと見つめてくる。

　本当にいいのか？　と問われた気がした。ラキスが小さく、だが決然と頷くと、視線から圧力がふっと消えた。

　彼は芝居がかって大きな溜め息を洩らした。

「──本音を言えば、天女のごときラキスの舞は俺が独占したいのだがなぁ」

　冗談めかした皇帝のぼやきに、どっと宴席が沸く。

　シャディードは応えるように手をひらひらさせると、ラキスに向かって頷いた。ラキスは控えていた侍女の手を借りて台座を下り、皇帝の前に平伏した。

「精一杯、あい努めまする」

「気楽にやれ」





















　ぶっきらぼうだがあたたかみのある声音に励まされ、もう一度頭を下げる。ゆっくりと階を下りていくにつれ、露骨な好奇の視線が押し寄せて思わずぎゅっと拳を握った。

　値踏みする視線にも小馬鹿にする視線にも慣れているはずなのに、緊張度合いはこれまでの舞台の比ではなかった。

　宮廷楽人が伴奏を始める。打ち合わせをしている時間はなかったので、完全なぶっつけ本番だ。

　どのような音楽でも、リズムさえ掴めれば踊れる自信がラキスにはあった。旅回りの舞台では初めて聞く楽曲や即興の音楽に合わせて舞うことも珍しくない。

　踊り自体、ある程度の基本のかたちはあるものの、厳密な振り付けはないのだ。むしろ即興でどれだけ美しく、あでやかに舞えるかで踊り子の才能と実力が測られる。

　最初、楽人たちが奏で始めたのはよく知られた伝統的な舞楽曲だった。正直なところホッとして舞い始めたのもつかのま、いきなり曲が変わる。

　即座に反応できたのは、経験を積んでいたからだ。巧みに切り替え、何事もなかったように踊り続けるラキスに、感嘆の呟きと拍手がぱらぱらと上がる。

　それからも、曲が突然変わったり、いきなり速くなったり遅くなったりということが繰り返され、故意に舞を妨げようとしていることがラキスにもわかってきた。

　ちら、と高座を見ると、皇太后がイライラと眉を吊り上げている。

（やっぱり……）

　ラキスに失敗させ、皇帝に恥を掻かせようとしているのだ。

（おあいにくさま）

　こんな妨害を受けるのは初めてではない。即興でこなす力量が求められるから、曲をいきなり変えたり止めたりしても踊り続ける訓練をラキスは積んでいた。

　むしろ、不自然な曲の変化にも動揺することなく流れるように踊り続けるラキスに、客たちは次第に魅惑されていった。

　どさ回りの踊り子なんぞ、と冷笑的に見ていた者も、今や身を乗り出すように熱心に見入っている。

　変化は客人だけではなかった。伴奏の楽人たちまで、いつしか皇太后の命令を忘れ、逆にラキスに合わせ始めていた。

　ラキスの舞には単に見物人の耳目を集めるだけでなく、伴奏する楽人たちにも不思議な作用をもたらす。どちらかがどちらかに合わせるのではなく、相互に影響しあうことで、見物客をも巻き込む大きなうねりを作り上げるのだ。

（もう大丈夫）

　ラキスは確信した。

　自分でも不思議なのだが、舞に集中していると身体じゅうが光輝で一杯になるような感覚になる時がある。深く、静かな自信に満たされ、背後の景色まで鮮明に見えるのだ。

　目で見ているというより、一段高い場所から自分で自分を見下ろしているような感覚だ。

　時間の流れがゆっくりになり、周囲の音は波が引くように遠くなるにもかかわらず舞の音楽だけははっきりと明瞭に聞こえる。

　いつでもこのような状態になるわけではなく、きっかけも特に決まってはいない。たとえば最初にシャディードが見ていたときは、そうではなかった。

　むしろそうでなくてよかったのかもしれない。もしも危うい均衡の上に成り立つ集中状態にあったら、あのときの彼の鋭利すぎる視線に過反応してしまい、泡が弾けるかのように我に返って呆然とその場に立ち尽くしてしまったかもしれないから……。

　今も、シャディードの視線は感じている。あたたかく包み込むようなまなざしだ。それはもうラキスに微塵の恐れも感じさせない。むしろ安堵と自信が深い場所から湧き上がってくる。

　ふ、と優しく背中を押される感覚に、気がつけばラキスは周囲を見回していた。現実のラキスは優美に躍動的に舞い続けている。が、もうひとりの自分が肩の上に立って周囲を見ているような、摩訶不思議な感覚だった。

（……兄さんを捜さなくちゃ）

　もうひとりのラキスはふわりと跳んだ。現実のラキスもまた優雅に跳躍する。シャラシャラ、シャランと手首足首で涼しげに鈴が鳴る。

　浮き上がったラキスの意識は、広々とした皇太后宮殿の中庭を見渡していた。赤々と篝火かがりびが焚かれ、錦の幔幕まんまくが張りめぐらされている。その陰に控えている女官や宦官かんがんの姿は通常なら見えないはずなのに、今のラキスにはひとりひとりの顔かたちまではっきりと見て取れる。

　女官たちは顔の下半分を面紗ヴェールで隠し、被りものと長衣で全身を覆っている。宦官は短めの上着カフタンと下衣シャルワールで、独特の小さな帽子をつけている。

　赤いお仕着せは皇后の、黒いお仕着せは皇帝の召使で、灰色のお仕着せは招かれた高官たちが伴ってきた召使だ。

　その中に、ひときわ異彩を放つ人物をラキスは見つけた。

　赤い衣装自体は他の召使たちと変わらないが、輪郭がゆらゆらとゆらめいて見える。それはまるで金粉まじりの紅蓮の炎が渦を巻いているかのよう……。

（────兄さん！）

　悲鳴のようにラキスは叫んだ。

　叫びは現実のものではなかったのに、その人物はふと中空を見上げた。

　視線が交錯する。

　はっきりとラキスを認めて微笑んだその人物は、血のように赤い宦官の衣装をまとっていた。

　割れんばかりの拍手と歓声に、ハッとラキスは我に返った。

　いつのまにかラキスは舞い終わり、深々と身をかがめていた。

　冷たい汗がじっとりと背中を濡らしている。失敗なく終えられたことを悟っても安堵の気持ちは湧かなかった。

（……やっぱり兄さんだった）

　赤いお仕着せは皇太后の召使のしるし。どういう手段を使ったのか、兄は皇太后に仕える宦官として後宮にもぐり込んでいたのだ。

　兄の存在を確かめても、ラキスの心は晴れなかった。自分でもそれが不思議でならない。兄が助けに来てくれたと素直に喜べない自分にとまどい、後ろめたさまで覚えてしまうのは何故なのだろう……。

　深くうなだれたラキスの肩を、大きな掌がそっと包む。いつのまにか玉座を下りてきたシャディードが、肩を抱いて微笑んでいた。

　とたんに膝から力が抜け、崩れ落ちそうになる。すかさずシャディードが腰に腕を回して支える。

　彼はラキスを抱きかかえるように階を上ると、一斉に畏かしこまる臣下をぐるりと睥睨へいげいした。

「どうだ、眼福であったろうが？」

「まさしく天女の舞でございました」

　大宰相がうやうやしく頭を垂れた。皇太后は首尾よくいかなかった不機嫌を隠そうともせずそっぽを向いている。

「ラキスも疲れたようだ。俺はこれで引き上げる」

　一方的に告げ、シャディードはラキスの肩を抱いてさっさと歩きだした。その後にすかさず御佩刀みはかせ持ちの小姓が続き、ダシールを始めとする親衛隊が後を追う。

　回廊の角まで来ると、シャディードはひょいとラキスを抱き上げた。

「あ、歩けますから……」

「いいから楽にしてろ。疲れたろう」

「大丈夫、です……」

「見事な舞だったぞ。俺も鼻が高い」

　甘い囁きに思わず顔を赤らめる。

　シャディードの広く逞しい胸板にもたれるうちに、ようやく人心地がつき始めた。舞の激しい動きで身体は火照っているにもかかわらず、氷塊でも呑んだように胸のあたりが冷たくて息苦しかったのだ。

（どうして兄さんが皇太后のところに……）

　決まってる、自分を取り返しに来たのだ。

　だが、どうして身請けしたのが皇帝だとわかったのだろう？　シャディードは護衛も連れずお忍びで〈柘榴館〉を訪れたのだ。女将は知らなかったはず──。

（……知っていたとしたら……？）

　ふいに、恐ろしい考えが黒雲のように脳裏に浮かんだ。

　────毒。

　シャディードは酒に毒が入っていると疑っていた。サクルのことでラキスを疑っていただけでなく、他にも何か根拠があったのでは……？

（兄さんのこと……シャディード様に言わなきゃ……）

　だが、喉が干上がったようになって、声が出ない。

　葛藤するうち、ラキスの住まいである小宮殿に到着してしまった。

　シャディードは、少し仕事を済ませてからまた来ると言って立ち去った。

　結局兄のことを切り出しそびれ、ラキスはしょんぼりと湯浴みをした。疲れているのだと気遣って無口な召使たちがせっせと世話をしてくれるのがなんだか申し訳ない。

（やっぱり、きちんと話すべきだわ）

　兄が皇太后の宮殿に入り込んでいることを。

　宦官の格好をしていたのは、きっと後宮で自由に動き回るのに都合がいいからだ。レイヤは中性的な美貌の持ち主だから女官に化けるのも簡単だろうが、女物の衣装は動きにくいから避けたのかもしれない。

　鬱々と考え込んでいるうちに、すっかり夜が更けてしまった。待たずに休んでよいとシャディードには言われている。

　もう用はないからと侍女たちを下がらせたものの、寝台に入る気になれずラキスは長椅子の隅で膝を抱えた。

　筋道たてて考えようとしても、頭は混乱するばかりだ。

　罪もない下働きの少年の死。彼の言い遺した『旅の踊り子』は本当にラキスのことだったのか？

　妓楼の酒に毒が入っていると確信していたシャディード。彼と皇太后との反目。どこか得体の知れない大宰相。そして……。

　素知らぬ顔で後宮に入り込んでいた兄──。

（何がどうなってるの……）

　膝に顔を伏せて溜め息をついたラキスは、どこからか聞こえてきた鳥のさえずりにふと顔を上げた。

























第四章












（夜鳴鶯ブルブル……？）

　聞き間違いかと耳を澄ませると、高音の澄んだ鳴き声がさらにはっきりと聞こえてきた。

　この宮殿で暮らし始めてから、夜鳴鶯ブルブルのさえずりを聞いたのは初めてだ。

（────っ、まさか……兄さん!?）

　兄のレイヤは女性顔負けの美しい高音を誇る歌い手で、夜鳴鶯ブルブルと綽名あだなされているが、実在の鳥の鳴きまねも非常に巧かった。

　幼い頃、夜闇を怖がるラキスによく兄は夜鳴鶯ブルブルの声をまねてなだめてくれたものだ。

　闇にひそんでいるのは怖いものばかりじゃない、美しいものもたくさんあるよ……と。

　ラキスは忍び足で庭へ下り、闇に向かって囁いた。

「兄さん……？」

　周囲はしんと静まり返っている。皇太后の宴もとうに終わったのだろう。澄んだ夜空には星が瞬き、糸のように細い三日月がかかっている。

「いるんでしょう？　兄さん……」

　おぼつかない足取りで、そろそろと庭を進む。すでに篝火は消され、星明かりが照らすのみ。回廊に沿って植えられた低い木立の輪郭が、おぼろに見て取れる。

　カサリと下草を踏む音が聞こえて立ちすくむ。乱打する胸の鼓動を抑えて立ち尽くすラキスの前に、闇から分離するかのように細い人影が現れた。

「兄さんなの……？」

　囁き声で尋ねると、一拍置いて懐かしい声がした。

「ラキス」

　矢も楯もたまらずラキスは人影に飛びついた。間違いない、確かに兄のレイヤだ！

　レイヤはラキスを抱きしめ、優しく髪を撫でた。

「遅くなってごめん」

「捜しに来てくれたの……？」

「あたりまえじゃないか。ラキスは僕の大事な妹だ。皇帝だろうが誰だろうが、勝手に連れて行かせるものか」

　激情のにじむ声音で囁いて、レイヤはさらにきつくラキスを抱きしめる。

「どうやって入り込んだの？　宦官の格好をしてたけど……どうして皇太后のところに」

「蛇の道は蛇、さ」

　レイヤは謎めいた笑い声を洩らした。

「どういうこと……？」

「仕事が終わったらすぐにここを出よう。いつでも出られるように支度しておくんだ。ただし、けっして怪しまれないようにね」

「待って！　勝手に出て行くわけにはいかないわ。わたし──」

「ああ、皇帝に監禁されているんだろう？　金にものを言わせておまえを攫っていくなんて、まったくとんでもない暴君だ」

　嫌悪と憎しみのこもった口調にラキスは目を丸くした。

「ぼ、暴君？　違うわ、シャディード様は優しい方よ。確かにちょっと、行き違いはあったけど……。でも、ちゃんと謝って、今ではとても良くしてくださってるわ」

「……なんだって？」

　面食らったようにレイヤは呟き、ラキスの肩を掴んで顔を覗き込んだ。星明かりだけでは細かい表情までは見えないが、兄がとても驚いていることはわかった。

「どうしたんだ、ラキス。何を言ってる？　あいつはおまえを手込めにして後宮に監禁した挙げ句、居並ぶ臣下の前で踊らせて悦に入るような冷血で横暴な奴なんだぞ!?」

「違うわ！　宴で舞ったのはわたしが頼んだのよ。皇太后の宮殿で兄さんを見かけた気がして……確かめたかったから……。シャディード様はいい顔をなさらなかったわ」

「閉じ込めて人目に触れさせたくなかったのさ。おまえを所有物扱いしてる証拠じゃないか」

「そんなことない！　誤解よ」

「だったら遠慮はいらないな。一緒にまた旅に出よう。ふたりで新しい一座を旗揚げするんだ。こんな鳥籠にいるより自由気ままな暮らしのほうがずっといいに決まってる。そうだろう？」

　ラキスは素直に頷けなかった。これまで一度だって兄の言葉に疑問を覚えたことなどないのに。

（ここを出れば、もう二度とシャディード様に会えない……）

　そう考えただけで、胸が潰れそうになる。

　このときになってようやく、はっきりとラキスは自覚した。

　自分がシャディードに恋しているということを。

「ごめんなさい、兄さん。わたし……ここにいたいの」

　レイヤは絶句し、間を置いて軋むような低声で問うた。

「……贅沢できるからか」

「そうじゃないわ。わたし、シャディード様が……好きなの」

　思い切って告白すると、いきなり二の腕を掴まれた。爪が食い込むほどの力に、ラキスは歯を食いしばった。

「好き、だって？　あいつは、おまえを汚し、踏みにじった男だぞ!?　そんな奴を好きになるなんてありえない！」

「ご、誤解だったのよ。悪いことをしたと、シャディード様は何度も謝ってくださったわ。この国の皇帝なのに、わたしに……一介の踊り子にすぎないわたしに頭を下げて、謝罪されたの。責任は取る、一生面倒を見るから、って……」

「おまえの面倒を見るのは僕の役目だ！」

　レイヤは激昂しながらも懸命に声を抑えた。彼の憤激が怖いほどに伝わり、ラキスは青ざめた。

　いつだってレイヤは優しくて、叱るときもけっして声を荒らげることはなかったのに……。

　腕を掴む力がさらに増し、ラキスは顔をゆがめた。

「い……っ」

「責任を取るのも、面倒を見るのも、ぜんぶ僕の役目なんだ……いや、権利なんだ……！　忘れたのかい、おまえの命を救ったのは僕なんだよ？　この僕が、おまえを助けたんだ！　半死半生で溺れかけていたおまえを！」

「い、痛いわ、兄さんっ」

「それからずっとおまえの面倒を見てきた。僕が見つけて、拾ったんだからね……ちゃんと育てる責任がある……」

「兄さんには感謝してるわ、本当よ。兄さんのことが大好き」

「だったらなんで残るなんて言うんだ!?」

「シャディード様が好きなの……。側に、いたい……」

「僕よりも好きなのか」

「比べられないわ。兄さんは兄さんだもの。たったひとりの大切な兄さんよ。でも……シャディード様と一緒にいると、すごく……安心なの。もう、どこへも行かなくていい……。そんな気持ちになるの」

　ラキスは自分の言葉に驚いた。はっきりと言葉にすることで、芯が一本すっと通ったのを感じた。

　居場所を見つけたのだ。

　自分がいるべき場所を──。

「……兄さんのことは本当に大好きよ。でも、わたしのいるべき場所はシャディード様の側だという気がする。うまく言葉にできないけど……すごくしっくりくるの」

　レイヤの指から力が抜け、痛みをこらえていたラキスはホッとした。だが、彼は手を離さず、ゆらゆらとかぶりを振った。

「そんなの奇怪おかしい。ラキスがそんなこと言うなんて、絶対、奇怪しいよ。何か変な薬でも服のまされてるんじゃないか……？」

　虚ろな声に、煮えたぎるような怒気がこもる。ラキスは思わずドキッとして後退った。それを肯定と捉えたレイヤが力任せに手首を掴む。

「そうなんだな!?」

「は、離して」

　ラキスのことを暗殺者と思い込んでいたシャディードに強要された『後宮の秘薬』。多量に用いれば理性を狂わせ、たやすく秘密を吐露させることもできるという危険な媚薬だ。

　発情したまま放置されれば死ぬか正気を失いかねないその劇薬を、ラキスは服んでしまった。性愛に無知だったラキスは強制的に高められた情欲を静めるすべを知らず、恐慌状態パニックに陥った。

　だから、シャディードはやむを得ずラキスを抱いた。純潔のまま死ぬか、処女を喪うしなう代わりに生き長らえるかの、どうしようもない二者択一だったのだ。

　シャディードを恨もうと思えば、いくらでも恨める成り行きだった。だが、ラキスには彼を恨むことができなかった。彼に抱きしめられたとき、陽射しと緑風の香りにふわりと包まれ、泣きたくなるほどの懐かしさを感じてしまったから……。

　魂が震えるようなあの感覚は、けっして薬の作用などではないはずだ。

「おまえを薬漬けにして、意のままにしているんだな。なんて下劣な男だ！」

「違う！　違うわ、兄さん。薬なんか使われてない。わたしは本当にシャディード様が好きなの。シャディード様は気性の烈しいところもあるけど、情に厚くて実直な方だわ。話してみればわかる。ね、兄さんを紹介させて。シャディード様はわたしの願いでずっと兄さんを捜してくださっていたのよ。お願いすれば住む場所だって用意してくださる。兄さんは素晴らしい歌い手だもの、きっと宮廷歌手にだってなれるわ」

　必死に訴えるラキスを嘲るように、レイヤは嗤った。

「それで？　僕の大切な妹を凌辱した男のために歌え、と？」

「そんな……。りょ、凌辱なんて……。シャディード様はいつだって優しいわ。最初からずっと──ひっ」

　ふたたび二の腕を力任せに掴まれる。その容赦のなさに恐怖を覚え、ラキスはすくみ上がった。

「優しいだと？　……呆れたな、なんて悪い子だ……。やっぱり男を知ったとたん、女は豹変するんだな。純粋無垢な乙女から、淫蕩な売女に変わってしまう」

「ひどいわ！」

「そんなことにならないよう、ずっと見張ってたのに」

「え……」

　不気味な違和感がとめどなく湧き上がる。二の腕を掴むレイヤの手指はまるで凶鳥の鉤爪かぎづめのよう。ぎりぎりと歯を軋らせ、レイヤは囁いた。

「ラキス。おまえは僕のものなんだ。僕が見つけて僕が拾った、僕だけのもの……。僕の伴侶として、いつまでも綺麗な身体でいなくちゃいけなかったのに……本当に悪い子だ」

　力任せに引き寄せられ、耳元で囁かれる。恐怖でカチカチと歯が鳴った。慣れ親しんだ兄が、突如として見知らぬ他人に変わっていた。

「僕が見つけてやらなかったら、おまえはとっくに死んでいたんだよ？　冷たい水に浸かって身体が冷えきっていたからねぇ。僕はおまえを抱きしめてあたためてあげたんだ。親鳥が卵を抱くみたいにさ……。そしておまえは新しく生まれ変わったんだ。僕のかわいい妹のラキスとして、ね」

　ぺろ、と舌先で耳殻を舐められ、ぞわりと鳥肌が立つ。シャディードの愛撫と違い、ただ気色悪いだけだ。

　反射的に突き放そうとすると、さらに強く腕を掴まれてラキスは悲鳴を噛み殺した。

「おまえは僕のものなんだよ、ラキス」

　偏執的にレイヤは繰り返した。

「僕から離れていくなんて許さない。おまえはいつまでも僕の側にいなきゃだめだ。ふたりでずっと旅をするんだよ。どこまでもずっと、ふたりだけでね。ああ、なんて幸せだろう！」

　頬擦りされ、ラキスは無我夢中でレイヤを突き飛ばした。

「どうかしてるわ！　わたしを監禁してるってシャディード様を詰なじったけど、わたしを縛りつけようとしてるのは兄さんのほうじゃない！」

「縛る必要なんてない。僕たちはすでに強い絆で結ばれてるんだ。誰にもこの絆は断ち切れない。そんなことはさせないさ……」

　レイヤは端麗な唇をきゅうっと吊り上げた。星明かりの下、残酷な陰影が生まれる。

「仕事が済み次第、この牢獄から連れ出してあげる。そうしないとおまえまで処分されかねないからね」

「……何を言ってるの」

「皇帝を殺すんだ」

　ラキスは呆然とレイヤを眺めた。何を言われたのか、一瞬理解できなかった。

　殺す。

　皇帝を、殺す──。

　意味が脳裏に浸透するにつれ、ラキスの顔から血の気が引いていった。

「……シャディード様を……殺す……？」

「仕事なんだよ」

「しごと……？　なんの……？　だって兄さんは、歌い手で……」

「歌でどれほど御祝儀をもらったところで、ほとんど座長が懐に入れてしまう。食費だの生活費だの衣装代だの旅費だのと、あれこれ名目をつけて毟り取られるんだ。手元に残った金で買えるものといったら屋台の駄菓子くらいなもんさ」

　ラキスの脳裏に、懐かしい光景が浮かんだ。旅の途中、わずかな自由時間に兄と市場を見て回り、砂糖をかけた揚げ菓子を屋台で買ってもらったこと──。

　あのときの優しい兄の面影は、薄笑いを浮かべた凄惨な今の顔からはどこにも見出せない。

「自由にできる金を増やしたかったら歌以外で稼がなきゃならない。……客が取れたらまだよかった、かな。残念ながら僕は男の証を失ってしまってね」

「え……？」

　にぃ、とレイヤは凄まじい笑みを浮かべた。

「座長は僕を去勢したんだ。声変わりせず、いつまでも高い澄んだ声で歌えるように」

「…………!!」

「最初に言い出したのは座長の当時の妻だけどね。〈柘榴館〉の女将顔負けの業突張ごうつくばりだったな……。ともかく座長は女房に言われるまま僕を医者へ連れて行き、処置させた」

「そんなっ……」

「まったくひどい話だろう？　僕はまだ恋も知らない子どもだったのに。それでも生きていくためには歌わなければならない。……生みの親は貧しい小作農でね。僕を座長に売ったんだ。少しでも高く売りつけようと交渉するのを、僕は陰から見ていたよ」

　レイヤの口調は淡々としていた。怒りも恨みも感慨もなく、奇妙な笑みを浮かべ、じっとラキスを見つめている。

　兄の凄絶な過去を、ラキスは何も知らずにいた。尋ねてみたこともあるけれど、親は死んだとしか彼は言わなかった。

　そしてラキスをただひとりの家族だと何度も言い聞かせた。自分たちはこの世でふたりきりなんだ、と。

　繰り返し言い聞かされるうちに、記憶をなくしていた幼いラキスはそれが事実だと思い込んだ。自分もまた兄と同じように、身寄りのない天涯孤独な身の上なのだ、と……。

　そのことに、初めてラキスは疑念を抱いたのだった。

　レイヤは目を細め、くつくつと嗤った。

「まぁ、たまにはわかってて僕を買うような物好きもいたけどね。でも、そんなんじゃたいした儲けにならない。おまえを守り、それなりに不自由のない生活をさせてやるにはけっこうな金銭カネが必要だ。おまえが十五になった頃……座長はおまえに客を取らせようとしたんだよ。止めたいなら客の提示と同等のカネをよこせと座長は言った」

「だ、だからって……！」

「そんなとき、客から頼まれたんだよ。報酬をはずむから目障りな商売敵を殺してくれないか、とね」

「……！」

「旅から旅へと移動し続ける旅芸人なら掴まりにくいだろう？　一仕事済ませ、それが発覚する前に移動してしまえばいい。試しにやってみたらあっけないほど簡単だったよ」

　ふいにラキスは思い出した。シャディードは言っていた、旅芸人のなかに暗殺者がひそんでいる、と。サクルの言い遺した言葉も合わせ、最初彼はラキスこそが暗殺者だと思い込んだ。だが、実際には──。

（そんな……兄さんが……!?）

「おまえを汚させるくらいなら、自分の手を汚したほうがずっといい」

　微塵の迷いもなく言い切り、レイヤは手を伸ばしながら足を踏み出した。ラキスが反射的に後退ると彼は足を止め、さらに手をさしのべてうっとりと微笑んだ。

「ラキス。おまえはいつまでもずっと綺麗な身でいなければならないんだ。おまえは僕の、永遠の花嫁なんだからね……」

　口許を押さえ、ふるふるとラキスはかぶりを振った。

（どうかしてる……！）

　ラキスはずっとレイヤのことを、過保護なところもあるが、頼りがいのある優しい兄だと思っていた。いつも気遣ってくれる兄に感謝し、頼りにしていた。

　でも、それが巧妙に誘導されたものだったとしたら。

　いつも判断を仰がせ、依存させて、離れていかないように仕組んだのだとしたら。

「……ひどい」

「おまえを愛しているからだよ、ラキス。誰よりも、ね」

「違う！　わたしを自分だけのものにしておきたいだけよ。そんなのただの所有欲だわ！」

「おまえは僕のものなんだ。僕が見つけて、僕が拾った、僕だけの……綺麗な……とても綺麗な宝物なんだ……」

　強引に抱きしめられ、後頭部を掴んで胸元にぎゅっと押しつけられる。ラキスは鳥肌をたてて身をこわばらせた。

「おまえは僕の宝物なんだよ、ラキス。どんな金銀宝石よりも美しく光り輝く宝物。いつまでも清らかで、純粋無垢でいなければならない。けっしてその輝きを曇らせてはならないんだ。……おまえを汚す奴は、絶対に許さない……！」

　絞め殺さんばかりに、レイヤは硬直するラキスをきつく抱きしめた。

　身体が凍りついてしまったように身じろぎすらできない。そそけ立った肌は青ざめ、見開かれた瞳は恐怖に凍りついている。

　逃げ出したくてたまらないのに、足が竦んでしまって動けなかった。あんなに大好きだった兄が、今や魔物の化身のようにしか思えない。

　小刻みに震えるラキスの背を、なだめるようにレイヤはゆっくりと撫でた。感じるのは虫酸が走るような忌まわしさだけだ。

「おまえを汚した皇帝に罰を与えなければ、ね……」

「やめて……」

　カチカチと歯を鳴らしながら、ラキスは必死に訴えた。

「兄さんと……一緒に行くわ……。だから、ね……シャディード様を殺さないで……っ」

「そうはいかない。言っただろう？　これは仕事なんだよ、皇帝の暗殺を依頼されたんだ」

「依頼って、誰に!?」

「皇帝が憎いのは僕だけじゃない。政権争いで邪魔に思う者だっているだろう」

　ラキスは息を呑んだ。

「……っ、まさか皇太后様が……!?　だから皇太后の宦官にまぎれていたの!?」

　皇太后の背後には、その父親である大宰相がついている。皇太后および大宰相とシャディードの反目は、新参者のラキスでもすぐ気付くくらいに露骨なものだった。

　気力を奮い起こし、ラキスは訴えた。

「やめて、兄さん！　皇帝の暗殺なんて、簡単にできるものじゃないわ。いつも警護がついてるのよ!?　すぐに見つかってしまうわ」

「なんのために宦官として後宮にもぐり込んだと思ってるんだ？　僕を後宮に送り込んだのは大宰相なんだよ。大宰相の推薦で皇太后が召し抱えたんだ。怪しむ者など誰もいない」

「でも皇帝には近づけないわ！　シャディード様は皇太后の召使の出入りを禁じたの」

「知ってるよ。女官たちがおまえを苛めたからだろう？　大丈夫さ、やるのはおまえだ」

　ぽかんと見上げると、レイヤは悪戯の打ち合わせでもするかのように目をきらめかせた。

「汚辱を雪すすがなければならない。おまえを汚した男をその手で殺すことによってのみ、おまえは元の綺麗な身体に戻れるんだ」

「兄さん！　わたしはシャディード様が──」

「しっ」

　掌をラキスの口許に押しつけ、レイヤは囁いた。

「おまえは誑たぶらかされているんだよ、ラキス。あの男はおまえを玩具おもちゃにして弄もてあそんでいるだけだ。どんなに甘い言葉を囁いたって、その場限りのこと。すぐに飽きられる。そうなったらどうなると思う？　一度後宮に入った女は死ぬまで出られない。忘れられ、孤独に老いさらばえて朽ちていくだけだ。……そんなのはいやだろう？」

　口を押さえられたまま、ラキスは瞳に涙を溜めてふるふるとかぶりを振った。言葉の内容よりも、残酷な恫喝を優しげな声で行なうレイヤが信じられず、厭だった。

　レイヤは手を外すと濡れたラキスの睫毛をぬぐった。

「いくら豪華だろうが、おまえに鳥籠など似合わない。広い世界で自由に生きるべきなんだ。そう……舞い踊るように。僕たちふたりで、ね」

　微笑むレイヤを、ラキスは絶望の目で見た。

　自由？　それが自由だと本気で言ってるの？

　ラキスに首輪をつけ、鎖につないで。どんなに世界が広かろうと、ラキスはその鎖が届く範囲でしか踊れない。もっと遠くへ行こうとすれば容赦なく引き戻される。

　まるで動物芸だ。

　後宮に『閉じ込められる』のと、どれほどの違いがある？　すでにレイヤの紡ぐ執着心の網でがんじがらめも同然なのに。

　今までもずっとそうだった。ただ、レイヤを兄と頼り、信用しきっていたラキスが気付かずにいただけ……。

　シャディードとの出逢いによって、見えない鎖の存在が浮かび上がったのだ。

　彼のことを想うと、にわかにレイヤの体温に嫌悪を覚えた。

　兄はずっとラキスにとってかけがえのない安寧の巣だった。そう思い込んでいた。だが本当は、巧妙に仕組まれた檻だったのだ。

　ラキスを閉じ込め、『鑑賞』し、独占欲を満たすためだけの、おぞましい檻──。

「……どうあってもシャディード様を殺すつもり？」

「もちろんさ。たとえ仕事じゃなくても殺す。僕たちを引き裂こうとする者は誰だろうと許さない。そう、誰だろうと、ね」

　無慙むざんな笑みに、ぞわりと産毛が逆立つ。

「まさか……。〈柘榴館〉の女将さんを殺したのも……!?」

　くくっとレイヤは含み嗤った。

「当然の報いさ。ラキスには絶対酌をさせないように、大金を払って頼んでおいたのに。目の前に金を積まれてたちまち目が眩んだのか勝手に承諾したんだ。どうせシャディードは死ぬんだから最後くらいいい思いをさせてやろうかと、柄にもない親切心を起こしたのかもしれないけどね」

「どういう……──っ、まさか」

　蒼白になるラキスに、レイヤは悪鬼のごとき笑みを浮かべた。

「皇帝シャディードは妓楼で死ぬはずだったんだよ。酒には毒が入れられていた。あの男が単身乗り込んできたらそうするようにと、女将は指示されていた。おまえは酒が飲めないから大丈夫だと思った……なんて、ぬけぬけと言い逃れなんかしてさ」

　レイヤは大仰に肩をすくめた。

「男が何食わぬ顔で出てきたもので、すっかり驚いて、ついうっかり身請けの話を承知してしまったんだと。何が『ついうっかり』だ。しくじった上に僕の大切なラキスを売り飛ばすとは、ふざけるのも大概にしろと言いたくなって当然だろう？　だからそう言ってやったのさ。直接、女将の薄汚い心臓にね」

「ど……して、女将さんが……シャディード様を……」

「女将は命じられていただけさ。〈柘榴館〉の真の所有者から」

「真の……所有者……？」

「バシュウなんか、ただの雇われ女将さ。あの妓楼の本当の持ち主は」

　そっと耳元に唇を寄せてレイヤは囁いた。

「大宰相なんだ」

「…………!!」

　愕然とするラキスの反応を愉しむように、くすくすとレイヤは嗤った。

「事情はよく知らないけど、以前から皇帝は大宰相と対立していて、密かに動向を探っていた。その手駒として〈柘榴館〉に潜入させたのが下働きの少年──サクルだ」

「まさかっ……サクルを殺したのも兄さんなの……!?」

「間諜スパイだとわかったからには仕方なかったのさ。それにあいつは余計なことまで嗅ぎつけて──」

　腹立たしげに言いかけ、レイヤは不自然に言葉を切った。

「余計なこと……？」

「ともかく邪魔者はすべて消さなきゃいけない。僕たちふたりの生活を守るためにはそうするしかないんだ。わかるだろう？　全部おまえを守るためなんだ！　おまえのためにやったんだよ、ラキス！」

　腕を掴んで訴えるように揺すぶられる。

（正気じゃない……）

　ラキスは胸が悪くなった。

　にわかにこうなったわけではないだろう。おそらくずっと前からレイヤの心は壊れていたのだ。

　ラキスを独占することでようやく保たれていた均衡は、ラキスが姿を消すとたちまち揺らいだ。そしてシャディードへの恋心を告げられ、拒絶されたことで決定的に崩れてしまった。

　レイヤは帯の間から取り出した小袋を無理やりラキスに握らせた。

「赤い包みに入ってるほうを皇帝に飲ませるんだ。これを飲むと眩暈がして身体が痺れ、動けなくなる。やがて声も出なくなり、最後は呼吸困難で死ぬ。サクルと違って血を吐いたりもしないし、きれいに死ねる」

「いやっ……」

　反射的に振り払おうとすると渾身の力で握りしめられてラキスは顔をゆがめた。

「白い包みは解毒剤だ。あらかじめ呑んでおけば毒の効果を打ち消してくれる。おまえは酒を飲まないから大丈夫だろうけど、一口くらいと無理に勧められるかもしれないしね」

「いや！　誰が毒なんか……っ」

「おまえがやらないなら僕がやるよ。毒を仕込む機会なんていくらでもある。皇太后から後宮を自由に動き回る許可を得ているんだ。皇太后は父親の推薦だからという以上に僕を気に入ったらしい。まったく自尊心と権力欲ばかり強い、見栄っ張りの浅ましい女だ」

　レイヤは甲高く喉を軋ませて嗤った。ぞっとするような嗤笑ししょうだった。まるで闇に響く死霊の哄笑だ。美しい声を誇るレイヤの喉から出てくるとはとても思えなかった。

「お願い、もうやめて。わたし、兄さんと一緒に行くから、ね!?」

「もちろん、おまえは僕と一緒に来るんだ。でも、皇帝は許さない。僕のラキスを汚した報いを受けさせてやるんだ。そうでないとおまえをきれいな身体に戻してあげられない」

「本気でそんなこと言ってるの……!?」

「もちろん本気さ。あの男を殺せばラキスは純白の光に戻れるんだ。今はあの男のつけたシミで灰色に薄汚れてしまっている……。なんとしてもそれを落とさないといけないんだ……！」

　レイヤの瞳が星明かりを受けて偏執的にぎらつく。

　ラキスは絶望に呻いた。何を言っても壊れてしまった兄の心には届かないのか……。

　ふたたびレイヤはラキスの手を握りしめた。無理に持たされた小袋が、拳の中で不穏に擦れる。

「いいかい。赤い包みの薬を皇帝に飲ませるんだ。おまえは白い包みのほうを飲むんだよ」

「いや……」

　駄々をこねる幼女のように、何度も何度も首を振る。だがレイヤは意にも介さず繰り返した。

「忘れるんじゃないよ、赤いのが毒。白いのが薬だ。いいね」

「聞いて、兄さん」

「皇帝を始末したらすぐに後宮を出よう。大丈夫、抜け道はちゃんと調べてある」

「兄さんっ」

「帝都を離れて遠くへ行くんだ。ふたりだけで、ずっと遠くへ。ああ、楽しみだな……」

　ラキスの必死の訴えなど耳に入らない様子でうっとりと呟くと、レイヤは素早くラキスの頬に唇を押し当てて闇の中に消えた。

「待って、兄さん！」

　茫漠たる闇へと伸ばした手は、空しく虚空をさまようだけだった。










　ラキスは美しい細工物の小箱を抱え込み、長椅子の隅で縮こまっていた。小箱の中にはレイヤに押しつけられた小袋が入っている。

　捨ててしまおうにも、どこに捨てればいいのかわからない。その辺に出しておくわけにもいかず、抽斗ひきだしにしまっても見つかってしまいそうで怖かった。

　この小箱はからくり仕掛けで、開け方を知っているのはシャディードとラキスだけだ。

　未だ頭は混乱していた。埒もない夢にうなされたのだと思い込んでしまえたら、どんなによかっただろう。

　待ち望んだ懐かしい兄との再会は、その異常な本性が剥きだされたことで忌まわしい悪夢と化した。

　十年以上にわたって誰よりも信頼していた人物が、自分を『所有』し、『独占』しておくためなら平気で人を殺めるような人物だったなんて……。

　レイヤは薄笑いながら躊躇なく告げたのだ。

　シャディードを殺す、と。

　そればかりか、狂的な論理でラキスに彼を殺せと命じた。

（信じられない……）

　頭の芯が重く痺れたように鈍痛を訴える。抱え込んだ小箱に顔を伏せ、重苦しい溜め息をついたとき──。

　誰かがそっとその肩に触れ、ビクッとラキスは顔を撥ね上げた。

　驚きに目を瞠って覗き込んでいたのはシャディードだった。

「……すまん。脅かしたか？」

「いいえ……」

　ホッとしてラキスはこわばった笑みを浮かべた。

「待たずに休めと言ったろう」

「すみません。もう少しだけ……と思っているうちにうとうとしてしまったみたいです」

　子どもっぽい格好に気付いて慌てて座り直す。傍らに腰を下ろしたシャディードが気づかわしげにラキスの顔を覗き込んだ。

「ずいぶん青ざめているではないか。何かあったのか？」

「いえ、何も……」

「こんな箱など抱え込んで、どうした」

　シャディードはラキスが膝の上に置いた小箱をそっと撫で、ラキスはドキリとした。

「あ……。シャディード様を想っていました。シャディード様に、いただいたものだから……」

　とっさに言い訳してしまい、後ろめたさに唇の裏を噛む。気付かず彼は照れたように微笑んだ。

「嬉しいことを言ってくれる」

　シャディードはラキスを抱き寄せ、背を撫でながらこめかみにチュッとくちづけた。

「……おまえの心はこの細工物のようだな」

「え……？」

「一見しただけでは開け方がわからぬ。わかっても、ひとつひとつていねいに動かしていかないと、きちんと開かない」

　ラキスは顔を赤らめた。

「そんなことは……」

　呟いた唇を、そっとふさがれる。

「ラキス。俺を好いてくれるか？」

　黒曜石の真摯なまなざしに、痛いほどに胸が疼く。

　瞳を潤ませ、こくんとラキスは頷いた。

「お慕いしています」

　真情からあふれ出る囁きに、硬質な瞳の輝きがとろけるようにやわらいだ。唇が優しく重なり、甘く食むように繰り返し吸いねぶられる。

「ん……」

　鼻にかかった吐息を洩らし、ラキスは彼の背中に腕を回した。

　次第にくちづけは深く濃厚になり、互いの舌を貪るように絡めあう。

　シャディードはラキスの膝から小箱を取りのけ、抱き上げた。そのまま寝台へ連れて行かれ、薄紗の帳がふわりと下ろされる。

　身にまとっていた絹の夜着をはだけられ、胸があらわになった。彼の視線を感じ、濃紅色の蕾が初々しく尖る。

　急に恥じらいを覚えて胸を覆うと、優しくその手を取り払われた。

「隠すな。美しいのだから」

　囁いたシャディードが身をかがめ、頂にそっとくちづける。

　羽毛で撫でられたような感覚に、ラキスはびくんと肩をすくめた。下腹部が疼き、閉じた貝肉に秘められた媚珠が、ひそやかに息づき始めていた。

　肌理こまかな肌を堪能するように、シャディードは大きな掌を滑らせた。少しだけ固くざらりとした感触が、かえって心地よい。

　胸のふくらみを掌が包み、ゆっくりと捏ね回される。

　ピンと尖った乳首を指先で摘まみ、くりくりと左右に紙縒こよりながら揉みしだかれると、痺れるような快感が腹底から湧き上がってきてラキスは喘いだ。

「ぁ……」

「すべすべとやわらかく、吸いつくような手触りだ」

　シャディードは囁き、少しだけ力を込めた。きゅっと乳房を絞られ、突き上げる快感にラキスは顎を反らした。秘裂が熱くとろける感覚に瞳が潤む。

　薔薇色の乳輪ごと乳首を口に含み、巧みに舌を使いながら舐めしゃぶられる。時折強く吸い上げられるとツキンと甘い悦びが込み上げた。

　ラキスはシャディードの黒髪に指を差し入れ、逞しい肩やうなじをうっとりと撫でた。

　始まりこそ不本意極まりなかったが、今や彼との交接はラキスの心身に計り知れない悦びをもたらすものとなっている。

　抱きしめられ、朴訥に愛を囁かれるたびに、泣きたくなるような深い情感が込み上げてくるのだ。

（ずっと前から、シャディード様を知っている気がする……）

　脳裏にゆらめく不可解な光景。上体を屈めてラキスに手を差し出す『誰か』の姿。照りつける陽射しに逆光になって、見て取れるのは優しく闊達かったつに微笑む口許だけ……。

　どこからか爽やかな緑風がきらきらと吹きつけ、幼い自分は一抹の不安も恐れもなく、『その人』の手を取る。『その人』は軽々とラキスを抱き上げ、ふたりは遥かに広がる地平線をみずみずしい希望を胸に遠く見渡しているのだ──。

「……どうした？」

　とまどったシャディードの声に、ハッとラキスは我に返った。目許をぬぐわれ、自分が涙をこぼしていたことに初めて気付く。

　シャディードはしょげたように眉尻を垂れた。

「すまん。無理強いする気はなかった」

「ち、違います。厭なのではありません」

「やはり、何かあったのではないか？」

　真摯な顔で覗き込まれ、ラキスは喉を震わせた。

「……怖い夢を、見たんです……」

　残忍な笑みを浮かべながら、皇帝を殺すとうそぶいたレイヤの凄まじい面差しを思い出したとたん、寒々しい悪寒に身の内が冷えた。

　十年以上、兄として慕った人を告発する勇気は、どうしても出てこない。だが、黙っているのも耐えがたくて、ラキスはせめて夢に仮託して打ち明けることにした。

　シャディードが体勢を変え、真顔で尋ねる。

「どんな夢だ？」

「シャディード様が……どこかへ行ってしまう夢……」

　それを聞くと彼はぽかんとし、ついで苦笑した。

「俺に捨てられる、と？」

　きゅっと唇の裏を噛んでうつむくと、広い懐に抱きしめられた。

「心配性だなぁ、ラキスは」

「……すみません」

「確かに始まりは酷かったが、俺は本気でおまえに惚れてしまった。おまえを見ていると、何故だかとても優しい、穏やかな気分になるんだ。守ってやりたいという想いが、ふつふつと沸き上がってくる。……我ながら不思議だよ。俺はずっと自分のことを、女には冷淡な男だと思っていたからな」

　照れた口調に愛しさが込み上げてラキスは彼にぎゅっとしがみついた。

　あやすようにシャディードが背中を撫でてくれる。安堵と幸福感に満たされ、ラキスは思わず涙ぐんでしまった。

　このあたたかく包み込まれる感覚をもたらしてくれるのはシャディードだけ。レイヤに対して感じていた安心感が、いかに底の浅いものだったか、今はっきりとわかる。

　記憶を失っても魂に刻まれた感覚はちゃんと残っていた。頼るもののない不安から、幼いラキスは取り違えてしまったのだ。

　独善的な執着心から生じた偽りの優しさと、真に相手を思いやる情愛とを。

　大きく武骨な掌が、ラキスの頬を撫でる。黒く耀かがよう瞳を見つめ、誓いをたてるかのようにラキスはそっと唇を重ねた。

　彼は眩しげにラキスを見つめると、嬉しくてたまらないといった様子で繰り返し唇を吸った。喜びと親愛にあふれたくちづけだった。

　シャディードは体勢を入れ替え、ラキスを身体の上に乗せて白い尻朶しりたぶを両手で掴んで撫で回した。すっかり固くなった雄芯が下腹部に当たり、濃厚に舌を絡め合わせながらラキスは頬を染めた。

　おずおずと身体をずらし、ふっくらと盛り上がった淫唇で挟むようにして、腰を前後させる。逞しい胸板に乳房を押しつけ、腰を揺らしているうちに、軽い恍惚が訪れてラキスは溜め息をついた。

　くたりと胸にもたれると、褒めるように肩を撫でられた。それからシャディードは優しくラキスを組み敷き、腿を掴んで大きく脚を広げた。

　刺激で誘い出された蜜があふれ、とろりと会陰を伝う。

「薔薇の花びらより赤い」

　欲望のにじむ声で呟き、シャディードは身をかがめた。ぷっくりとふくらんだ花芽をぺろりと舐められると、尖鋭な刺激が背筋を駆け抜けた。

「ひッ……」

　反射的に嬌声を上げ、背をしならせる。舌先が根元をぐるりと一周したかと思うと、口にふくまれ、じゅうっと音を立てて吸い上げられる。

「ひぁあっ」

　とろとろと滴る蜜を吸いながら、花芯をねぶり回され、快楽のとば口に舌を差し入れられる。ちゅぷちゅぷと唾液の絡む音が淫靡に響き、ラキスは愉悦の声を上げながら上気した裸身をくねらせた。

「やぁあっ、だめっ……」

　巧みな舌遣いでなぶられ、急速に性感が高まってゆく。ラキスは目に涙を溜め、口許に拳を押しつけてふるふると震えた。

　蠢く舌が媚孔を抉こじり、にゅくにゅくと出入りする感覚に、ひとときもじっとしていられない。

　くっ、と顎を反らし、固く目をつぶってラキスは達した。蜜と唾液で濡れそぼった花弁が戦慄き、切なげに痙攣する。

　顔を上げたシャディードは、しっとりと汗ばんだ内腿を撫で、ひくつく淫芽を愛おしげに一舐めした。その刺激でふたたび恍惚の波が訪れ、ラキスは泣き声のような溜め息を洩らした。

　くたりと放心するラキスの腰を膝の上に引き上げると、シャディードは怒張した太棹を蜜溜まりに浸して何度かゆっくりと前後させた。

　固く締まった剛直で秘裂を擦り上げられる感覚がたまらない。ラキスは快感に朦朧としながら男の動きに合わせて腰を揺らした。

　誘い出された蜜が雄茎にまとわりつき、くちゅ、ぷちゅっと淫らな水音をたてる。より直截な刺激を欲しがって、花筒が淫蕩に疼いた。

「ぁ……。はや、く……っ」

「欲しいか？」

「んっ、んっ」

　誘惑の囁きに無我夢中で頷くと、さらに甘い声音でそそのかされた。

「なら、ねだってみろ」

「ほ……欲し……ぃのっ……。い、挿いれ……て……！」

　羞恥をこらえ、切れ切れに懇願する。

　シャディードが頑健な上体を屈め、涙で濡れた睫毛にそっとくちづけた。

「いい子だ」

　なめらかな先端がひたりと蜜口にあてがわれる。ひときわ張り出した先端が花弁を押し広げ、ずりゅっと媚壁を擦りながら肉鞘深く埋め込まれた。

　一息に最奥まで穿たれて息が止まりそうになる。少しだけ腰を引き、再度深々と奥処おくを抉ってシャディードは熱い吐息を洩らした。

「……たまらないな」

　彼は呟き、締まった先端でごりりと濡れ襞を抉った。痺れるような快感が、焦点の合わないラキスの瞳に薄い涙の膜を張る。

　シャディードはラキスを抱え直すと、いっそう深く腰を突き入れながら押し回し始めた。

「ひぁっ、は……ぁん……っ」

　目の前で火花が弾けるような快感にラキスは翻弄された。深々と穿たれているため男の恥骨で花芽が刺激され、同時に深い場所を容赦なくこすり上げられる。

「あんっ、あぁっ、んっ、んぅっ……」

　ひくひくと媚肉が痙攣し、たちまちラキスは達してしまった。猛々しい太棹が戦慄く濡れ襞から先端近くまで引き抜かれ、ふたたびずぷりと突きたてられる。

　シャディードが勇壮に腰を振り始め、ラキスは甘い嬌声を上げて悶えた。かき混ぜられた愛蜜が泡立ち、結合部から噴きこぼれる。

　とろとろと滴る蜜が会陰を伝い、慎ましい後ろの窄まりまで濡らしていった。

　彼が腰を打ちつけるたび、ほっそりしたラキスの身体はしなやかに弾んだ。のけぞった胸で、張りつめた乳首が淫靡に赤く尖っている。

　魅せられたようにシャディードは乳房を掴み、先端にむしゃぶりついた。繋がったままのしかかられて腰が高く持ち上がる。

　乳首を舐め転がしながらぐいぐいと腰を入れられ、ラキスはかぼそい泣き声を上げた。

　下半身がぐずぐずに溶けてしまいそうな快感に一瞬恐ろしさを覚えたが、すぐにそれは圧倒的な愉悦に呑み込まれてしまった。

　ラキスは無我夢中で男の広く逞しい肩にすがりついた。うなじで腕を交錯し、くちづけをねだる。引き寄せられるままにシャディードはラキスの唇をふさいだ。

　熱い舌が絡みつき、じゅくっと強く吸われると根元からしとどに唾液があふれた。息苦しさと心地よさ、相反する興奮に涙が浮かぶ。

「んっ、んふっ、ぅ……っ」

　口腔をなぶり尽くし、それでも飽き足らずにシャディードは舌の裏表を執拗に舐めしゃぶった。ぴったりと腰を密着させ、ぐりぐりと抉るように押し回す。

　墜落するような眩暈とともに、ラキスは激しい絶頂に達した。目も眩む閃光が押し寄せ、脳裏が真っ白に染め上げられる。

　唇を合わせたまま、シャディードは低く呻いた。びくびくと花肉が痙攣し、蜜鞘をいっぱいにふさぐ淫刀を貪婪どんらんに絞り上げていた。

　彼が身体を起こすと、離れた唇のあいだに唾液が淫らな糸を引いた。濡れた唇をぬぐい、男は獣じみた官能的な笑みを浮かべた。

「すごい締めつけだな。気が遠くなりかけたぞ」

　興奮のにじむ声で囁き、彼は未だ恍惚に放心しているラキスを抱き起こした。

「くひっ……」

　繋がったまま膝に乗せられ、いっそう深く剛直が突き刺さる。下がってきた子宮口に先端が当たり、濃密な滴りを誘い出される。

　尻朶を掴んでさらに深部を穿ちながら、シャディードは震えるラキスの舌を吸った。先ほどの荒々しさとは打って変わり、甘やかすようにやわやわと舌を食む。

　ラキスは弱々しく呻き、彼の腰に脚を絡めてしがみついた。身の内深く銜え込んだ雄茎が凶暴なほどに猛り勃っているのが信じられないくらい、優しく甘いくちづけだった。

　ゆくりなくもこぼれた涙を、そっと吸われる。

「ラキス。おまえが愛おしくてたまらない」

「……わたしも」

　濡れた睫毛を瞬かせ、ラキスは微笑んだ。

　シャディードと共に在ることが、すごく自然に思えた。

（わたしはずっと、ここへ帰って来たかったのかもしれない──）

　静かな確信が、心の深い場所で芽吹く。

（絶対に、シャディード様を殺させたりしないわ）

　たとえ自分が死ぬことになったとしても。

　帰って来られたという実感が得られただけで、満足だから……。

　いたわりあうかのようなくちづけを幾度も交わし、ふたたびシャディードが腰を突き上げ始めた。

　ラキスの心に吹き溜まっていた羞はじらいは完全に消え去り、感じるままに甘い嬌声を上げて悶えた。

　続けざまの恍惚に朦朧となる。その蜜壺を熱い迸ほとばしりがどぷどぷと満たした。

　深い悦楽と満足感に包まれながら、ラキスは意識を手放したのだった。
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　寝台で身を起こしたシャディードは、眠るラキスの頬を指先でそっと撫でた。疲労困憊して深く寝入っており、ぴくりとも反応しない。

　頬に落ちかかる銀の髪を優しく払い、指に絡める。しばし彼は何事か考え込む風情でラキスの髪をもてあそんでいた。

　何気なく居間のほうへ目を向ける。まだランプが燈っていて、薄暗い寝室から見るとだいぶ明るく見えた。

　ふと、何か思い出したように彼は目を瞬いた。静かに身を起こし、裸足のまま居間の長椅子へ向かう。長椅子の上には細工物の小箱がぽつんと置かれたままになっている。

　シャディードは小箱を取り上げ、しげしげと眺めた。小箱を抱きかかえ、長椅子の隅に縮こまって物思いに沈んでいたラキスの姿を思い出す。

　彼は眉根を寄せ、小箱を開ける最初の一片（ピース）をゆっくりと押した。

















第五章












　目が覚めてからというもの、ラキスにとっては一刻一刻が深い淵を覗き込むようだった。

（どうしたらシャディード様を守れるの……？）

　最も確実でたやすいのは、何もかもシャディードに打ち明けてレイヤを捕縛させること。もちろんそれはわかっている。

（でも、そうしたら兄さんは死刑になってしまう）

　レイヤは〈柘榴館〉の女将を殺しただけではない。今までも依頼されるたびに人を殺しては報酬を得ていたのだ。

　そうとは知らず兄の庇護のもとで生きてきたことを思うとぞっとする。ラキスの純潔を守るためだったのだと力説されたところで、素直に感謝する気持ちには到底なれなかった。

　レイヤがラキス自身を愛し、気遣い、守ってくれたのだとはどうしても思えない。単に自分の所有物ものを他人に触らせたくなかっただけだ。

　自分が触れられないから、他の誰にも触れさせない。そういう狂気じみた執着が、兄の激しい目付きや口調には露骨に表れていた。

　彼はラキスを自分だけの清純な花嫁にしておきたかったのだ。そのためなら金銭と引き替えの殺人すら辞さない。

　それが『愛』だとは、ラキスにはとても思えなかった。人を殺したお金で養われていたのかと思うと、兄に与えられたすべてのものがおぞましく感じられてしまう。

　屋台で買ってもらった、砂糖のかかった美味しい揚げ菓子さえ、楽しかった思い出の輝きを失い、不気味にゆがんでいった。

　それでもレイヤを死刑にさせたくはない。命を救われたのは事実だし、そこまで極端な行動に走らせた原因は他ならぬ自分なのだ。

（兄さんがおかしくなったのは、きっとわたしのせい。なんでも兄さんに頼りきりで、甘えていたから……）

　なんとか説得し、諦めてもらうほかないが、ラキスが一緒に行くと言ってもレイヤはシャディードを殺すと言い張った。

　彼の論理では、ラキスを『きれいな身体に戻す』ためにはシャディードを殺さねばならないのだ。それもラキス自身の手で。拒否するなら自分がやると彼は言いきった。

『ラキス。おまえはいつまでもずっと綺麗な身でいなければならないんだ。おまえは僕の、永遠の花嫁なんだからね……』

　狂気をはらんだレイヤの声音がよみがえり、ラキスは耳をふさいで激しくかぶりを振った。

　あれはもう兄ではない。ラキスの慕った兄レイヤはもうどこにもいない。いや、最初からそんな人はいなくて、ただ巧妙な幻覚を見せられていただけだったのかもしれなかった。

（やっぱり打ち明けるべき……よね）

　レイヤは女将を殺しただけではないのだ。彼は女将が大宰相の指示で酒に毒を仕込んだと明かした。本当は他の妓女に相手をさせるはずだったのを、シャディードがラキスを指名し金子きんすをはずんだため、欲をかいた女将が言われるままにしたのだと。

　たぶんレイヤは、あやうくラキスも毒で死ぬところだったと余計に激怒したのだろう。

　シャディードと大宰相が厳しく対立する理由を知りたいと、ラキスは女官にせがんだ。

　ラキスに仕える黒衣の女官たちは皇帝が選び抜いた者ばかりで、揃って口が固い。頼み込まれた女官は仕方なさそうに事実のみを教えてくれた。

　皇太后ルクヤナはシャディードの生母である当時の皇后が亡くなった後に入った二代目の皇后で、大宰相の娘である。

　先代皇帝が卒中で倒れてまもなく、ルクヤナの懐妊が判明した。先代皇帝は意識が混濁したまま二か月後に崩御し、それから半年経って生まれたのが現在四歳のテギン皇子。シャディードの異母弟だ。

　大宰相は娘の産んだ皇子であるテギンを皇帝とし、アルタイラ帝国の実権を握ろうとしている。それはすでに宮廷では知らぬ者のいない公然の秘密。

　だが、軍部がシャディードに忠誠を誓っているため、文官のほとんどを配下に収めた大宰相でも迂闊には手を出せないのだという。

（兄さんが大宰相のたくらみについて知っていることを全部話せば、お咎めを軽くしてもらえるかも……？）

　ふと思い付いたが、すぐに別のことを思い出してラキスの心は沈んだ。

（だめだわ。兄さんはサクルも手にかけてる……）

　シャディードは何事かの調査のため、目端がきいてはしっこい少年サクルを〈柘榴館〉に潜入させた。それが大宰相の動向を探るためだったことは兄の洩らした言葉から見当がつく。

　サクルは間諜スパイであることを気付かれ、レイヤによって毒を盛られた。それも大宰相の指示だったのか、レイヤ自身の判断だったのかは定かではない。

　一体いつからレイヤは大宰相と繋がっていたのだろう。思い当たるふしはないが、今考えれば愚かしいほどラキスは周りを見ていなかった。

　シャディードにとってサクルは弟のような存在だった。実の弟であるテギンよりも、ずっと親しい間柄であったようだ。

　最初にラキスをサクル殺害犯と決めつけて責め苛んだのが後ろめたいのか、シャディードはサクルのことをほとんど話さない。

　わずかに彼が洩らしたことと、女官に頼んで教えてもらった事情によると、サクルはもともと先帝時代に一時期大宰相を務めたこともあるカルンという貴族の小姓だった。

　カルンは学者上がりの廉潔な人物で、かつてはシャディードの教師だった。先帝の不興を買って罷免させられたが、その裏には当時の第二宰相で今の大宰相ダフダの讒言ざんげんがあった。

　それもあってシャディードはダフダを蛇蝎だかつのごとく嫌っている。

　公正な詮議を望む息子の進言を一顧だにしない父帝に反抗するかのように、彼は足繁くカルンの屋敷を訪れた。そこで一回りも年齢が違うにもかかわらず妙に意気投合したのがサクルだったのだ。

　カルン夫妻は幼い娘を失っており、サクルを実子のように可愛がっていた。男の子みたいに活発でおてんばだった娘の生まれ変わりのような気がする……と。

　シャディードにとって、サクルは弟のような存在であると同時に、尊敬する師の大切な家族でもあったのだ。

　本人の希望だったとはいえ危険な任務に就かせ、むざむざ死なせてしまったことを、シャディードは深く後悔した。

　護衛役である側近のダシールさえ伴わず単身〈柘榴館〉に乗り込むくらい、あのときの彼は怒りで目が眩んでいた。

　ふだん冷静な彼がそうなるほどに、目の前で血を吐いてサクルに死なれたことは、シャディードにとって衝撃的な出来事だったのだ。

（何故サクルが死ぬ間際にわたしのことを口にしたのか、やっぱりわからないけど）

　自分を疑っていた、とは思いたくないが……。

　サクルはシャディードだけでなくラキスにとっても弟のような存在だった。むろん、付き合いの長さでは比べものにならないけれど、そういったことは時間の長短で決められるものでもない。

　サクルを殺した犯人を罰したいというシャディードの気持ちは痛いほどわかる。

　だからと言って、十年以上も兄と慕ったレイヤが厳しい罰を受けるのを従容と受け入れるなんて、とてもできそうにない。自責の念も強まる一方だった。

（どうしたらいいの……？）

　答えの糸口さえ見出せないまま、気がつけば早数日が過ぎてしまった。

　レイヤの自分勝手な『愛』のいびつさに戦慄を覚えはしても、庇う気持ちがすべて消え失せたわけではない。

　なんとかして逃がしたい。だが同時に、罪を償ってほしいと強く願ってもいる。

　シャディードにすべてを打ち明けて楽な気持ちになりたい一方で、真実を知った彼が激怒して自分を見捨てるのではないかという思いもあり怖くてたまらなかった。

　しかも、レイヤに見張られているように思えて気の休まる時がない。そんなはずがない、錯覚だと言い聞かせても、どこからか脅しつけるような冷たい視線を感じてしまうのだ。

　昼間は侍女たちの手前気を張ってもいられるが、日が落ちてシャディードが無事な姿を見せると安堵で泣きだしそうになる。

　感情の揺れをごまかすために、ラキスは小宮殿を訪れるシャディードをまずは舞でもてなした。踊っているときは余計なことを考えないで済むし、艶あでやかに微笑んでみせることだってできたから……。
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　閨では大胆に、積極的に求めに応じた。言われるままシャディードの身体を跨ぎ、自ら腰を振って悶えた。淫らに乳房を揺らし、深く銜え込んだ太棹を締めつけながら扱いた。卑猥な睦言もためらわず口にした。

　快感にぼやけた意識の片隅で、この浅ましい姿にレイヤが幻滅してくれれば……と願った。ラキスがけっして清らかで純粋無垢な『永遠の花嫁』などではないことを実感してほしかった。

　男の上で喘ぎながら腰を振る淫蕩な姿を見れば、きっと失望し、見限ってくれる……。

　そんな切実な思いも、腰を振りたくるうちに愉悦に呑み込まれ、快楽を貪ること以外何も考えられなくなる。

　浮き上がった泡がはじけるように、時折ふっと我に返った瞬間には気まずさと羞恥が込み上げるものの、すぐにそれは巧みに緩急をつけた抽挿と濃厚な愛撫とでかき消されてしまった。

　繰り返された絶頂にくたりと放心していたラキスは、身を起こしたシャディードがじっと自分を見下ろしていることに気付いた。

　顔を赤らめ、裸身を隠すように身じろぐ。いつもことが終われば満足げに甘やかす彼が、今は探るような顔つきだ。

「どうかしたのか？」

「……え？」

　前置きもなく問われ、ラキスは目を瞬いた。

「何か思い煩っているようだが、何かあったのか」

　犀利さいりな光をたたえた黒曜石の瞳に怯みそうになるのを懸命にこらえる。

「いいえ、何も」

「嘘をつけ」

　きっぱり言われてしまったが、口調は厳しいものではなく、むしろ苦笑を含んでいた。

　シャディードは夜着を引っかけると寝台から立ち上がった。

「誰かいるか。飲み物を持ってきてくれ。ワインと柑橘水だ」

　居間へ続く戸口に黒衣の侍女が姿を見せ、仕切り布の陰で黙って一礼する。

　彼は居間からウードを取ってくると、窓辺に腰掛けて爪弾き始めた。ラキスは夜具を引き寄せ、裸身を覆ってぼんやりとシャディードを眺めた。

　青白い月光に照らされ、その横顔は神秘的な陰影をおびている。

　彼はウードをかなり巧みに弾きこなすが、今は何かの曲ではなく、音階を確かめるように即興で弦をはじいているだけのようだ。

　黒衣の侍女が酒器を載せた盆を掲げて入ってきた。楕円形の盆には優美な曲線を描く脚がつけられており、寝台に置いて小卓として用いることができる。

　うやうやしく身をかがめて盆を寝台に置いた侍女が、さっとラキスに視線を向ける。何気なく見返したラキスはぎょっとして飛び上がりそうになった。

（────兄さん!?）

　黒衣に身を包み、露出しているのは目許だけ。黒に近い濃紺のアイラインは金属的な輝きをおび、ランプの灯でぎらついて見えた。それは何か美しくも不吉な甲虫の羽を思わせる。

　紫紺の瞳は妖魔のそれのようで、硬直した身体にぞっと鳥肌が立った。

（どうして兄さんがここに……!?）

　考えてみればすでにレイヤは庭に現れている。彼は皇太后に仕える宦官であり、新参者とはいえ大宰相に抜擢された身。しかも皇太后の大のお気に入りで、後宮内を自由に動き回れる権限を得ていると言っていた。

　しかし、ラキスが皇太后の女官たちに『拉致』されて以来、シャディードは女官、宦官を問わず皇太后側の召使の出入りを一切禁止したはず。

（いったいどうやって……。──まさか!?）

　宿直とのいの女官に毒を……!?

「お膳立てをしてあげたよ」

「……っ」

　青ざめるラキスに、レイヤは残酷に目を細めてみせた。

「ワインは飲むんじゃないよ、絶対に」

　囁くとレイヤは身をかがめて後退り、寝室を出ていった。

　ラキスは真っ青になって口許を押さえた。

　ワインの入った玻璃の酒器と、柑橘水を入れた水差し、小さな杯がふたつ盆の上に載っている。すでにレイヤはワインに毒を仕込んでいるに違いない。

　どうすれば、と焦っているうちに、ウードを置いてシャディードが戻ってきてしまった。

　彼が杯を取り上げる。ラキスはとっさに柑橘水の入った水差しを手にした。

「ワインには澱が混ざっているようですわ」

「ん、そうか？　では、ふたりで同じものを飲むとしよう」

　取り替えさせろと言われずに済んで、ラキスはホッとした。杯を掲げあうと、シャディードは一息に飲み干した。酒を飲むときのやり方で、一杯目は一気に杯を干すのがマナーなのだ。そのため杯は小さめに作られている。二杯目からは会話を楽しみながらゆっくりと飲む。

　ラキスはほとんど飲まないまま杯を置いて二杯目の柑橘水をシャディードの杯に注いだ。

　彼はまた一口飲んで、しげしげとラキスを眺めた。

「疲れた顔をしている。無理させたか？」

「い、いいえ」

　赤くなってかぶりを振り、とりあえず落ち着こうと杯を取り上げる。

（やっぱりすべて打ち明けてしまおう）

　今回はどうにか切り抜けたが、何度でもレイヤは仕掛けてくるはずだ。兄妹の情から黙っていては、無関係な人がさらに巻き込まれることになる。

　女官が無事かどうか確かめに行きたくて、柑橘水を飲むのも忘れてそわそわしていると、ふいにシャディードが呻いた。

「……なんだ？　変に眩暈がするな……」

　額を押さえ、顔をしかめて瞬きしながらのろのろとかぶりを振る。そのままドサリと寝台にうつ伏せてしまい、ラキスは呆然とした。

　慌てて杯を盆に戻し、男の肩を揺する。

「シャディード様？　どうなさったのですか、シャディード様！」

　いくら揺さぶっても反応がない。ぐったりと目を閉じたままだ。

（どうして……!?　ワインは飲まなかったのに）

「誰か……っ」

　助けを呼ぼうとした瞬間、有無を言わさず口をふさがれた。いつのまにか忍び寄った黒衣の人影が背後からラキスを羽交い締めにしていた。

「水を飲んだ？」

　耳元でレイヤの声が囁く。ラキスは凍りついたように目を瞠った。答えないラキスに苛立ったように、尖った声がふたたび尋ねた。

「おまえは柑橘水を飲んだのかと訊いてるんだ」

　反射的に竦み上がり、ぶるぶるっと激しくかぶりを振ると、身体を締めつける力が少しだけゆるんだ。

「よかった。もし飲んでたらすぐに解毒剤を飲ませないといけないからね」

　解毒剤。

　口元を押さえる手をラキスは無我夢中で振り払った。

「シャディード様に解毒剤を飲ませて！　早くっ」

「どうしてそんなことしなくちゃいけないのさ？　せっかくうまくいったのに」

　心底不思議そうに返され、ラキスは絶句した。

「ひどいっ……！　最初からワインじゃなく柑橘水に毒を入れていたのね!?　わたしのことも殺すつもりで──」

「まさか。ラキスは昔からなんだろうと飲み物の類はゆっくり少しずつしか飲まないじゃないか。だから大して飲まずに済むとわかってたんだ。すぐに解毒剤を飲ませれば大事には至らない。どうせこいつは酒と同様のやり方で飲むに違いないと思った。予想どおりだったな」

　昏倒しているシャディードを侮蔑の目で見下ろし、レイヤは飄然とうそぶいた。

　信じられない。完全に常軌を逸している。

　ラキスがシャディード同様に杯を空ける可能性だって少なからずあったのに。

（早くシャディード様に解毒剤を飲ませなきゃ……！）

　無我夢中でレイヤの腕を振りほどき、ラキスは寝台を飛び下りた。寝室の飾り棚に駆け寄り、細工物の小箱を掴む。

「無駄だよ。おまえに渡したのは全部毒だ。赤い包みも白い包みもね」

　愕然と振り返ると、レイヤはにぃっと口角を三日月のように吊り上げた。

「どうせ使わない──使えないだろうと思ってね。疑うなら飲ませてみれば？　より確実に、このケダモノを殺すことができるよ」

　ラキスの手から小箱が滑り落ちる。床に当たった衝撃で仕掛けが壊れたのか、蓋が開いて赤と白の包みが散乱する。

「────ケダモノは兄さんだわ！」

　ラキスは絶望の叫びを上げた。

「こんな酷い……こんな……っ。どうしてこんなことが平気でできるの!?」

「おまえのためなら、僕はなんだってするよ」

「わたしのためじゃない！　全部兄さん自身のためよ！　わたしを縛りつけておきたいだけじゃないのっ……」

「僕にはその権利があるんだ」

　無邪気と言ってもいいくらいにあっさりとレイヤは口にした。

「だって、ラキスがこうして今生きているのは僕が見つけてあげたからじゃないか。そうでなかったらとっくに死んでる。そのことをちゃんとわかってるのかな？」

　薄笑いを浮かべながら恬淡てんたんと問われ、おぞましさにぞわぞわと鳥肌が立つ。

「……命を救ったから、自分のものだ、と……？」

「そうさ。僕が見つけて、助けてあげたんだ。あのときからおまえは僕のもの、僕だけのものなんだ。……困ったな、こんな簡単なこともわからないなんて。余計なことを考えないよう注意深く誘導してきたけど、ちょっとやりすぎたかもしれない」

　端正な眉間にしわを寄せ、レイヤは独りごちた。

　その呟きにラキスの絶望はさらに深まる。

　思い過ごしではなかった。やはり自分は操られていたのだ。兄にべったり依存するよう巧妙に仕向けられていた。

　そう理解した瞬間、ラキスにとってレイヤは得体の知れぬ怪物と化した。

　嫌悪が情愛を完全に上回り、命を救われた感謝の念さえぼろぼろに腐食してしまう。口の中に湧いた金気くさい唾を無理やり飲み下し、ラキスは抑えつけた声音で尋ねた。

「……シャディード様を助ける気はないのね？　たとえわたしが兄さんに付いていくと言っても。一生兄さんの言いなりになると誓っても」

「こいつはおまえを穢けがしたんだ。こいつが生きてる限り染みついた汚れは取れない。この男が死んで初めて、おまえは元のきれいな身体に戻れるんだよ。裏切りを許すのはそれからさ。もちろんおまえは一生僕のもの。そんなこと、最初から決まってる」

　どこまでも平然と、得々とレイヤは高言した。

　ラキスは青ざめ震える唇を噛みしめた。

「……だったらわたし、汚れたままでいい。シャディード様はわたしを汚れてるなんて絶対言わないもの……。わたし、シャディード様とずっと一緒にいたい。だからわたしも一緒に死ぬわ」

　ラキスは足元に散らばる包みをかき集め、びりびり引き裂きながら次々に中の粉末を口に入れた。赤も白も関係なく──どうせどちらも毒だ──粉がこぼれるのもかまわずに口の中へ注ぎ続ける。

「何をするんだっ!?」

　さすがに仰天したレイヤが飛び上がり、噎むせて涙をぼろぼろこぼしながらなおも毒を服のもうとするラキスに駆け寄った。

　ラキスの肩を掴もうとした手は、しかし届くことはなかった。背後から伸びた手が荒々しく長衣を掴み、投げ飛ばす。

　レイヤの身体が床に叩きつけられると同時に、力強い声音がしなる鞭のごとく宙を打った。

「ダシール！　その者を捕らえよ」

　大きな掌で背中をさすられ、咳き込みながらラキスは涙の溜まった睫毛を必死に瞬いた。

「シャ、ディード……さま……？　ご無事、で……？」

「大丈夫だ、この粉は毒じゃない。小麦粉に砂糖を混ぜただけの無害な代物だ」

「!?」

「すり替えておいた。おまえがこの箱になんだかよくわからんものを隠しているので念のため、な」

　一気に脱力し、ラキスは男の腕の中で呆然とした。

「……知っていらしたのですか」

「このところずっと様子がおかしかったから気になっていた」

　シャディードは粉で汚れたラキスの頬をまめまめしくぬぐいながら言い、しどけなくはだけてしまっていた夜具できっちりと裸身を包んだ。

「誰か、水を持ってこい。──大丈夫か？」

「は、はい。……本当にお砂糖ですね。甘い……」

　無我夢中で味など全然構っていなかった。

　急ぎ足で歩み寄った黒衣の侍女が水の入った大振りの杯を両手で差し出す。じろりとシャディードが侍女を見た。

「念のため訊くが、安全だろうな？」

「もちろんでございます、陛下。たった今、井戸から汲んでまいりました」

　その声はラキスの世話をしてくれる侍女のひとりに間違いなかった。ラキスは思わず彼女の腕を掴んだ。

「みんな無事なの!?」

「大丈夫です、お妃様。本来の宿直とのいは眠り薬にやられましたが、陛下のご下命により控えの者が待機しておりましたので」

　ふだん無口な侍女は、気が昂っているのか早口に答えた。

「本当に眠り薬？」

「御殿医がそう申しております。皆きちんと手当てを受けておりますのでご安心ください」

「そう……」

　ようやく安堵してラキスは杯を受け取り、何回かにわけて冷たい井戸水を飲んだ。

　シャディードはさらに女官たちに指示して衝立を用意させ、ラキスに着替えをさせた。

　粉の飛び散った首や胸元を濡らした布で拭き、ゆったりと作られたカフタンをまとって面紗ヴェールで顔半分を隠す。

　侍女に手を取られて衝立の陰から出ると、後ろ手に縛られて跪かされたレイヤの前に、腕組みをしたシャディードが黙然と立っていた。

　彼は振り向くと、気づかわしげに眉をひそめた。

「大丈夫か？　座っているといい」

　皇帝付きの宦官が長椅子を運んでくる。遠慮したが、座ってろと再度言われて腰を下ろした。

　観念したのか、レイヤは抵抗することなく跪いている。ぎらつく紫紺の瞳はふてぶてしく、観念したというより居直ったという感じだ。

　女ものの黒い衣装とくっきり引かれたアイライン、紅も引いていないのに毒々しいほど赤い唇もあいまって、その姿は不吉な妖精を思わせた。

「そのほうがレイヤか。ラキスの育ての『兄』だという」

　レイヤは薄笑いのかたちに唇をゆがめただけで黙っている。

「答えぬか！」

　ダシールに一喝されても肩をぴくりともさせない。素早く抜かれた剣が首筋にひたりと当てられても、レイヤは薄笑いを浮かべたまま平然としていた。

「剣をしまえ、ダシール」

　シャディードから静かに命じられ、彼はしぶしぶ長剣を鞘に収めた。

「──何故動ける？」

　だしぬけにレイヤが尋ねた。

「あの毒を服のんだのなら、そのように動けるはずがない」

　シャディードは皮肉な笑みを浮かべ、夜着の袖から何かを取り出した。

「飲まなかったのだから当然だな」

　取り出したものをぎゅっと握ると、滴り落ちた水が床で跳ね返る。彼が手にしていたのは毒水をたっぷりと含んだ海綿だった。

「飲み干したふりをして即座に二杯目を注がせ、その隙に左手に隠し持った海綿に吐き出したのだ。手許に集中していたラキスは気付かなかった。ラキスが飲んでしまわないよう、すぐに毒が効いてきたふりをした」

「柑橘水に毒が入っていると気付いた理由は？　疑惑を抱いていたとしても、ワインのほうに入っていると思うはずだ」

「そうだな。ラキスは酒が呑めないから、安全策を取るならワインに入れるだろう。だが、ラキスが言われるままに従うとは、さすがにおまえも期待しなかったのではないか？　両方に毒を入れれば絶対確実だ。さっきおまえが喋ったとおり、ラキスは飲み物をちびちび飲む癖がある。たとえ飲んでしまっても少量ならば充分手当てが可能と踏んだ。──そんなところだろう。それにしても、ずいぶんと自分本位な賭けをするものだ。もし俺が気付かずに飲んでいたらラキスも一緒に死んだかもしれないんだぞ」

　ぞっとするような目付きでレイヤがシャディードを睨めつける。

「すぐに解毒剤を飲ませれば死なないさ」

「……ああ、そうか。騒がれたり抵抗されたりしないよう、あらかじめ手を打っておいたわけだ。半死半生の状態にしておいたほうが、連れ出すのが楽だからな」

　冷嘲まじりに決めつけられたレイヤは、むっつりと押し黙った。言い返さないところを見ると、図星を刺されたに違いない。

　悲しみが押し寄せ、ラキスはうつむいて唇を噛んだ。

　結局レイヤは自分の都合しか考えていなかった。これまでもずっと……。

「取り調べは明朝行なう。──連れて行け」

　レイヤが引き立てられていくときも、ラキスは顔を背けたままでいた。

　シャディードは女官たちに寝室の清掃と、何か温かい飲み物を持ってくるように命じるとラキスを居間へ連れていった。長椅子に並んで座り、ラキスは尋ねた。

「……兄のこと、知っていらしたのですか。後宮にいることを」

「偶然ダシールが見かけてな。金髪の宦官はさほど珍しくないが、紫紺の瞳というのは珍しい。年格好も合っているし、後宮へ入ったのはごく最近。ラキスを取り戻しに来たのだろうと察しはついたが、大宰相の肝煎きもいりとなれば何か他にも目的があるはずだ。しかし、皇太后のお気に入りとなると迂闊に手を出せない」

　シャディードは、ラキスが無理やり連れて行かれた皇太后の宮殿でレイヤを見かけるよりも前に、彼が後宮に入り込んでいることを掴んでいた。

　どう伝えたらいいものかと悩んでいるうちに、皇太后のほうからラキスにちょっかいを出してきた。

「自分の息のかかっていない女から跡取りが生まれてはまずいと焦ったんだろう。大宰相と皇太后は、彼らの一族に連なる娘との婚姻をしきりに勧めてきていた」

「そうだったんですね……」

「言っておくが、すべて断ったからな」

「は、はい」

　念を押すように言われ、ラキスは慌ててこくこく頷いた。

　そこへ女官が温めたミルクに蜂蜜を入れたものを持ってくる。ほんのり甘いミルクをゆっくりと味わいながら、話の続きに耳を傾ける。

「宴で舞うなどと妙に焦って言い出したので、兄を見かけたのだなとピンときた。だが、問い詰めてもあっさり口を割るとは思えず、しばらく様子を見ることにした。おとなしい顔をして頑固な一面があることはわかっていたし」

　初対面のときの言い争いが思い浮かび、ラキスは赤くなって肩をすぼめた。

「……では、わたしは監視されていたのですね。兄が庭にやってきたときも……？」

「監視というと語弊があるが、まぁ、そうだな。信用のおける女官や宦官の中から特に機敏で目配りのできる者を選んで、それとなく見張らせておいた。こちらからは手を出しにくいので、向こうから来てもらうことにした」

「兄は……少し自信過剰になっていたのかもしれません」

　ラキスの呟きに、シャディードは頷いた。

「今まで失敗したことがなければ、そうなってもおかしくないな。ラキスを取り戻したい一心で、平静を欠いていたというのもあるだろう」

「以前シャディード様が仰っていた、旅芸人の中に暗殺者がひそんでいるというのは……やはり兄のことなのでしょうか」

　眉間にしわを寄せ、シャディードは頷いた。

「これから厳しく取り調べるが、まず間違いないだろうな。奴がおまえに喋った内容は、見張りの者からの報告で聞いた」

「……兄は死刑になるんでしょうね」

　シャディードはしばらく黙っていた。

「それは、避けようがない」

　固い声音で彼は告げた。ラキスはうなだれ、空になった杯を握りしめた。

　皇帝の毒殺未遂だけでも極刑が当然なのに、レイヤはすでに何人もの人間をその手にかけている。シャディードが弟のようにかわいがっていたサクルまで──。

「……わたし、お暇いとましなければならないと思います」

「何を言う!?」

　シャディードは驚いてラキスの肩を掴んだ。

「兄が大罪を犯したのに、このままお情けをいただくわけにはまいりません」

「実の兄ではなかろう。奴はおまえを拾っただけ、血が繋がっているわけではない」

「それでもわたしを養ってくれたのは彼なんです。レイヤが守ってくれなければ、わたしはどうなっていたか……」

「奴はおまえを自分に都合よく理想化し、執着していただけだ。それはもうわかっているのだろう？」

　ラキスはうなだれた。

「……わかっています」

「おまえに罪はない」

「そうは思えません」

　ラキスは顔を上げ、シャディードを見つめた。

「わたしの存在がレイヤの心をゆがめたのは事実なんです。わたしを拾わなければ、お金で人を殺めたりはしなかったはず……。そう思うともう本当に……たまらない気分になるんです……！」

　絶句するシャディードの手をそっと振り払い、ラキスは長椅子から下りて平伏した。

「お願いです。どうぞ、陛下の広大なるお慈悲をもって、わたしを後宮から追放してください」

　額を床に押しつけ、血を吐くような思いで懇願する。

　シャディードは答えようとしない。しばし重苦しく張りつめた時間が流れた。

　やがて彼が立ち上がる気配がしたかと思うと、いきなり抱き上げられた。

「──っ!?」

　驚いているうちに寝室へ運ばれ、きれいに整えられた寝台に下ろされる。反射的に身構えるラキスに、シャディードは無造作に夜具をかけた。

「寝ろ」

「……ぇ」

「騒ぎで頭がどうかしているんだ。今夜はゆっくり休んで明日改めて考えろ」

「決意は変わりません！」

「いいから、今は言われたとおりにしろ」

　鋭利な一瞥にたじろいでしまう。

　シャディードは目許をやわらげ、夜具の上からラキスの肩を軽くたたいた。

「ともかく休むんだ。いいな？　話は明日、ちゃんと聞くから」

　穏やかになだめられると気恥ずかしさが込み上げ、こくりと頷く。

　ラキスの額にそっと接吻し、静かに彼は出ていった。横たわってじっとしていると、涙があふれて頬を伝った。

　声を殺してすすり泣くうちに、いつしかラキスは眠りに落ちていた。

















第六章












　翌日の話し合いは平行線をたどり、ラキスの暇乞いは保留となった。

　なんとか慰留しようとシャディードは懸命に努めたが、頑としてラキスは固辞し続けた。

「いずれにせよレイヤの取り調べが済むまでは後宮を出すわけにはいかない」

　根負けの態でシャディードに諄々じゅんじゅんと説かれてやむなく承諾したものの、以前と同じ扱いではやはり公正さに欠けるのではと気になる。

　皇帝としての評判に悪影響が及ぶといけないので牢に入れてほしいと頼むと、血相を変えて撥ねつけられてしまった。

　結局ラキスは元の小宮殿にて『軟禁』という扱いになった。

　もともと後宮内を出歩くこともなかったので、あまり意味のない処置だとは思うが、シャディードとしては精一杯の『罰』なのかもしれない。

　変わらずに自分を愛してくれることが、嬉しいと同時に申し訳なくもなる。そんなラキスの気持ちを慮ってか、シャディードはあれ以来同衾どうきんを控えている。

　数日後、ラキスはシャディードに連れられてレイヤが収監されている牢獄を訪れた。もう一度ラキスに会わせてくれたら知っていることをすべて話すと言い出したのだ。

　取り調べの行なわれる小部屋でシャディードとともに待っていると、獄吏に伴われてレイヤが入ってきた。

　粗末な麻の囚人服を着せられ、手枷足枷を嵌められた上に鎖で繋がれたレイヤの姿には胸が痛くなる。数日で急にやつれてしまったようだが、拷問を受けた様子はなくてそれだけはホッとした。

　レイヤは机を挟んでラキスの向かいに座った。獄吏が机に麻袋を載せると皇帝にうやうやしく一礼し、頭を低くしたまま部屋から出ていった。

「あんたも出てってくれ」

　ぶっきらぼうにレイヤがシャディードに言い、ラキスはひやりとした。もしここに獄吏が残っていたら、あるいはダシールなどの側近がいたら、不遜な口のききかたを罰せられたに違いない。

　だがシャディードはぴくりと眉をわずかに動かしただけだった。彼はラキスの傍らに腕を組んで立ったままでいる。

　レイヤは翳かげりの落ちる口許に薄笑いを浮かべた。

「見てのとおり僕は手足を拘束され、身動きもままならない。それでも心配か？」

「だが口は自由だ。自分勝手な妄言で、これ以上ラキスの耳を汚されたくない」

　冷たくシャディードが応じると、レイヤは肩を揺らしてくつくつ嗤った。

「心配はいらないよ。ただ、最後に少しばかり水入らずで話したいだけさ。別にいいだろう？　少なくともラキスは、十年以上も僕のことを『兄』と慕っていたんだから」

　レイヤの薄笑いにラキスはぞっとした。一刻ごとに怖気おぞけが増すばかり。かつて誰よりも感じていたはずの親しみは凍りついて氷塊と化し、いまやバラバラに砕けてしまった。

　ただ、ぬぐいきれない憐憫れんびんと罪悪感とが、彼の面前にラキスを引き止めているのだった。

「……お願いします、陛下」

　レイヤに目を向けたまま、ラキスは囁いた。

　シャディードがかすかに溜め息をつく。あれ以来ラキスは彼を名で呼ぶことを止めた。おこがましくて、申し訳なくて、とても口にできない。

　彼はそっとラキスの肩に手を置いた。

「少しだけだぞ」

「ありがとうございます」

　頭を垂れて呟く。シャディードが出て行くまで、ラキスは顔を上げなかった。

　扉が閉まり、ゆっくりと顔を上げる。レイヤは真顔になってまじまじとラキスを凝視したかと思うと、失望したように肩をすくめた。

「がっかりだな。すっかりただの女になってしまって」

「わたしはもともとただの女にすぎないわ」

　侮蔑口調に傷つくことなくラキスは淡々と応じた。

「おまえは僕のラキスじゃない」

「そうね。『兄さんのラキス』はもういない。どこにも」

「どこにも？」

「ええ。どこにもいないわ。消えたの。永遠にね」

「ふぅん……。だったらもういいや」

　レイヤは駄々っ子じみた表情で鼻を鳴らし、手許に麻袋を引き寄せた。手枷を嵌められた手で四苦八苦して中を探り、机の上に腕輪をひとつ置く。

「返すよ、これ」

　ターコイズとラピスラズリ、赤瑪瑙を交互に嵌め込んだ、黄金の腕輪だ。

「いらない」

　厭わしさから反射的に撥ねつけると、レイヤは不満げに口を尖らせた。さっきからレイヤのしぐさは妙に子どもじみている。

「僕が買ったものじゃない。見つけたとき、おまえはこれを腕に嵌めていたんだ」

「……わたしが？」

　面食らってラキスは腕輪を見つめた。一度も見た覚えがない。

　幅広の豪華な腕輪で、宝石を嵌め込んだ台座の部分には精緻な彫金が施されている。

「まだ子どもだったから、二の腕に嵌まってた。そのおかげで流されずにすんだのだね。がめつい座長とその女房に見つかったら取り上げられるに決まってるから隠しておいた。訊かれたら教えるつもりだったけど、一度も訊かれなかったからそのまま僕が持ってたんだ」

　無邪気な口調で得意げに喋るレイヤを、ラキスは唖然と眺めた。

「訊かれなかった、って……。わたしは記憶をなくしていたのよ？」

「だから、下手に見せれば記憶が戻ってしまうかもしれないだろう？　せっかく見つけた僕だけの宝物を失うようなまねはしないよ」

　レイヤはまったく悪びれもせず、小馬鹿にした目付きでラキスを見ている。

　彼は最初からラキスを救おうとしたわけでもなければ、救ったつもりもなかった。単に河を流れてきた『お宝』を拾っただけ。

　ふつうと違ったのは、宝石を散りばめた黄金の腕輪よりも、それを嵌めていた少女のほうに価値を見出し、執着したことだ。

（すぐにこれを見せられたら、記憶が戻ったのかしら？）

　戻ったかもしれないし、戻らなかったかもしれない。

　今この腕輪を見ても、何も思い浮かばず、感情も動かなかった。ただ、物悲しさだけがひたひたと胸に迫る。

　ラキスは腕輪を掴み、立ち上がった。

「……さようなら。兄さん」

　背を向けても応じる声はなかった。ラキスは振り向かず、そのまま扉を開けて外に出た。

「ラキス」

　壁にもたれていたシャディードがハッと身を起こす。廊下には獄吏の他に取り調べを行なう役人などが数名控えていた。

「ありがとうございました」

　頭を垂れて低く呟くと、シャディードが無言で肩を抱いた。

「何か言われたか？」

「これを返してくれました。それだけです」

　ラキスが差し出した腕輪をシャディードは驚いた顔で受け取った。

「レイヤが見つけたとき、わたしはこれを嵌めていたそうです」

「……そうか。さっそく調べてみよう。しばらく預かるぞ？」

　無言でラキスは頷いた。

　シャディードはラキスを宮殿まで送り届け、腕輪を持って急ぎ去った。

　期待はしていなかった。すでに十三年もの歳月が経っているし、高価な品物のようだが、デザインに目立つ特徴があるわけでもない。

　あのような腕輪はごくありふれていて、ある程度の富裕層ならひとつやふたつ持っているものだということを、今のラキスは知っている。

　自分がそれなりのお金持ちの娘だったことは確かなようだが、親兄弟はすでにこの世を去っているかもしれない。

　過分な期待は禁物。レイヤに騙されていたショックも尾を引いて、本当の家族に会いたいという切実さがなかなか湧いて来ないというのが正直な気持ちだった。










　それから一月ほど経って、ラキスは後宮を出ることになった。

　レイヤはラキスに腕輪を返して気が済んだのか、約束どおり知っていることを洗いざらい喋り、従容として刑に就いた。

　その顔は夢見る人のようであったと言う。

　彼の心は既に現世を離れていたのかもしれない。生身のラキスに拒絶されたレイヤは、夢想の中に彼だけのラキスを見出した。彼だけを頼り、愛する清純無垢な永遠の花嫁を──。

　ラキスは馬車に乗せられ、後宮を離れた。何故か馬車には憮然としたシャディードが同乗していた。追い出されるのではなく、どこかへ連れて行かれるらしい。

　どこへ、とは尋ねなかった。たとえ処刑されても文句は言えなかったのだから。きっとどこかに幽閉されるのだろう。

（最後にシャディード様のお顔が見られてよかった）

　もしかしたら、彼が同乗したのはせめてもの情けなのかもしれない。

　ラキスに恨む気持ちはなかった。何も言わなくても、ただ彼の側にいられるだけで、幸せで穏やかな気持ちになれる。

　わずかなあいだでも彼に愛された思い出は、いつまでも胸をあたためてくれるだろう。

　馬車が止まり、ラキスはとまどった。思ったよりずっと早い。窓に覆いがかかっているので判然としないが、まだ市街地を抜けてはいないはず。

「……ここは？」

「おまえの暮らす家だ」

　無造作に言ってシャディードは自ら馬車の扉を開け、身軽に飛び下りてしまう。慌てて従僕が足台を置き、シャディードに手を取られてラキスは馬車を降りた。

　どうやら閑静な住宅街の一角らしい。裏町の喧噪の代わりに聞こえるのは、のどかな鳥の鳴き声と微風がさわさわとそよぐ音だけ。古くからのお屋敷町といった風情だ。

　振り向くと、倉庫や納屋となっている分厚い壁のあいだに、今通ってきた通路が見えた。ラキスが立っているのは石畳の中庭で、三方は回廊になっている。

　正面玄関の扉が開き、ふたりの男女がいそいそと階段を下りてくるなり石畳に跪いた。

「お越しいただき光栄です、陛下」

　灰銀色の髪をうなじでひとまとめにした男性が、うやうやしく挨拶をする。五十代の半ばくらいだろうか。女性のほうも同年代なので夫婦だろう。

「カルン、シャザラ。ふたりとも元気そうだな」

「はい、陛下」

　女性がいっそう身を低くして答えた。

「どうぞ、お入りください」

　カルンと呼ばれた男性が案内に立つ。ちらっとラキスを見たが、すぐに目を伏せてしまったので、どう思っているのかはわからない。目の色は深緑のようだ。

（カルン……？）

　聞いたことがあるような名前だが、すぐには思い出せない。シャディードに促されて歩きだすと、女性と目が合った。

　カルンの妻シャザラは何故か食い入るようにラキスを見つめていた。視線が合うと、さらに驚愕した様子で大きく目を見開き、なんだろうとラキスは当惑した。

　彼女は蒼い瞳をしており、結い上げた髪は白っぽい金髪だ。大陸交易路沿いに位置するアルタイラ帝国の民はさまざまな出自を持ち、容姿は多種多様である。王家や旧臣貴族は黒髪が多いが、一般庶民には明るい髪色や目の色をしている者も珍しくない。

　彼女自身も夫もそうなのだから、銀髪でターコイズグリーンの瞳のラキスにびっくりしたわけではないだろう。

　かといって単なる好奇心ではなく、ましてや悪意や侮蔑はかけらもない。むしろにわかに何か期待を抱いたように蒼い瞳に強い輝きが宿っていた。

　彼女が後ろに回って見えなくなっても、じっと自分を見つめ続けていることが感じられた。悪意を抱いているわけではなくても、なんだか落ち着かない。

　屋敷は豪華ではないものの、清潔でよく手入れが行き届いており、品のある雰囲気が漂っている。

　案内された居間で長椅子に並んで座ると、シャディードはラキスの肩を抱いて切り出した。

「これが例の娘、ラキスだ」

　前置きもなく紹介され、一気に緊張感が高まる。

　てっきり牢獄に収監されるものと思い込んでいたのに、連れてこられたのは普通の民家。この夫婦は監視役なのだろうが、それにしてはおっとりしているというか……あって当然の警戒心が微塵も感じられない。

「はい」

　カルンは目を瞬かせ、ラキスを見た。理知的で思慮深げなまなざしに、奇妙な光が揺れている。まるで感情の昂りを必死に抑えているかのようで、その点では妻とまったく同じだ。

　シャザラは夫の傍らで感極まった風情で立ち尽くし、瞬きすら惜しむようにラキスを見つめている。

　どぎまぎして視線を避けるようにうつむくと、気付いたカルンがそっと妻の肘に触れた。

　我に返ったシャザラは顔を赤らめ、目を伏せて小声で詫びの言葉を呟いた。

　シャディードはラキスに向き直って続けた。

「ラキス。おまえにはしばらくここで暮らしてもらう」

「陛下のご命令に従います。……ですが、あの、ここは……牢獄ではないようですが……？」

「牢獄？　誰がおまえを牢獄に入れると言った？」

　ムッとしたように言われ、ラキスは頭を垂れた。

「も、申し訳ございません！」

「そう怯えるな。……やれやれ、すっかり信用をなくしてしまったらしい」

　ぼやくような呟きに、ラキスは焦った。

「!?　そんなっ──」

「安心しろ。ここはカルンの自宅だ。妻のシャザラとふたり暮らしだから、おまえものんびりできると思って預けることにした」

「そう……ですか」

「カルンは昔の俺の教師でな。大宰相を務めた経験もある」

「──あ」

　ラキスは思い出した。いつかシャディードが話してくれたことがある。

「ほんのいっときのことです。とっくに引退しましたので……」

「俺は認めていない。近々また知恵を借りることになるだろうから準備しておいてくれ」

「陛下も人使いが荒い。こんな年寄りを」

　溜め息をついてカルンは首を振ったが、ふたりの遣り取りには気心の知れた者同士の軽妙さがある。普段から親しく付き合っていることが窺われた。

　シャディードはふたたびラキスに向き直り、ぐっと真剣さを増した表情になった。自然とラキスの背筋も伸びる。

「ラキス。これからしばらく会えなくなるが、辛抱してくれ」

「は、はい……？」

　しばらくどころかもう二度とシャディードには会えないと思い込んでいたラキスは、当惑に眉をひそめた。

　それをどう取ったのか、彼はラキスを力一杯抱きすくめ、すっくと立ち上がった。

「だめだ。これ以上一緒にいると連れて帰りたくなるので俺はもう行く」

　唖然とするラキスを残してシャディードはすたすたと部屋を出ていく。戸口で一瞬足を止めたものの、振り向くことなく足早に立ち去ってしまった。

　慌ててカルンが見送りに立つ。

　シャザラとふたりだけになってしまい、居たたまれなさに動揺していると、いきなりシャザラが尋ねた。

「お腹減ってません？」

「えっ？　いいえ……それほどでも……」

「それじゃ、何か飲みますか？」

「はぁ、あの……お構いなく……」

「すぐ用意させるわね！」

　ラキスの返答が耳に入らなかったのか、シャザラは浮き足立った様子でそわそわと飛び出していった。

　わけがわからずまごついていると、廊下で夫妻が何か喋っているのが聞こえた。やがてカルンが戻ってきて苦笑した。

「すまなかったね。どうも、すっかり上がってしまって。今、妻が茶の用意をしている」

「あの……わたしはこちらでお世話になる……のでしょうか？」

「陛下から説明は──なかったか。あの方は怜悧なご気質ゆえ少年の頃から独断専行の気味がおありでね。側近をひどくやきもきさせていた。いや、今でもそうか」

　カルンは椅子を持ってきてラキスの近くに座ると身を乗り出した。

「ラキスさん。私たちは陛下からあなたをお預かりした。これから陛下は宮廷内で思い切った刷新を断行される。万が一の事態を想定して、あなたの身の安全を図るため一時的に遠ざけることにされたんだ」

「わたしは罰を受けたのではないのですか……？」

「罰とは？」

「兄……の……」

　口ごもるとカルンは重々しく頷いた。

「ああ、聞いている。しかしその件はあなたに非があったとは言えないのではないか？　むろんあなたが良心の咎めを感じても無理はないが……」

　カルンのていねいな説明で、やっとラキスにも事態が呑み込めてきた。

　大逆罪は一族郎党に及ぶため、てっきりその廉かどで後宮から追放されたと思い込んでいたが、まったくの早とちりであった。

「では、わたしはこちらで何をすればいいのでしょうか」

「うん、まぁ、行儀見習い……かな？　ラキスさんは旅の踊り子だったそうだね」

「はい。礼儀作法が身についていませんので、後宮ではいつも恥ずかしくて……」

「これから身につければいい。私たちには子どもがなくてね……。あなたが来てくれてとても嬉しく思っている。妻などすっかり頭に血が上ってしまって、昨日からそわそわしどおしだ。上がっているだけだから悪く思わないでおくれ」

「いえ、そんな」

　そこへ召使を伴ってシャザラが戻ってきた。首の細いポットと数種類の菓子類が大きな盆に載っている。珈琲カフヴェの芳ばしい香りがした。

　シャザラはあまり喋らなかったが、終始笑顔を絶やさなかった。嬉しくてたまらないという表情で、本当に心から歓迎してくれているようだ。

　そわそわと落ち着きがないのは、何か尋ねたいことがあるのを我慢しているせいらしい。

　一緒に珈琲カフヴェを飲みながらかいつまんでこれまでの身の上を語ると、夫妻は絶句し、やけに真剣な顔つきになって頷きあったが、その場ではそれ以上何も言わなかった。

　そうこうするうち何台も荷馬車が到着し、執事の采配で荷物を運び込み始めた。すべて自分の荷物だと聞いてラキスは仰天した。

　着替えも何も持たずに来てしまったが、私物などごくわずかなもの──というよりほとんど何もない。シャディードから与えられたものを、ラキスは自分のものだと思っていなかった。

　衣服を納めた櫃ひつだけでも十個近くあり、装飾品や日用品、銀のランプ、テーブルに長椅子など、いずれも美しい細工物ばかりだ。

　荷物だけでなく、後宮で世話をしてくれた女官のひとりがラキスの専任侍女としてやってきた。さすがにカルンも呆れた面持ちで苦笑していて、却って申し訳ない気分になる。

「陛下はよほどあなたがかわいいのだね」

　しみじみとした口調で言われ、ラキスは恥じ入って赤面してしまった。

　ラキスのために用意された部屋は二階の続き部屋で、玄関とは反対側にある庭を見下ろせる。ラキスはシャザラや侍女とともに午後いっぱいかかって荷物を片づけ、部屋を整えた。

　一緒に作業するうちにシャザラともだいぶ打ち解けられた。彼女は最初、ラキスにはゆっくり休んでいるよう言ったのだが、客ではないのだからと頼んで手伝わせてもらった。

　本当は自ら率先してやらなければならないのだろうが、移動生活が長かったラキスには勝手がよくわからない。その点、後宮から来た侍女は何事につけてもてきぱきしており、無駄口もたたかないのでシャザラも彼女が気に入ったようだ。

　夕暮れ間近になってようやく部屋が整い、カルンとシャザラと三人で食卓を囲んだ。まだぎこちなさは残るものの、ふたりとも善い人だし、うまくやっていけそうな気がする。

　湯浴みを済ませ、侍女の世話で寝支度をしていると、シャザラがやって来て、自分にさせてもらえないかと頼んだ。

　この家の女主人に世話を焼いてもらうのは気が引けたが、どうしても、と懸命な面持ちで頼まれては遠慮するわけにもいかない。

　侍女が下がると、シャザラはブラシを手にしてラキスの髪をていねいに梳り始めた。

「綺麗なお髪ぐしだこと……」

　ほぅと溜め息交じりにシャザラは呟いた。

「ありがとうございます」

「娘を思い出すわ」

「……娘さん、ですか？」

　ラキスはどきっとした。以前シャディードが何か言っていた気がする。そう……確か幼い娘を亡くした、と。

「ええ。娘もね、こういう銀色の髪で、ターコイズグリーンの瞳をしていたの。だから、陛下からお話があったとき、是が非でもうちでお世話をさせてほしいと頼んだのよ」

　シャザラが妙にそわそわしていた理由はそれだったのかとラキスは納得した。

「あなたを見たとき……娘が帰って来たと思ってしまったわ。こんなに大きくなって……美しくなって……」

　声を詰まらせ、シャザラはブラシの柄を握りしめた。しばしうつむいて歯を食いしばっていたシャザラが顔を上げて照れ笑いをした。

「ごめんなさいね。そんなことあるわけないって思っても、やっぱり──」

　ふたたび髪を梳き始めたシャザラの手がふいに止まる。彼女は鏡台に置かれたランプを取り上げると、ラキスのうなじを照らした。炎の熱が近づいて焦る。

「な、なんですか!?　何か付いて──」

　シャザラはブラシを放り出し、震える指で生え際に触れた。耳の付け根に近い、少しくぼんだ部分だ。何かを確かめるように指先で探り、ランプを近づける。

　虫がついているわけではないようだが、炎で髪が焦げそうでうかつに動けない。首を傾けたまま固まって冷や汗をかいていると、いきなりシャザラが叫んだ。

「リーシャ！」

「えっ……」

「リーシャ！　リーシャだわ！　やっぱりそうよ、そうだったんだわ……！　──あなたっ、来て！　あなたぁああっ」

　すっかり動転して叫び立てるシャザラがランプを取り落としそうになり、慌てて受け止めて鏡台に戻す。

　そこへ泡を食ってカルンが駆けつけ、下がった侍女も血相を変えて戻ってきた。

「どうした!?　蛇でも出たのか!?」

「あなたっ、リーシャよ！　リーシャが帰って来たのっ……」

　夫にすがりついて訴えたかと思うと、シャザラはふたたびラキスの下へ舞い戻り、己の胸にひしと抱きしめた。

　わけがわからず目を白黒させているラキスと驚喜の涙にくれる妻を、カルンは呆気にとられて交互に見た。

「落ち着け、シャザラ。ラキスがびっくりしてるじゃないか」

「ラキスじゃないわっ、リーシャよ！　間違いないわ！　ほら、これを見て」

　シャザラはラキスの髪を強引に掻き上げ、うなじを露出させた。ラキスはうろたえたが、興奮しきったシャザラはそこまで気が回らない。

「ほらっ、ここに痣があるでしょう？　薔薇の花びらみたいな。リーシャと同じよ！」

　男性のカルンにしげしげとうなじを見つめられてラキスは狼狽した。だが、非常に重要なことだと感じたため、なんとか耐える。

「……確かに」

　かすれた声でカルンは呟いた。

「あ、あの……なんなのでしょうか……？」

　おそるおそる尋ねると、カルンは我に返って妻を制した。

「手を離しなさい。ちゃんと説明しないとラキスが混乱するばかりだ」

「リーシャよ。わたしのリーシャなのよ……！」

　シャザラは頑なに首を振り、ラキスを抱きしめて離そうとしない。まるで手を離したら消えてしまうと恐れているかのようだ。

　ラキスはそっと彼女の手に触れた。

「大丈夫です。わたし、ここにいますから」

　微笑んでそっと手を握ると、絶句したシャザラはようやくしぶしぶと腕を解いた。その代わり、しっかりとラキスの手を握りしめている。

　居間へ移って三人だけになると、向かい合って座ったカルンが頭を抱えて嘆息した。

「どこから話せばいいか……」

「あの、痣ってなんですか？　わたし、首に痣があるんですか？」

「知らないのかね？」

　意外そうにカルンが眉を上げる。

「無理もないわ。自分では見えない位置だもの」

　愛おしそうにラキスの手をさすりながらシャザラが言う。

　彼女はラキスの手をうなじへ持っていき、生え際に触れさせた。

「ここに薄紅色の小さな痣があるの。髪があるから目立たないけど、湯に浸かってあたたまればもっとはっきりするわ。花びらみたいな、ハート形みたいな、かわいい形をしているのよ」

「全然気付きませんでした……」

　呆然とするラキスに、カルンが目を瞬かせながら頷いた。

「わたしたちの娘、リーシャにはそういう痣があった。しかもあなたと同じ銀髪でターコイズグリーンの瞳をしていた。年頃もぴったり合う」

「でも……娘さんはお亡くなりになったのでは？」

　夫妻はつらそうに顔を見合わせた。

「リーシャは攫われたんだ」

　ぎゅっとシャザラがラキスの手を握り締める。当時のことを思い出したのか、青ざめた唇がわなわな震えていた。

　カルンの説明によると、夫妻のひとり娘リーシャは今から十三年前、五歳の時に忽然と姿を消した。

　もともと学者だったカルンはその頃先帝に抜擢されて大宰相となり、大がかりな政治改革を断行中だった。

「政治に関わる気はなかったのだが……先帝陛下に助力を求められては断れない」

　カルンは苦い溜め息を洩らした。

　文官たちの反発は強く、非協力的だった。様々な妨害や嫌がらせはカルン個人だけでなく家族にまで及んだ。

　塵ごみや汚物を投げ込まれたり、立て続けに泥棒に入られたり。小火ぼやで済んだものの、物置に放火もされた。

　夫の留守中に家を守るシャザラは、ひとときも気が抜けなかった。

　リーシャがいなくなったのはそんなときだった。当時は使用人も大勢いたのだが、子守がちょっと目を離した隙に消えてしまったのだ。

「リーシャは大層元気な子でね。男の子みたいに活発で、おてんばだった。危ないから外に出てはいけないときつく言い聞かせていたのだが、頑是がんぜ無い子どものことだ、家に閉じこもっていることが耐えがたくなったのだろう」

　屋敷内はもとより近隣を隈なく捜したがどこにもいない。閑静な住宅街だったのがかえって災いし、目撃者もいなかった。

　気を揉みながら数日経ったが身代金の要求はなかった。夜陰に乗じたいやがらせは収まるどころかますます悪質化し、動物の死体まで投げ込まれるようになった。

　いつリーシャの死体が投げ込まれるかもしれないと心身をすり減らした挙げ句、シャザラは寝込んでしまった。

　宮廷でのカルンの立場も悪化していた。身に覚えのない誹謗中傷や讒言が重なり、ついには彼を抜擢した当の皇帝からも疑惑の目で見られ、罷免されたのだった。

　皇太子だったシャディードが強硬に反対し、改革の遂行を訴えたものの、すっかり及び腰になった先帝は改革を断念し、新たに大宰相の地位についたダフダ──今の大宰相──に政務を丸投げして後宮に引きこもってしまった。

　皇太子シャディードは軍政官として遠い辺境の地へ派遣された。邪魔者を追い払う意図は明白だったが、王命には逆らえない。

「結局、辞任してもリーシャは戻ってこなかった」

「今の大宰相が関わっていたのですか？」

「証拠はない。辞職すれば戻ってくるかもしれませんぞ……などと仄めかされただけだ。娘が行方不明になったことは既に知れ渡っていたし、同じようなことを他の大臣からも親切ごかしに言われたからな」

　不快そうにカルンは唇をゆがめた。

「辞職を決意して御前に出たら、開口一番『おまえは馘首クビだ』と申し渡されてね。考え直すようシャディード様が強く進言してくださったのだが、そのために先帝の不興を買い、追放同然に僻地へ飛ばされてしまった。──まぁ、そこを足掛かりに軍部の信望を集められたのだから、転んでもタダでは起きない御方だ」

　カルンの表情が明るくなる。かつての教え子であるシャディードのことを高く買っているのは間違いない。

　彼は目をなごませてラキスを見た。

「そういえばリーシャはシャディード様のことが大好きだったよ。まだ五歳になったばかりなのに、お嫁さんになるんだと言い張ってね……。そんなおてんばではお妃になれませんよ、と母親に言われると、しばらくはしおらしくふるまっているが、シャディード様がお越しになったとたん全速力で走っていって飛びついたものだ」

　懐かしそうに言われて赤くなるラキスを、シャザラが期待を込めて見つめる。

「覚えてない？」

「ごめんなさい……」

「謝ることはない。溺れかけたショックで記憶が飛んでしまったのだろう」

「あの……。わたし、本当に……リーシャ、なんでしょうか……？　おふたりに会っても、全然思い出せないですし……」

　親の顔を見ても思い出せないとなると、どうにも自信が持てないし、なんだか申し訳ない気分にもなってしまう。

「それに、性格もずいぶん違う気が……」

「記憶をなくした影響で性格が変わってもおかしくない。何も思い出せなければ不安になって、誰かに頼りたくなるのはむしろ当然じゃないかな」

「そう……でしょうか」

「痣や容姿だけじゃないのよ」

　シャザラは上着カフタンの長い袖口をめくり、自分の手首に嵌めていた腕輪を外して示した。それはレイヤから渡された、ラキスが発見された時に嵌めていたというあの黄金の腕輪だった。

　シャディードに預けたままになっていたそれを、シャザラが持っている。

「これは間違いなくわたしの腕輪よ。結婚祝いに兄弟が贈ってくれたものなの。繁栄を意味するターコイズ、愛と永遠を表すラピスラズリ、健康と長寿をもたらす瑪瑙めのうを並べてあるのよ。リーシャはこの腕輪がお気に入りで、欲しいといつもねだっていてね……。お嫁に行くときあげると約束したけど待ちきれなかったのかしら、時々こっそり嵌めて遊んでいたわ。……腕輪がなくなっていることに気付いたのは、リーシャがいなくなってずいぶん経ってからだった」

　しんみりとシャザラは呟いた。

「一目でわたしのものだってわかったわ。たとえ同じデザインのものがあったとしても、瑪瑙の縞模様やターコイズの斑点の入り方で区別がつくもの」

　シャザラは腕輪をラキスに嵌めると瞳を潤ませた。

「間違いなくあなたはリーシャよ。絶対間違いない……！」

　ぎゅっと抱きしめられ、ラキスは呆然とした。

　思い出せないことが歯がゆくてならない。この人を母と呼び、共に過ごした日々の記憶は、いったいどこへ消えてしまったのだろう。

（……でも、なんだか懐かしい……）

　抱きしめられたときの、なんとも言えないホッとする感覚。それはシャディードとも共通する。

（わたし、この人を知ってるわ）

　ふいに確信が湧いた。

　思い出せないけど知っている。知っているのに思い出せない。それがどうにも歯がゆくて、じれったくて。唇を震わせているとカルンが席を立って傍らに腰を下ろした。

「焦らなくていい。たとえずっと思い出せなくてもかまわない。こうして戻ってきてくれただけで、私たちには無上の喜びなのだから」

「……わたし、おふたりのことを知っているという気がするんです。でも……どうしても思い出せない。それが悔しくて、申し訳なくて……」

「言っただろう、そんな気遣いは無用だと。ただ、自分がリーシャだということを認め、受け入れてくれれば、それでいい」

　ラキスは絶句し、ぎこちなくシャザラの背に触れた。

『おかあさま！』

　暗い水底から浮き上がった泡のように、言葉がはじける。

『おとうさま！』

　無邪気に呼びかける幼い自分の声が、深淵に響いた。

　そして、もうひとり。

（ああ、シャディード様だわ）

　笑いながら手を差し伸べる、輝く黒曜石の瞳をした黒髪の少年──。

　そうよ、おてんばが過ぎて転んだわたしを助け起こしてくださったんだわ。

　地平線から上る朝日が見たいとせがみ、郊外へ連れていってもらった。抱き上げられて、一緒に朝日を眺めたのよ。

　この地平線の彼方まで、ずっと帝国は続いているのだと彼は言った。広大な帝国を治めるために、自分は立派な人間にならなければ、と。

　少年らしい潔癖な決意を込めて。

『絶対なれます！　だってわたしの大好きなシャディード様だもの』

　自信満々に答えると、彼は照れくさそうに笑って……。

　手をつないで天幕テントに戻れば両親が朝食の支度をしていた。燦々と降り注ぐ朝の光のなかで、わたしたちは楽しく食事をしたの。

　光に満ち満ちた幸福なひととき。記憶を失い、楽しかったその光景だけが結晶化して──。

　ラキスの目に涙が浮かぶ。父カルンの手が、そっと髪を撫でた。

　深い実感に心が震える。

（わたし……本当にリーシャだったんだわ）

　安堵と感動に包まれて、ラキスは母シャザラの肩に顔を伏せた。
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　それから一年後、ラキスは後宮へ復帰した。

　皇帝シャディードに請われて大宰相に復帰したカルンの娘リーシャとして、正式な皇帝妃となって返り咲いたのだ。

　新しく住まいとなったのは後宮の中心にある最も大きな宮殿だった。以前はルクヤナ皇太后が使っていたが、全面的な改装を経て皇后の宮殿に生まれ変わった。

　栄華を誇った先の大宰相ダフダの一族は、大逆罪及び数多の不正行為の罪で失脚した。ダフダは処刑され、皇太后は人里離れた古い城砦に生涯幽閉となった。

　一族のその他の者も罪の軽重により処刑されたり労働刑を課されたり、追放されたりした。

　この一年、宮廷には綱紀粛正こうきしゅくせいの嵐が吹き荒れた。ダフダが縁故で採用した腐敗官僚は軒並み宮廷を追われ、その後は出自を問わず才能とやる気のある者が採用された。

　一年経って改革の効果がようやく実感できるようになり、シャディードはついにラキスを呼び戻すことに決めた。

　シャディードが政治改革に邁進まいしんするあいだ、ラキスは両親の下で礼儀作法や読み書きを懸命に学んでいた。

　シャディードが自ら屋敷に足を運ぶことはなかったが、カルンに言づけてまめに手紙を寄越した。ラキスは読み書きができなかったので母親や侍女に読んでもらうしかなかった。自力で読めるようになりたくて、一生懸命勉強した。

　シャディードに会いたい気持ちは強かったけれど、やっと再会した両親と過ごす日々も幸せなものだった。初めて娘らしい日常生活を送ることができて嬉しかった。

　おそらくシャディードが一旦ラキスを後宮から出したのは、これまで両親と過ごせなかった時間を取り戻させてやろうという思いやりからだったのだろう。後日カルンから聞いたのだが、彼はラキスから預かった腕輪を真っ先にカルンたちに見せに来たそうだ。

　もちろん彼は幼いリーシャのことを覚えていて、ラキスの容姿が酷似していることから『もしや』と思っていた。

　腕輪を見てシャザラは即座に自分のものだと断言した。彼女はラキスに会わせてほしいと訴え、もしリーシャでなかったとしても養女にしたいと懇願した。

　由緒ある家柄であるカルンの養女となれば、妾妃ではなく正式な皇帝妃にできる。旅の踊り子という出自では、いかにシャディードがラキスを愛していようと正式な妃にすることは不可能だ。

　シャザラは痣のことをシャディードに言わなかった。自分の目で最初に確かめたかったのだ。それでいて確かめるのが怖いという気持ちもあって、居ても立ってもいられずそわそわしていたのだった。

　一年間共にゆっくり過ごしたことでシャザラの気持ちも落ち着き、妃として後宮へ戻ることを、寂しいながらも受け入れてくれた。一年過ごした時間がなければ娘を離してなるものかと取り乱したことだろう。

　それでも、馬車に乗り込んだラキスに『いつでも帰って来ていいのよ』と言った口調は冗談とは思えなかった。

　後宮に戻った夜、ラキスは美しく着飾ってシャディードを迎えた。

　部屋に入ってきたシャディードは、頭を垂れるラキスにしばし絶句していた。彼は女官たちを下がらせてふたりだけになると、はじかれたように駆け寄って肩を掴んだ。

「顔を、顔を見せてくれ……」

　ドキドキしながら顔を上げると、彼は目を見開いてまじまじとラキスを見つめた。黒曜石の瞳が感動でやわらかく潤み、彼はぎくしゃくと微笑んだ。

「……逢いたかった」

　きつく抱きしめられ、耳元で囁かれる。ラキスもまた彼を抱きしめ、頬をすり寄せて何度も頷いた。繰り返し接吻を交わし、万感の想いを込めて見つめ合う。

　手を取り合って長椅子に座り、問われるままにこの一年のことを話した。

「ずっと考えているんだが、今でもわからないことがある」

　話が一段落するとシャディードは言い出した。

「なんでしょうか」

「サクルのことだ。何故、サクルはおまえを疑わせるようなことを言い残したのだろう」

「それはたぶん……毒とは関係ないことだったのではないかと思います」

　サクルは親戚の伝つてでカルンの屋敷で奉公していたのだが、あるとき偶然、彼のうなじに行方不明の娘と似たような痣があることにシャザラが気付いた。

　おまえはリーシャの生まれ変わりかもしれないね……とシャザラはサクルに洩らした。リーシャはおてんばだったから、男の子に生まれ変わったのかも、と。ちょうど五歳違いで年齢もあっていた。

　だが、サクルはそんなはずはないと主張した。なぜなら、リーシャは絶対生きているから。

「サクルはそう言い張ったんですって。絶対リーシャは生きているから、僕が見つけてあげますよ、って……。それで、母は気を取り直して諦めまいと決心したそうです」

「そうか……。サクルは本当に見つけたんだな。リーシャを」

　シャディードはしみじみと呟いた。

「踊るときには髪をまとめたり、結ったりしますから、それで気付いたんだと思います。サクルは手が空いているときはよく支度を手伝ってくれました。人懐っこくて妓女のおねえさんたちにも可愛がられていましたし」

「情報収集のためだな。妓女たちのお喋りから、ダフダとその取り巻きのことを探っていたんだ。サクルが集めてくれた情報のおかげで、ダフダと繋がっていた腐った政商や様々な分野の悪徳官吏を割り出すことができた。……だが、やはり今でも気が咎めてならない」

　サクルは内情を探っていることに気付かれて毒を盛られた。最後に彼が告げようとしたのは、敵の情報ではなく、旅の踊り子ラキスがカルンの娘リーシャかもしれない……という発見だったのだ。

　しばしふたりは寄り添ってサクルの冥福を祈った。

「……いずれ息子が生まれたら、サクルと名付けようと思う」

　真摯な呟きに、ラキスはちょっぴり頬を染めながら頷いた。

「息子といえば、テギン様のこと……驚きました」

「ああ……」

　シャディードは苦笑した。

　ルクヤナ皇太后が先帝の没後に出産した、シャディードの異母弟テギン皇子。

　なんと彼は────女の子だったのだ。

　アルタイラ帝国では女子には継承権がない。生まれたのが皇女だとわかれば、ルクヤナの権勢は大幅に低下してしまう。

　何がなんでも皇子を産めと父から再三命じられていたルクヤナは、赤子の性別を偽ることを決意し、自らの手で産婆を始末した。女官たちにはきつく口止めし、父にすら明かさなかった。

　皇女など使い道がないと激怒した父に見捨てられる恐怖に囚われていたのだ。

　テギンが皇子だと信じ込んでいたダフダは、事実を知らされると呆然と放心してしまい言葉も出なかったという。

「テギン様はどうされたのですか？　ルクヤナ様と一緒に……？」

「いや、あれは世話係をつけて後宮に残した。たとえ男だったとしても、あの子に罪はない。今後は本来の皇女としての教育を受けさせる」

「よかった。確かまだ四つ……でしたよね？」

「男として育てられたためか、とんでもない腕白でな。女物の衣装などいやだと暴れているそうだ」

「まぁ……」

「昔のリーシャを思い出すな」

　甘い目付きで囁かれ、ラキスは赤くなった。

「わたし、そんなに暴れん坊でした？　昔のことは、やっぱり思い出せなくて……」

「元気がよすぎてしょっちゅう母親をハラハラさせてたぞ。髪や瞳の色は確かに似ているが、性格は真逆だから別人だろうと思っていた。面影もずいぶん薄れてしまっていたし」

「まだ五歳でしたもの……」

「こうして改めてよく見ればシャザラと似ているようだ。カルンと違ってシャザラのほうは顔がうろ覚えでな。他人の妻をじろじろ見るわけにもいかん」

　彼は目を細め、ラキスの頬をそっと撫でた。

「自分の妻ならいくら見つめても罰は当たらんだろう。よく見せてくれ。こっそり会いに行こうかと、この一年どれだけ悩んだことか」

「そ、そんなに見られると恥ずかしいです……」

　顔をそむけようとすれば両手で挟まれてしまい、焦って目を泳がせる。

　シャディードは笑ってラキスの目許や鼻のあたま、唇と、ところかまわず接吻した。

「……おまえの夢を何度も見た。一刻も早くおまえを呼び戻したくて、しゃかりきになって改革に取り組んだ」

「シャディード様からのお手紙を自力で読みたくて、一生懸命読み書きを習いました。お手紙を書き写して練習したんです。もうすっかり暗記してしまいました」

「諳そらんじるほど読んでくれたとは」

　嬉しそうに笑って唇を押しつけ、彼はラキスを抱き上げた。

　甘いくちづけを交わしながら寝室へ運ばれ、広い寝台に下ろされる。

「ラキス……。いや、リーシャだった。すまん」

「かまいません。わたし、シャディード様にラキスと呼ばれるの……好きなんです」

　本当言うと、リーシャと彼に呼ばれると幼い女の子になったような気がして、なんとなく気恥ずかしいのだ。

「そうか？　おまえがいやでないなら、ふたりのときはラキスと呼ぼう」

　頷いてふたたび唇を合わせる。こうすることを幾度夢に見たことだろう。愛のこもった手紙はもちろん嬉しかったけれど、やはりこうして広い胸に抱き寄せられ、大好きな彼の香りに包まれながらあたたかな唇を感じたかった。

　やっと今、その願いが叶ったのだ。

　シャディードはラキスを見つめながら愛おしげに頬を撫で、頭につけていたヴェールをそっと外した。豪華な上着カフタンを脱がせ、下衣シャルワールを引き抜く。

　ほんのりと上気したラキスの裸身を見下ろしながら、彼は悠然と自分の衣服を脱いでいった。均整の取れた頑健な裸体を、ラキスは感嘆と賛美を込めて見つめた。

　逞しい雄芯はすでに隆起し始めている。内奥がぞくりと蠢き、ラキスは無意識に擦り合わせた腿を薄く開いた。

　のしかかられ、そっと横たえられる。膝を撫でた手が腿を押し上げ、脚の間に彼が身を入れてきた。大きな掌で乳房を包まれ、感触を愉しむようにやわやわと捏ね回される。ラキスは甘い吐息を洩らした。

　剛直がゆっくりと秘裂を前後し、誘い出された蜜が淫靡にまとわりつく。

「……挿れたい。いいか？」

　囁かれ、目許を染めてこくりと頷く。蜜口にとぷんと雁が沈んだかと思うと、一気に奥処まで貫かれた。息が止まりそうな衝撃に、ラキスは目を見開いた。

　ぐぐっと腰を入れてシャディードが溜め息をつく。

「ああ、これだ。おまえの肉鞘に包まれる感覚は、何にも替えがたい」

　彼は呟いて少し腰を引き、ずくずくと突き上げ始めた。

　ほとんど前戯なしの挿入だったが、痛みは感じなかった。彼に裸身を見つめられ、彼の裸身を眺めるだけで、すっかり濡れてしまっていたのだ。

「あ……はぁっ……んぅ……」

　ラキスは彼にしがみつき、抽挿に合わせて腰を振りたくった。密着した部分から泡立った愛蜜がとろとろとこぼれる。急速に快感が込み上げ、あっさりとラキスは達してしまった。

　ひくひくと花弁が戦慄き、怒張を締めつける。痙攣する蜜襞に熱い雫が迸り、シャディードは呻いた。

「……少し出てしまったぞ」

　呟いて彼は少しも萎えていない剛直を先端近くまで引き抜いた。それからまたゆっくりと挿入し、鈴口でごりごりと抉るように奥処を小突き始める。

「すまない、ラキス。痛くないか？」

「だいじょ……ぶ……」

　喘ぎながらラキスは頷いた。詫びるようにシャディードが甘く唇をふさいだ。舌を絡めながら、より深い場所へと誘うように腰を揺らす。

「んんっ……！」

　下腹部が激しく疼き、ラキスはふたたび達した。続けざまの絶頂にほろほろと涙がこぼれる。

　涙を舐め取ったシャディードはさらに勢いよく抽挿を続け、やがて熱い迸りが媚肉を濡らした。

　それでも雄茎は固く屹立したままで、彼はラキスの身体を裏返すと白い尻朶を両手で押し広げ、未だ痙攣の収まらない花弁のあわいにずっぷりと淫刀を突きたてた。

「ひっ……あ……あぁあっ」

　腰を掴まれ、ずくずくと抽挿されてラキスは涙を散らして喘いだ。今のシャディードはまるで飢えた獣のように貪欲そのものだ。

　しかしそれも自分に操を立ててくれていたからこそと思えば、深奥から震えるような歓喜が込み上げる。

　ラキスは羞じらいをかなぐり捨て、淫らに尻を振りたくり、もっともっととねだった。

　ようやく彼が欲望を解き放ち、ラキスはめくるめく恍惚にうっとりと放心した。

　傍らに横たわったシャディードが大切そうにラキスを抱き寄せ、背中を撫でながら囁く。

「すまなかった。予想以上に溜まっていたらしい」

　含羞はにかんだ笑みを浮かべる男が愛おしくてたまらず、ラキスは広い胸に顔を埋めた。

「いいの……。わたしも……だから……」

　額に優しいくちづけが落ちる。しばらく抱き合っているうちに、彼がまだ満足していないことにラキスは気付いた。
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　彼に馬乗りになり、両手を逞しい胸板に滑らせる。期待するようなまなざしに蜜壺がきゅんと疼いた。

　もっと彼と繋がりたかった。もっと深く、もっと淫らに繋がって、この一年待ち望んだ一体感を味わい尽くしたい……。

　ラキスは彼の上にぺたりと座り込み、屹立を両手で包んで扱いた。雄芯はたちまち固さと太さを増し、猛々しく勃ち上がる。

　天を衝く怒張を花びらのあわいに銜え、思い切って膝から力を抜いた。自重で深く呑み込んだ太棹が、みっちりと隘路をふさぐ感覚に、ぞくぞくっと背筋を戦慄が駆け抜ける。

　シャディードがラキスの手に触れ、指を絡める。ラキスは夢見心地で身体を上下させた。腰を落とすたびに剛直が奥に突き立てられ、びりびりと痺れるような快感が走る。

「ふっ、あっ、あっ、あんっ……」

　顎を反らして喘ぎ、朦朧と頭を振り続ける。たゆたゆと乳房が弾んでいるのが、ひどく猥みだりがましく思えて、ますます興奮を煽られてしまう。

　騎乗位でも繰り返し絶頂に達し、気がつけばラキスは座位から組み敷かれた格好で足を持ち上げられて深々と穿たれていた。

　くちづけを求めれば、欲しいだけもらえた。唇を合わせ、全身で繋がって、ラキスは恍惚にたゆたい続けた。

「……もう二度と離さない」

　シャディードがラキスを抱きしめて、甘く囁く。

　ラキスは愉悦に朦朧としながら頷き、彼の胸に頬をすり寄せた。あたたかく乾いた陽射しと涼やかな緑風の香りが、すっぽりとラキスを包み込む。

「離れないわ……」

　これからは、ずっと一緒。

　幼い日、あなたに抱き上げられて見た朝日を、今度は並んで眺めるの。

　あなたの腕に乗って、新しい家族が無邪気な瞳を輝かせてる。

　そう。それはきっと、さほど遠くはない未来の光景──。







happily ever after
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